
    
      



    

  
    
      



    

  



























    
      ＭＦ文庫Ｊ

正捕手の篠原さん

千羽カモメ



    

  
    
      カバー・口絵・本文イラスト●八重樫南

編集●瀧口晃平



    

  
    
      ＣＯＮＴＥＮＴＳ



第０幕　野球部の篠原さん

第一幕　転校生と篠原さん

第二幕　パートナーと篠原さん

第三幕　エースと篠原さん

あとがき



    

  
    
      



    

  
    
      女子マネージャーの深ふか見みさま



　明みよう神じん学が園くえんの敷地に隣接する野球部専用グラウンド。

　そのバックネット前で、篠しの原はら守まもるは、眉み間けんに皺しわを寄せていた。視線の先にあるのは、たしかに昨日までは何ら変へん哲てつのなかったはずのスポーツトラクタだった。

　スポーツトラクタというのは、グラウンド整備に用いる作業車両だ。ホーム後方に鎮座するトラクタの両側面には今、カラフルな髪色をした少女が半裸で横たわっていた。

「これはなんだ……」

「今放送中の大人気アニメ、『アルカナストライク』の春はる風かぜミコトよ」

　かたわらに立つ、深見月つく夜よが得意げに人さし指を立てて言った。明神学園高校の二年生マネージャーで、つややかな髪を腰まで伸ばしている。

「絵のモデルを聞いたわけじゃない。なんのつもりだと聞いている」

「一言でいえば、痛いたトラね。新チームの記念にどうかと思って」

「痛トラ？」

「今時の流は行やりなの。自分の所有物に、アニメキャラの塗と装そうを施すのよ」

　うむ……と守は口に手を当てた。なるほど、そういう文化もあるのか。

「しかし、今にも局部が露出しそうなこの絵え面づらはさすがにどうかと思うが……」

「だめかしら」

「だめだ」

　守がきっぱりと言うと、彼女は悲しげに眉まゆを下げた。



　翌日、守は顔をしかめて練習用バットを見つめた。

「これは？」

「痛バットね」と深見。



　翌日、守は渋い顔で練習球を見つめた。

「痛ボールか」

「ええ」と深見。



　翌日、守が更衣室を出ると、ドアの前で待っていた深見が腰に手を当て微笑ほほえんだ。

「痛ユニフォームよ」

「これはコスプレと言うんだ」

　守は聖なる鎧よろい姿で、神断つ剣を肩にかけて言った。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      悪戯いたずら好きの深ふか見みさま



「守まもるくん、お疲れさまー」

　練習中、深見がトレーにドリンクを乗せてやってきた。

「……お前がすすんでマネージャーの仕事をするなんて珍しいな」

　笑いながら、コップを受け取って、乾いた喉のどにドリンクを流し込む。

　バフゥと白い霧を吹きだして、守は深見の肩をつかんだ。

「カルピルの原液はやめろ！」

「引っかかった」深見はくすくすと笑った。



　次の日、深見がドリンクを持ってきた。

「はい、守くん」

　手渡されたコップを見ると、微妙に白くにごっている。これは、スポーツドリンクのポカエリか。

　実際飲んでみた直後、バフゥと白い霧を吹きだした。

「水の色がポカエリに見えるような絶妙の配分でカルピルを薄めるな！」

「また引っかかった」深見はお腹なかを抱えて笑った。



　また次の日、深見がドリンクを持ってきた。

「はい、守くん」

　コップを見ると、明らかにカルピルだった。もはや隠すつもりもないらしい。

「警戒しなくても、今度はちゃんとしたカルピルよ」

「それは見ればわかるが……おお、今度は美う味まくできたな」

「当然ね」と深見は得意げに言った。「わたしだってカルピルくらい作れるのよ」



「はい、守くん」

「お前もカルピル作りに手慣れてきたな……」

　守が今日も深見お手製のカルピルに舌した鼓づつみを打っていると、二年生投手の綾あや坂さかがやってきた。彼も深見からコップを受け取って、一口飲む。

「あ……」と綾坂は言った。「ポカエリ、レモン味に替えたんだ」

　守はコップをかたむける手をぴたりと止めた。

　沈思黙考の末に、勢いよく深見に向き直る。

「まさか俺おれだけカルピルなのか!?」



    

  
    
      箱入り娘の深ふか見みさま



　二年Ｃ組の深見月つく夜よ。

　守まもるとは小さなころからの付き合いで、結局、高校まで同じになった。

　県内で名の知られた進学校である明みよう神じん学が園くえん。国立進学を目指す守と、明神学園を経営する深見グループの令嬢である深見が同級生になるのはある意味必然だった。

　しかしまだ一つだけよくわからないことがあった。

「深見、どうしてお前はマネージャーをやろうと思ったんだ？」

　と、守はたずねた。練習中の専用グラウンドだった。

「どうしたの、突然？」

「お前はアニメが好きだから、てっきり高校でも部活に入らないと思っていたんだ。部活に入ると夕方のアニメが見られないとよく言っていただろう」

「アニメなんて録画すればすむ話じゃない」深見はにこっと笑った。「そんなことよりも、今はもっと大事にすべきものがあると思うの」

　意外な発言だった。中学時代は、守の所属している硬式野球クラブにふらふらと遊びに来ても、かならず五時前にはリムジンで帰宅していたものだった。

「まあ、そうだな……せっかくの高校三年間だ。こうして同じチームになれたことだし、新チームになった今だからこそお前ももっと積極的に部活に参……」

　深見の目が横にそれてゆく。

「家だと禁止されているから、本部のＰＣでネトゲやってるとかそんな」

「おい」

「あっ、それじゃそろそろ五時だから本部でアニメ見てくるわね」

「おい」



    

  
    
      新米顧問の涼りよう子こ先生



「は、はわわー」

　間の抜けた泣き声とともに、目の前でバットが空転した。勢いあまって打者も一回転して、ずでんと尻しり餅もちをつく。遅れて、ボールがミットに飛び込んでくる。

「はわー！」と打者は半泣きで天を仰いだ。「すみません、まただめでじだー」

「だいじょうぶですよ、涼子先生。今のはいい感じのスイングでした」

　守まもるは捕球したボールを二塁に投げ込み、振り返った。放課後の専用グラウンドだった。

　涙目でバッターボックスにへたり込んでいるのは、新米教師で野球部部長の涼子先生だった。メガネがずり落ちて、腰まで伸ばした髪がばらばらに乱れてしまっている。

「わたし、情けないですよね……部長先生なのにノックすらできないなんて……」

　涼子先生はがっくりとうなだれて言った。

「とんでもない。先生にはそれ以外のところでいつも助けてもらっていますから」

　微笑ほほえんで、手をさしのべる。涼子先生が呆ほうけたように仰いでくる。

「篠しの原はらくん……」

　守の手をとり、涼子先生が立ち上がる。スーツのお尻しりの土を払い、メガネのブリッジを押し上げる。バットを一つ振って、きゅっと決意を固めた表情でこちらに向き直る。

「……もう一度、お願いします。わたし、次こそやってみせますから……！」

「そうですか？　じゃあ……」

　キャッチャーボックスに戻り、腰を落とす。マスクを被かぶりなおし、いいぞ、とマウンドの綾あや坂さかに声をかける。綾坂がうなずき、軽めのストレートを投げ込んでくる。

「はわー」

　涼子先生の身体からだがバットごと空回る。尻餅をつく。守はボールを受け、二塁に投げ込む。

「はわわー」

　三球目。涼子先生が回る。尻餅。捕球。二塁送球。

「はわわわー」

　四球目。涼子スピン尻餅。二塁送球。

「はわー！」

　涼子先生のバットがついに音をたてた。打球が上がり、ポップフライを守が抑える。

「し、篠原くん！」と涼子先生が満面の笑みで振り向く。「わたし、ついにやりました！」

　マスクを外す。眉まゆを寄せ、すみませんがと告げる。

「盗とう塁るいのバッターアシスト対策なので、ボールは空振りしてください」

「えっ」



    

  
    
      意識調査の涼りよう子こ先生



「みなさんの将来の夢というのは、やっぱりプロ野球選手なんですか？」

　月曜日の定期ミーティングの直前、涼子先生に問われた。

　専用グラウンド本部の二階にあるミーティングルームだった。広さは学校の教室ほどで、五十人近くが入れる室内に部員全員が集合して、ミーティングの開始を待っている。

「難しい所ですね」

　最前列に着席していた守まもるは、暇ひま潰つぶしの文庫本を閉じて言った。

「プロは球児の夢といえば夢なんですが……将来という言い方をするなら、プロ入りを見定めている人間はかなりの小数派だと思いますよ」

「そうなんですか？」

「なろうと思ってなれるものでもありませんから。共通の夢というなら、甲こう子し園えん優勝がそれに当たるでしょうね。だいたいはみんな、将来的な進路希望は野球とはまた別の方向性で考えているはずですよ」

　なるほど……と涼子はつぶやいた。

「ということは、篠しの原はらくんの将来の夢というのも、また野球とは別に？」

　うなずく。

「いずれは教育に関かかわる仕事につきたいと考えています」

「へえ、教育」

　涼子先生はうれしそうに両手を合わせた。

「つまり、わたしみたいな教師になりたいということですか？」

　守は少し考えてから言った。

「いえ、先生みたいなのはちがいますね」

　間ま。

「あ、ああ……わた、わたわたわたしみたいのはちちちちがいますか」

　涼子先生が口元を引きつらせながら言う。

「はい。もっと上の方のレベルで教育に携われればと」

「で、ですよね、すごくわかります、わたしなんて今や完全にダメ教師ですもんねノックもできないし野球のルールもわかってないしよくドジするし」

「ダメ教師？」

　守ははたと気付いて訂正した。

「ああいえそうではなくて、おれは現場の教師でなく、官僚として教育に……」

「でもわたしだって好きでドジ顧問やってるわけじゃないもんわたしだってわたじだっで」



    

  
    
      暗中模索の涼りよう子こ先生



　涼子です。今年、前任の教師が退任されて、野球部の顧問をつとめることになりました。

　しかしながら……。



「涼子先生、その穴はベースを入れるところなので埋めないでください」

「はわー!?」

　きのうは、篠しの原はらくんに怒られ、

「涼子先生、ロージンバッグは白線を引くためのものじゃありません」

「はわわー!?」

　おとといは、綾あや坂さかくんに指摘され、

「涼子先生、打撃練習用の」

「はわわわー!?」

　さきおとといは、橘たちばなくんに笑われました。



　なので今日は監督室のパソコンを使って、深ふか見みさんと一緒に野球部の指導者らしくするためにはどうすればいいかを調べています。

　今回おすすめされたのは野球部あるあるネタ系のまとめサイト。

「これはどうですか？」と深見さん。「野球の指導者はよくこうしてるみたいですよ」

「……なるほど。筋トレ中に上から乗っかる……ってこれ、だ、大丈夫ですか？」

「涼子先生軽いし大丈夫ですよ」

「そ、そういう問題でしょうか……せ、生徒の上に乗っかるだなんて……」

　考え込む。しかし、今はとにかくいろいろ試してみるのが先決だ。

「……け、けど、まずはやってみます。形から入ってみるのも、一つの手段ですからね」

「はい」深見さんが微笑ほほえむ。「応援してます、先生」



　その日の午後練習後。

「あ……あの、涼子先生……」

「な、なんですか？　ちゃんと筋トレしてください」

　膝ひざをそろえて横ずわりしながら、涼子先生は伏し目がちに言った。

「いえ……先生の意図はよくわかるんですが、その……これは普通は腕立て伏せのときにやるもので、腹筋のときにのられるのはちょっと……」

　守まもるは股こ間かんに涼子先生のお尻しりの感触を覚えながら、目を逸そらした。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      文武両道の綾あや坂さかくん



　カメラを向けられても、綾坂は、表情を崩さずにインタビュアーの受け答えに応じていた。雑誌の取材でやってきたインタビュアーが、ボイスレコーダーを向ける。

「それにしても、あの中学の天才投手・綾坂飛鳥あすかがなぜこんな進学校へ？」

「文武両道が我が家の家訓なので、元々野球優先の環境に行くつもりはありませんでした」

　澄んだ声で答えるのは、野球部二年生エースの綾坂だった。

　色白で、すっと通った目鼻立ちをした、中性的な顔つき。長めの髪をうしろでまとめていて、まさに美少年といった趣おもむきの投手だった。華きや奢しやで、手足がすらっとしている。

「しかし、『天使の指先』と呼ばれた綾坂くんには、強豪校からの誘いもたくさんあったと思いますが……」

「進学校に来るのが野球を続ける条件だったんです。けど、場所は関係ありません。学校の力ではなく、僕は僕の力で野球をしていきます。それに――」

　綾坂は、白く綺き麗れいな右手の指先を胸にそえて微笑ほほえんだ。

「野球だけしか知らない人間にはなるなと、きつく言われていますので」

　天使の指先を持つ美少年投手、綾坂飛鳥。天才的なボール使いとその容姿も相まって、野球中堅校にやってきた今もなお彼に対する注目は続いている。



　翌日、練習前の部室では、サッカーの話題で大盛り上がりだった。

「へー、昨日サッカーの試合あったんだ」

　遅れてやってきた綾坂がそう言うと、深ふか見みはびっくりした。

「ワールドカップイヤーなのに見ていないの？　日本がオランダ戦に勝ったのよ」

「ご、ごめん、サッカーのルールってよくわからないから、試合とか見てないんだ。ペナルティゴールとか、どうしてそうなるのかすごく複雑で」

「……そんなに複雑かしら？」

　そこで、部室に守まもるがやってきた。綾坂がはっとして駆け寄っていく。

「あっ篠しの原はら、昨日寝る前に思ったんだけど……野球の試合で投手って一度野手に戻ったら守備位置変更できないんだよね。でも昨日の高校野球の試合見てたら一度レフトに下がった投手がセンターに移ってたんだけどあれってルール違反になるんじゃないの？」

「ああ、あれは高こう野や連れんの特別規定で野手から野手の交代を認められているからいいんだ」

「あ、なるほど！　野球のルールってわりとややこしいよね」

「……綾坂くんの野球以外に対する興味のなさに時々びっくりするわ」

　深見に突っ込まれて、綾坂はハッとして口を押さえた。



    

  
    
      瞬殺王子の綾あや坂さかくん



「綾坂くん、付き合ってください！」

「ごめん」

　綾坂はコンマ三秒で即答した。たちまち、物陰からその様子を見ていた野球部二年生セカンドの橘たちばなががくっとなる。

「あいつ……もうちょっとこう、アレってもんがあんだろ……吟ぎん味みっつーかさ……」

「……ところで、どうして俺おれまで出で歯ば亀がめに付き合わされなければならないんだ」

　守まもるは、橘のとなりでため息をついた。つい先ほど、廊下を歩いていたところ、橘につかまえられて、ここまで連れてこられてしまったのだ。

「け、けどわたし、やっぱりあきらめられません！」

　一方、綾坂に瞬殺された女子生徒は、気け高だかく第二回戦を挑んでいった。

「……僕は、きみのことをぜんぜん知らないんだ」と綾坂は答えた。「お互いによく知りもしないのに、付き合うのはやっぱり難しいと思う」

「でも好きなんです！」

「う、うれしいけど……どうしてそんなに好きになってくれたの？」

「え、えーと……やっぱりピッチングをしてるところが好きだったから……」

「…………そっか、ありがとう。でも僕、やっぱりきみの気持ちには応こたえられないよ」

　二回戦目も秒殺した綾坂が出口に向かってきて、守たちは急いで教室に逃げ戻った。



　しかし、綾坂にはバレていた。放課後の部室で両りよう肘ひじを抱えた綾坂ににらまれる。

「今日の昼休み、隠れて見てたよね」

「あ、ああ……」守は口ごもった。

「……。…………さっきの子、僕のピッチングしてるところが、好きだって」

　綾坂は小さな声でつぶやいた。ほんの少し切なげな表情だ。

「……その気持ちはわからないでもないかな」と守が言った。

「そう？」

　守はうなずいた。

「やはりきみのフォームは美しいよ。特に無駄のない体重移動は惚ほれ惚ぼれする」

「…………そ、そっか、ありがとう」

　綾坂は、うれしそうに頬ほおを染めてにこっと笑った。

「この野球馬ば鹿かたちは……」

　橘が疲れた声で言った。



    

  
    
      お風ふ呂ろ場ばの綾あや坂さかくん



　お風呂は好きだった。学校では落ち着いてシャワーを浴びられないから、なおさらだ。

　後ろ髪をしばる紐ひもをほどいて、熱いシャワーを頭から浴びる。部活でさんざん運動したあとのお風呂場は、ついつい眠ってしまいそうになるほど気持ち良いい。

　けれど、身体からだを洗おうとして、ふと気づく。鏡に映った自分の姿を見て、またあの感情がむくむくとふくれあがってくる。

　そんな……ま、また大きくなってる……。

　明みよう神じん学がく園えん野球部二年生エースの綾坂は、誰にともなく羞しゆう恥ち心しんを覚えながら、マットに横座りした格好のまま、裸の胸を抱きしめた。

　両腕で隠しても上乳があふれてしまうほど大きいのに……危ういほど柔らかい。そっと抱えただけでも、柔らかすぎる乳は従順に形を変えてしまう。自分が実際そうなってみるまでは、大きな胸というのはもっと固いものかと思っていた。

　……一年前までは、まだ腕の中にしっかりとおさまるくらいの大きさだった。だけど今は、こうして簡単に谷間ができるほどに育ってしまっている。

　今はまだサラシで押さえられるくらいだからいいけれど……こんな調子じゃ、いつまで押さえこめるかわかったものじゃない。前まではちゃんと押さえつけられてたのに、最近は外から触るとあきらかにもにゅっとしてくるようになってしまった。

　胸が大きくなるのを抑えるために、大豆製品はなるべくとらないようにしているし、胸元の筋肉もこまめに鍛えるようにはしている。「胸が大きくなってしまう」といわれているような事柄は噂うわさだろうと科学的だろうとなるべく避けるように日々努力していた。

　もしも自分の正体がばれるようなことがあれば、自分に関かかわるいろんな人たちに迷惑がかかってしまう。それだけは、なんとしても避けなければいけない。

　そのためにも、なんとかして発育を阻止しないと……

　……しないといけないのに、あいつが……あいつが……っ！



　翌日の練習試合。

　守まもるは、ゲームセットと同時にマウンドに駆け寄った。

「最高のピッチングだったぞ」

　綾坂の胸をぽふっと軽くミットで叩たたく。

「……っ！」

　綾坂がぎゅっと両腕で胸元を押さえて睨にらんできて、守は思わず後ずさった。



    

  
    
      アンバランスの綾あや坂さかくん



　ブルペンでの投球練習が終わって、守まもるは、タオルで汗をふく綾坂の下もとに歩み寄った。

　……それにしても、とすぐそばで綾坂を見て思う。

「……それにしても、きみの身体からだは細いな」

「そう？」と綾坂。

「ああ、腕も脚も腰も細い。肩や肘ひじなんて、投手として心配になるくらいだ」

「……投手として心配？　どういう意味さ」

　綾坂は汗をふく手を止めて、じっと上目遣いでにらんできた。

　しまった。守はハッとした。失言だった。投手として心配などという言葉は、いってみれば「選手として不安」と告げているのと同じようなものだ。

「す、すまない。きみを頼りないと思っているわけじゃない。線が細いのは事実だが、野球は体格でするものじゃない。そもそも、俺おれのミットに飛び込んでくるきみのボールはいつも一級品だ。もちろん投手としてたくましいところもある。たとえば……」

　クスッと綾坂は笑った。くす、くすくすっ。

「うそだよ、篠しの原はら。本気で怒ってなんかないから」

　からかわれた事に気付いて、思わず顔をしかめる。

「知ってる？　篠原っていつも冷静だけど、投手のプライドを傷つけたって思ったらすごく焦るんだよ」

　綾坂は面白そうに笑った。……まったく。

「ところで、投手としてたくましいところって何？」

「え？」

「今言いかけてたことだよ。何なの？」

「いや、きみはすごくいいお尻しりをしていると言おうと思ったんだ」

　綾坂は両手でさっとお尻を押さえた。守は微笑ほほえんだ。

「安産型だけどきゅっと引き締まっててすごく投手向きのお尻だよ」

「あ、安産……!?　ぼ、僕は男なんだから、安産なんてしなっ……」

「言われるまでもなくわかってるよ。ただ、その細身の身体に大きなお尻というのはいささかアンバランスではあるがな。女性だったらたまらないスタイルだとは思うが」

「なっ……な、何言っ……」

　綾坂は頬ほおを赤らめて、ぎゅ、と両手でズボンのお尻をつかんだ。

　やはり、彼にとって投手としての賞賛はうれしいらしい。守は、言葉をなくしてうつむく綾坂に対して、ありとあらゆる表現を尽くして彼のお尻の魅力を延々と語るのだった。



    

  
    
      投球練習場ブルペンの綾あや坂さかくん



　パァンッ！

　ミットの音が、ブルペンの空気を震わせた。まっすぐ飛び込んできたボールをしっかりとつかみながら、守まもるはマスクの奥で目を伏せた。

「良いい球だ」

　マウンドの綾坂は帽子をとって、甘く整ったマスクをあらわにした。

「……いや、球きゆう威いもコントロールもぜんぜんだめだよ」

「……わかるか？」

「自分のボールだからね」

　……なるほど。エースにお世辞は無用ということか。

　ミットを脇わきに挟んで、ボールを返球する。

「いつもより回転が甘い」と守は認めた。「フォームが崩れているから、そのせいだろう」

　綾坂の全力投球のボールは、いつもならただ美しいだけではなく、ホーム前で加速するような疾しつ走そう感がある。だが、今日はそうではなかった。綾坂は線が細く、膂りよ力りよくで投げる投手ではないから、フォームを崩すとすぐ調子を落としてしまうところがあった。

「フォームか……」

「ああ。きみが投げてすぐ、違和感に気付いたよ」

「そうなんだ。どこがおかしかった？　踏み込み？　腕の角度？」

「いや、お尻しりの動きが甘かった」

「ま、またっ……!?」

　綾坂は顔をひきつらせて、さっと両手でお尻を覆った。

「ああ。君はいつも投げる前にそのお尻を俺おれに見せつけてくるようなフォームなんだが、最近は少し控えめになってきた気がするんだ」

「べ……別に、きみにみせ、見せ付けているわけじゃないから……」

　ふいっと顔をそらす綾坂。お尻を押さえるその両手が、ぎゅっとズボンをつかむ。

　守は笑った。

「何をそんなに焦っているのか知らないが、心配するな。ゆっくり調整していこう」

　励ますつもりで、綾坂の胸をぽにゅっと軽く裏うら拳けんで叩たたく。

「ひぅっ!?」

　綾坂はあわてて両腕で胸元を守って、女の子のように細い腰をよじった。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      勉強会長の篠しの原はらさん①



　――七月十五日。

　夏の高校野球選手権千ち葉ば県大会の開幕戦において、明めい学がくが敗れて三年生は引退。一・二年のみの新チームが始動してから、ちょうど一週間が過ぎた。

「新チームもなんとか回り始めつつあるみたいだな」

　と、守まもるはグラウンドを見渡しながら言った。はじめは、この問題児ぞろいのチームがちゃんと機能するのかどうか心配だったが、なんとかようやくまともな練習ができるようにはなりつつあった。

「そうね……」

　しかし、守のかたわらに立つ深ふか見みは、どこか浮かない表情だった。

「……どうした？　深見」

「実は、一つ大きな問題が発生したの」

「問題？」

　守は眉まゆをひそめた。

「ええ」

　深見は胸元で手のひらをにぎりしめて、小さく下を向いた。

　……深見がこんな深刻な表情をするというのは、そうそうないことだ。俺おれのあずかりしらないところで、一体何があったというのか。

「実は……」

「実は？」

「副キャプテンの橘たちばなくんが、赤点をとって追試になったの」

「……それはまずいな、橘は副キャプテンの上にレギュラーセカンドだぞ。うちは進学校だから、追試中は仮入部扱いで出場停止だ。抜けられると士気に関かかわる」

　深見は神妙な表情でうなずいた。

「しかも、それだけじゃないの。キャプテンの鈴すず鹿かくんもよ」

「鈴鹿もか？　……まあ、たしかにまずいことではあるが……もっと大変な事態かと思っていたから拍子抜けだな。毎年の恒例行事じゃないか」

　深見は壁に手をついてうなだれた。

「そしてわたしもなの」

「お前もか」

「ぱ、パパに怒られる……」

　深見は顔を青くして震え始めた。



    

  
    
      勉強会長の篠しの原はらさん②



「よろしくおねがいしゃーす！」

「よろしくなんだぞー！」

　野球部の誇る赤点ツートップが、同時に礼をした。

　片や二年Ｆ組レギュラーセカンドの橘たちばな雅まさ史しと、片や二年Ｅ組の野球部キャプテンでショートの鈴すず鹿か巧たくみだった。

　見るからに軽薄そうなのが橘の方で、ちょこんと小柄で可愛かわいらしいのが鈴鹿の方だった。

「まったく……」

　守まもるは眼鏡めがねのブリッジを押し上げて、教科書を開いた。

「このままだとキャプテン陣が俺おれ一人を残して全滅しかねないから、緊急で勉強会を開くことにした。……で、二人とも何の教科を教えて欲しいんだ」

「俺は理系科目全般だな」と橘。「特に数学のベクトルとかぜんぜんわかんねー」

「おれは文系がわからないんだぞー」と鈴鹿。「特に英語はつらいんだぞ……」

「なるほど。……じゃあ、お前は？」

　深ふか見みの方を向く。深見は、ロングヘアーの髪先を指先でくるくるしながら微笑ほほえんだ。

「わたし範囲」

「何だって？」

「範囲がわからないの」

「テスト範囲か？」

「そうなの」

　深見は眉まゆを下げて微笑んだ。



「……」

　守が、部室の外で壁にもたれて顔を押さえていると、

「そんなところで何してるの？　篠原」

　ランニング中と思われる綾あや坂さかが立ち止まって話しかけてきた。

「俺が教育に携わろうなど、おこがましい考えだったのかもしれない」

「ぼ、僕も手伝うよ勉強会」

　綾坂はあわてて申し出てきてくれた。



    

  
    
      勉強会長の篠しの原はらさん③



　結局、進学系コースのツートップである守まもると綾あや坂さかが勉強を見ることになった。綾坂が文系、守が理系担当だ。

「助かるよ、綾坂」と守は言った。

「気にしないで。はやく勉強を片付けて、練習に戻ろう」

　綾坂は、鈴すず鹿かのノートに書き込みをしながら微笑ほほえんだ。

「けど、深ふか見みさんが赤点だなんて意外だね」

「そう？」

　深見はソファに横たわって携帯ゲーム機のＧＰＳゲームプレイステーシヨンをプレイしながら言った。

「一応進学コースだし、深見さんって赤点とるイメージなかったからさ。それがどうしてこんな大惨事になっちゃったの？」

「実はテスト前に新作のスパプロが発売されて、それにはまっちゃったの」

　深見が照れくさそうにぱたぱたとＧＰＳを振ると、軽快な打撃音とともに『ホームラン！』という実況が聞こえた。どうやら、現在進行形ではまっているらしい。スパプロというのは、野球ゲームの人気シリーズの一つで、部内にもファンが多い。

「……というか深見さん、さっきから遊んでばかりだけど……勉強しなくていいの？」

　綾坂はジト目で言った。

「あ、いいのいいの、ちゃんとみんなの勉強してるところ見てるから」

「見てるって……範囲すらわかってなかったのに？」

「いいのいいの」

　深見はぱたぱたと手を振った。



　翌日、深見が追試答案を持ってきた。



　深見月つく夜よ　数学 １００点　国語 １００点　保健体育 １００点

　　　　　　英語 １００点　物理 １００点　歴史 １００点



　守は深々と眉み間けんにしわを寄せながら、深見の答案の束を見つめた。

「だから、『範囲が』わからないって言ったじゃない」

　深見が微笑む。

「それよりもなぜ今回の勉強会でわたしに声をかけてくれなかったんでしょうか……」

　涼りよう子こ先生が肩を落としながらつぶやいた。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      受験数学担当の保ほ科しなさん



　窓の外には、遠くの野球部専用グラウンドが見える。通常クラスの生徒たちはすでに放課後練習を始めているため、くぐもった金属バットの音がここまで聞こえてくる。

　しかし、特進クラスの２年Ａ組はいまだ課外授業の真っ最中だった。

「それでは、鈴木くん、この問題を答えてください」

　黒板に設問を書き終えると、受験数学担当教師の保科はすかさず解答者を指名した。

　しかし、当の鈴木は黒板の前に立たされたはいいものの、チョーク片手に固まってしまう。『ｐを７以上の素数とする～』という文もん言ごんから始まる、お決まりの整数問題だった。数学でいうところの難問ジャンルの一つだ。

　保科は、ロングヘアーのサイドを耳にかけて言った。

「……答えられないにしても、手が動かないというのは一切予習をしていないということに他なりません。席に戻ってください」

　鈴木を席に戻した保科は、教壇の前に立って言った。

「みなさん。整数問題は、難関大の頻出問題です。対策がないと思われがちですが、だからと言ってそれを捨てるのは愚の骨頂です。整数問題には整数問題のパターンがある。勇気をもって予習にのぞんでください。それでは、まずこの京大過去問ですが――」

　一切の淀よどみなく、設問を懇こん切せつ丁てい寧ねいに解いてゆく保科。ぴんと背筋を伸ばしたその後ろ姿をながめていると、後ろの席から女子のひそひそ声が聞こえてくる。

「保科先生、本当に格好いいよね」

「ほんとほんと、何でも知ってる大人の女性って感じがする……」

　守まもるはしばらくささやきあう女子たちを見返っていたが、やがてテキストに向き直った。

　まもなく特進クラスの課外授業は終わり、守は専用グラウンドに走った。



　グラウンドに、はわぁーと泣き声が響いた。

　専用グラウンドの水道前だった。

「あ、洗おうと思って……!!」

　保科涼りよう子こ先生は、びしょぬれのグラブを抱えながら、涙目で言った。

　守は顔に手を当てて言った。

「グラブの水洗いは駄目です、涼子先生」

「ううう、すみません野球のこと何も知らなくてええ」



    

  
    
      発展途上の涼りよう子こ先生①



　部活中、涼子先生はいつもベンチに座って練習風景を見守っている。

「あ、すみません涼子先生、そこのミットをとっていただけますか？」

　朝練の時間、守まもるはダッグアウトの前で足を止めて言った。

「え、ミット……？」

　涼子先生は辺りを見回して、目についたものを手にとった。微笑ほほえんで手渡してくる。

「どうぞ。練習がんばってくださいね」

「……すみません、涼子先生。非常に言いい辛づらいんですがそれはグラブです」

「…………あ、ああ、それじゃあこれですか？」

「それはバッティンググローブです」

「こ、これ……？」

「…………それはバットのケースです」

　守は顔に手を当ててつぶやいた。

「すみません……俺おれが横着なんてしたばかりに……」

「あ、謝らないでください！」

　守が涼子先生の真横にあるミットを手にとって歩いていくと「うう……」と後ろから沈痛な声が聞こえてきて胸が痛んだ。



　その日の放課後、部室にやってきた涼子先生は、真面目まじめな顔で言った。

「……とりあえず、わたしはまず野球用語を覚えないことには話にならないと思うんです。今のままでは足手まといですからね」

「無理しなくていいと思いますよ」と守。「はじめはだれもが初心者です」

「それはそうですが……私は、教師ですから」

「そのままの方が可愛かわいいのに……」

　にこやかにつぶやく深ふか見み。守はあわてて深見の口をふさぐと、

「わかりました、涼子先生」と向き直った。「だったらとりあえず野球用具一式の名前だけは覚えましょう。それだけでも、結構ちがうと思いますから」

「は、はい」涼子先生は顔を上げて言った。「がんばります……！」

「ちなみにこれは？」

　ためしに守は手近にあったものを見せてみた。

「……スコアブッ」

「部誌です」



    

  
    
      発展途上の涼りよう子こ先生②



　翌日、真剣な顔でベンチに座る涼子先生を前にして、

「これは？」と綾あや坂さかがグラブを見せた。

「グラブです」

「これは？」と守まもるがミットを見せた。

「ミットです」

「……テスト形式にするとそんなに苦にする感じではないですね。こと野球のことになると、妙に焦って空回りしてしまうというか……」

　守は、ふーむと口に手をあててうなった。そこで引っかかるのは、昨日、彼女がスコアブックと部誌をまちがえてしまった例の一件だった。

　涼子先生は、いつも部誌をていねいにチェックしている。それすら見間違えてしまうということは、いつもクールな涼子先生のドジっ娘こ体質は、素人しろうととして野球部顧問を任されたプレッシャーに起因しているのではないだろうか？　だったら、野球部顧問としての自信を植え付ければこの体質は改善できるのかもしれない。

「……涼子先生は一度、腰を据えて野球を勉強してみるのもいいかもしれませんね」

「なるほど……」涼子先生は、納得したようにうなずいた。

　次の日から、涼子先生は野球知識強化週間に突入した。部活中はベンチに座って熱心に野球教本を読み込み、職員室でもそうだった。室内練習場にある野球図書館から借りてきた本の数々が、かたわらに積み重なって書物の塔が生まれていた。

　数日後、ついに涼子先生の強化週間が終了した。その日、部室にやってきた涼子先生は両りよう肘ひじを抱えたお澄まし顔で言った。

「そもそも、野球の発祥はイギリス発のスポーツである『クリケット』と言われ……」

「そ、そこからですか……!?」守はぎょっとして言った。

「え、ええ、一応……」

　困り顔ながらも誇らしげな涼子先生。そのかたわらで、綾坂が「ん？」と首をかしげた。

「あ、でも最近は、ラウンダーズというスポーツが発祥だと言われてるらしいですよ」

「えっ？」涼子先生がきょとんとする。「らうん……」

「ラウンダーズです」綾坂は微笑ほほえんだ。



　はわわわー、と涼子先生がスプリンクラーを作動させて大惨事になっている。

「結局元に戻っちゃったけど、これはこれでいいと思うの」

「そうだな……」守は、深ふか見みと共に大あわてのグラウンドをながめながら言った。



    

  
    
      眼鏡めがね男子の篠しの原はらさん



　昼休みの２年Ａ組。

　守まもるは、スコアブックを眺めていた。みずからの配球をチェックするのは、一年の秋に正捕手に指名されてからずっと続けている日課だ。

「ねえ篠原くん、いつまでスコアブックを読んでいるの？」

　前の席から、午後の猫のようにのんびりと机にもたれながら深ふか見みが問うてくる。深見は時折こうしてＣ組からふらふらと遊びにやってくることが多い。

「昨日は用事があって、読んでいる暇がなかったんだ」

「今日の夜でいいじゃない」

「いや、こればかりは駄目だ」

　深見が、つまらなさそうに唸うなるのが聞こえた。相手をしてやりたいのは山々だが、今は新チームの正捕手としての仕事をおろそかにするわけには――

　スコアブックの紙面がふいにぼやけた。

　横を向くと、ぼやけた輪郭の深見が、守から奪った眼鏡をかけていた。

「篠原くん、似合う？」

　愉快げに言う深見。

「見えないからわからん。返せ」

　守が手をのばすと、深見はくすくすと笑いながらそれをかわして逃げた。

「深見！」

　裸眼だと近眼のため、一寸先もぼやけて見えない。黒板前に逃げた深見の影に向かって手を伸ばす――

「おい深見、いい加減に……」

　ふにゅ。

　突然、右の手のひらにふかふかの感触が広がった。

「し、篠原くん……!?」

　深見がびっくりしたように声をもらす。まさかと思い、あわてて手を引く。

「す、すまない！　わざとじゃないんだ！」

「……う、ううん。こっちこそごめんなさい」

　深見が近づいてきて、眼鏡をかけてくれる。

　ふたたびクリアーになった視界の中で、深見は申し訳なさげに眉まゆを下げながら、

「篠原くんの手、汚しちゃって……」

　守の右手がわしっとつかんだままの黒板消しを見下ろした。



    

  
    
      強行突破の深ふか見みさま



　グラウンドに向かう途中、深見がトコトコと歩みよってきて、肩をつついてきた。

「ねえねえ、篠しの原はらくん」

「うん？」

　振り向く。深見はじっとこちらを上目遣いでのぞきこみながら、にこっと微笑ほほえんだ。

「呼んでみただけ」

「なんなんだ」

　守まもるは苦笑して、ふたたび歩き出す。深見はニコニコして、その後をついてきた。



　その日の練習中。

「ねえ、篠原く――」

　深見がトコトコと歩みよってきたが、

「あのさ、篠原」

　と、綾あや坂さかが割り込んできた。

「綾坂、どうした？」「今日の投球練習のことなんだけど……」

　深見は綾坂の後ろでしばらくうろついていたが、やがて立ち去った。



　次の日。

「ねえ、篠――」

「篠原くん！」

　涼りよう子こ先生に割り込まれて、深見はしばらく髪の毛をいじっていたがやがて立ち去った。



　次の日。

「ねえ――」

「しのはらー」

　鈴すず鹿かに割り込まれて、深見は、むすっとジト目になって立ち去った。



　週末の練習試合。四番打者が倒れ、守はウェイティングサークルから立ち上がった。

『五番キャッチャー、篠原くん』

　打席に入って、バットを構える。そして、

『呼んでみただけ』

「試合中はやめろ深見！」守は一塁側の放送室に向かってさけんだ。



    

  
    
      中休み中の篠しの原はらさん



　守まもると深ふか見みは、テーブルを挟んでそれぞれスコアブックと野球漫画を読んでいた。

「犬も歩けば」と守。

「フォアボール」と深見。

「猿も木から」

「レーザービーム」

「弘こう法ぼうも」

「戦力外通告」

　練習の中休み中の部室だった。綾あや坂さかは黙々と爪つめのお手入れをして、涼りよう子こ先生は真剣な顔でルールブックを読み込んで、橘たちばなはグラビアを見てご満悦だった。

「河童かつぱの」と守。

「流し打ち」と深見。

「猫に」

「プロテイン」

「弘法も」

「大炎上」

　スコアブックのページをめくる。

「七転び」

「八奪三振」

「石橋を叩たたいて」

「ホームラン」

「弘法も」

「デッドボール」

　間ま。

「弘法に恨みでもあるの？」

　綾坂が顔を上げた。



    

  
    
      創意工夫の深ふか見みさま①



　千ち葉ば市の学園前地区にある、私立明みよう神じん学が園くえん。最寄りの学園前駅東口から徒歩三分、アーチのかかった歩道橋を越えて、坂道をのぼっていった先の高台にその学園はある。

　学園は総合運動場とは別に野球部専用グラウンドを有し、野球部は専用球場持ちの強みを生かして毎週末に外部からの遠征校を招いて練習試合を主催していた。

　特に、これまでベスト32付近をうろうろしている中堅校でしかなかった明めい学がくも、『天使王子』こと綾あや坂さかが入学してきたことによってベスト８常連になったため、最近は対戦相手にも事欠かないようになってきた。



　その練習試合直前。

　深見が相手ベンチに持っていこうとしたメンバー表を、奪って確認する。





打順　名前（立ち位置）　ポジション

１　片かた桐ぎり（厨ちゆう二に病）　中堅手センター

２　鈴すず鹿か（マスコット）　二塁手セカンド

３　相そう馬ま（褐色）　右翼手ライト

４　芹せり沢ざわ（ヤクザ）　左翼手レフト

５　篠しの原はら（ツッコミ担当）　捕手

６　香か月つき（不思議ちゃん）　一塁手フアースト

７　天あま野の（腹黒）　三塁手サード

８　橘たちばな（モブ）　遊撃手シヨート

９　綾坂（野球馬ば鹿か）　投手



顧問　保ほ科しな（カモ）

記録員　深見（お嬢様属性）





「だれがツッコミ担当だ」

「ほらツッコんだ」

「はっ」



    

  
    
      創意工夫の深ふか見みさま②



　渋々とした顔でベンチに戻ってきた深見に守まもるは言った。

「ちゃんとメンバー表を渡してきただろうな」

　守が渋面で告げると、深見はしょんぼりした顔でうなずいた。

「まったく、油断も隙すきもないな。さっきのアレを相手方に渡したら良いい笑いものだったぞ」

「ああいう形式にした方が、相手ベンチもうちに親しみやすいかと思って」

「その心意気だけで充分だ。しかし、あのメンバー表はなんなんだ？　立ち位置の項目なんて見たことないぞ」

「ああ、あれ？　野球用具メーカーに特注で作ってもらったの」

「……深見さんは毎回やることがすごいよね。お嬢様が全力で遊んでみましたというか」

　綾あや坂さかが頬ほおをかきながら口を挟んできた。

「お嬢様っていったら、綾坂くんだって御曹司みたいなものじゃない」

「ほう」と守は言った。「そうなのか」

「議員の家系なんだ。僕は継ぐ気ないけどさ」

「……いろいろあるんだな、二人とも」

「篠しの原はらの家はどうなの？」と綾坂。

「ごくごく一般階級だな。両親は海外赴任が多くて今は一人暮らしだが」

「そうなんだ。兄弟もいないの？」

「妹が一人いるが、今は両親と一緒にイギリスだ……と、もうプレイボールだぞ」

　ダッグアウトのフェンス際ぎわに立って声出しする。すでにグラウンドには相手校ナインが散っており、打席横では一番打者で大型ルーキーの片かた桐ぎり司つかさが素振りをしていた。

　球審がプレイボールを宣言して、片桐が打席に入る。

　相手校の女子マネージャーのアナウンスが響く。

『一番センター、片桐くん』

　とクリアーボイスで彼女は語を継いだ。

『立ち位置は、厨ちゆう二に病』

　守は振り向いて怒鳴った。

「あのメンバー表をそのまま渡したのか深見！」

「渡した」

「渡したじゃないだろ！」

「献上した」

「言い方の問題じゃない！」



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      後の祭りの篠しの原はらさん



　練習試合の六回裏、明みよう神じん学が園くえんの攻撃中。

「なーなー篠原、俺おれたちのチームにも決めポーズって欲しくねー？」

　八番セカンドの橘たちばなは、ダッグアウトのフェンスにもたれながら、ふとそんな話題を振ってきた。ツーアウトのバッターボックスには、二番ショートの鈴すず鹿かが立った。

「決めポーズ？」

　五番キャッチャーの守まもるは、声出し用のメガホンを下ろして言った。

「そう。ナイン全員で天に向かって人差し指を突き上げるとか、手をつないで円陣組んで気合込めるとか……そういうのってカッコ良くねえ？」

　ふむ……と守はうなった。

「何かいいアイデアでもあるのか？」

「アイデア？　アイデアか、うーん……」

　橘が考え込む。鈴鹿が初球を空振る。ストライク、と球審が叫ぶ。

「とりあえずマウンドに全員集まるだろ」と橘が口を開く。

「ああ」

「で、そこでみんなが勢い良く拳こぶしをぶつけあうんだよ」

「拳を？」

「そして、拳を突き合わせたままみんなで気合を入れて、グラウンドに散る――ってのはどうだよ？　なかなか決まってると思うけど？」

　守は口元に手を当てながら言った。

「たしかに絵になりそうだが、拳なんてそうかんたんにぶつけ合わせられるものか？」

「そうかぁ？　難しくないだろ」と橘。

「そうかな……」

「実際にやってみればわかるって。拳作ってみろよ」

「こうか？」

　守は拳を握りこみ、正面に構えた。橘は満足げにうなずき、自らの拳をひきつける。

「そうそう。で、お互いの拳に向かってこー、ヒュッて――」



　ゴキッ。



　明神学園の選手交代をお知らせします、と深ふか見みのアナウンスがグラウンドに響いた。



    

  
    
      無双状態の深ふか見みさま



７月１日

　篠しの原はらより深見へ

　フリー打撃の際、ピッチングマシンを

　１５０キロでフルスピード連射するのはやめてください。

　部員一同が怖がっています。



７月２日

　良かれと思って

　　　　　　　深見



７月３日

　なにも良くないので今後は控えてください。

篠原



７月４日



　



７月５日

　篠原より深見へ

　フリー打撃の際、ピッチングマシンを

　１５０キロのシュートでフルスピード連射するのはやめてください。

　前よりも性た質ちが悪いです。



    

  
    
      一応キャプテンの鈴すず鹿かさん①



「しのはらー。おーい、しのはらー」

　放課後のグラウンドに足を踏み入れてすぐ、幼い声に呼ばれた。

　だが、辺りを見回してみても声の主が見つからない。

「しのはらー、こっちこっち。こっちだぞーっ」

　視線を下ろすと、ちんまりとしたショートヘアの男子が、懸命にぴょこぴょこ飛び跳ねていた。身長１３０センチ台の彼には、Ｓサイズの練習着ですらだぶついている。

　守まもるはゆっくりとしゃがみこんで、鈴鹿巧たくみと目線を合わせた。

「どうした？　鈴鹿。ボールが高いところにのっかったのか？」

「ちがうよー。子供あつかいすんなよー。おれ、いちおーキャプテンなんだぞーっ！」

　鈴鹿は憤然としていった。

「すまない」と鈴鹿の頭をなでる。「ところで、どうしたんだ？」

「明日の練習試合、橘たちばながこれないんだってさー。スタメンどーするー？」

「橘が？」

　守は片かた眉まゆをあげた。鈴鹿がうなずく。

「なんか、大学生とのこんしんかい？……ってのがあるみたいだぞ？」

「懇親会……」守は黙考した。「ああ、合コンか」

「なんだとー！」

　くわっと目を見開き、鈴鹿は叫んだ。

「合コンで試合サボるなんてゆるせないぞ！　あいつめ、おれが叱しかってやる！」

「あ、鈴鹿。お前一人で行っても……」

　呼び止めるまもなく、鈴鹿はトテテと猛然と走り去ってしまった。



　数分後。予想通り、鈴鹿はトテテと半泣きで逃げ帰って来た。

「しのはらー！　しのはらー！」

「今度は何だ？」

　鈴鹿の両りよう脇わきに手を差し入れ、抱え上げながら問う。見下ろすと、鈴鹿の履いていたスパイクの片方がなくなっていた。

「橘にスパイク投げられたー！　バックネットの高いトコひっかかったー！」

「そうか。じゃあ、いっしょにとりにいこうな」

　守は微笑ほほえんでそういうと、じたじたと身もだえする鈴鹿を小こ脇わきに抱えて歩き出した。



    

  
    
      一応キャプテンの鈴すず鹿かさん②



「うーむ……」

　守まもるはバックネットを見上げていた。青く澄んだ空に屹きつ立りつするネットフェンスの網目の一つに、鈴鹿のスパイクががっちりとはまりこんでいる。

「いやー、悪い悪い。まさかあんな綺き麗れいにハマるとは思わなくってさァ」

　レギュラーセカンドの橘たちばなが、悪びれずに言った。その足あし下もとでは、涙目の鈴鹿がぽかぽかと橘の腰を小さな両りよう拳こぶしで叩たたきまくっている。

　バックネットのスパイクに、ポコンと音をたてて硬球がぶつかった。

「あ、当たった」

　と、綾あや坂さかがフォロースルーの格好で言った。

　だが、結局落ちてきたのは、綾坂が投げ当てた方のボールのみだった。頭上のスパイクは、いぜんとしてびくともせず金網にはまりこんでいる。

「…………けど、落ちてこないね」綾坂は口に手を当てた。「どうしようか？」

「あんなのほっといてさっさと練習再開しません？」と一年センターの片かた桐ぎり。

「しかし、練習を再開するにも、あれが突然落ちてきたら危ないですよね」と涼りよう子こ先生。

「こうなったら、だれかが登ってとってくるか？」

　守はスパイクをにらみながら言った。

「そ、そんな危ないことは許可できませんよ」

　あわあわする涼子先生にさとされて、全員でうーんとうなる。

「どいて、みんな」

　後方で声がした。振り向くと、深ふか見みが髪をなびかせて立っていた。深見のかたわらには、彼女の愛機であるピッチングマシンがそびえていた。

　マシンの下には土台が設けられて、仰角に射出口が向いている。さっきからほかの女子マネと一緒にせっせと何かをしているかと思ったら、これを作っていたのか。

「連射で叩き落とすわよ」

　深見は、鈴鹿のスパイクに指をつきつけて、自信まんまんに言った。

「日ひ頃ごろの部活で培った砲術、今見せてあげるわ！」



　数日後の部室で、深見はスポーツ用品店の袋を鈴鹿に差し出した。

「こないだ完全粉砕した代わりの新しいスパイクよ」

「かたじけないんだぞー！」

「いいのよ」



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      直球使いの綾あや坂さかくん



　深ふか見みはＧＰＳゲームプレイステーシヨンから顔を上げて言った。

「今スパプロのサクセスにはまっているんだけど」

「練習中にか」

　守まもるは顔をしかめて言った。休憩中のダッグアウトだった。

「今は休憩中だからまあいいが……それで？」

「今綾坂くんを作っているところなんだけど、彼って変なストレートを投げるじゃない」

「変な……？」

　ダッグアウトの奥でドリンクを飲んでいた綾坂が眉まゆをひそめる。

「あれって何ていう名前なのかしら？」

「七色のストレートだとか、天使の指先だとか表現されるが……具体的な球種名は聞いたことがないな。……実際、何かあるのか？　綾坂」

「基本的にはストレートの回転を変えてるだけだから特には……。あ、でも、最高回転のボールには一応名前つけてるよ」

「ほう。どんなだ？」

「『マルハナバチ』。落ちないボールだから、そういう名前にしたんだ。ちなみにマルハナバチっていうのは……」

　その綾坂の説明を聞き終えてから、

「微妙ね」「いささかパッとしないな」と守と深見は同時に口を開いた。

「な、なんだよ……」

　綾坂は少しむくれた様子でにらんでくる。

「それじゃあ……たとえば、『ソニック』とかどうかしら？」と深見。

「微妙」と綾坂。

「『アクセル』とか」と守。

「微妙」

「『シューティングスター』」

「うーん……微妙」

「『超球三振覇斬』」

「長い。何それ？」

「『光の翼リヒトフリユーゲル』」

「らしくないよ！」

　……端で聞いていると、マルハナバチが一番良いい気がしてきたが、今さら言い出せない深見だった。



    

  
    
      戦略向上の深ふか見みさま



　昼休み前、ペットボトルのポカエリを飲んでいると、深見が弁当箱を持ってきた。

「篠しの原はらくん、お弁当を作ってきたの。――うちのメイドが」

「そうか。ありがたくいただくとするよ」

　守まもるは弁当箱に手をかけて、はたと気付いた。いつもならこのまま弁当箱をすぐ開くところだが、今日のところは勘が冴さえた。……こういったパターンの時は、深見はまず確実に弁当箱に何かしらのネタを仕込んできていると考えた方が賢明だ。

　ちらりと深見を目だけで見る。

「どうしたの？」と深見は薄目で笑った。「篠原くん」

「…………いや」

　まちがいない。……何かを仕掛けてきているのは事実のはずだ。おそるおそる弁当箱の蓋ふたに手をかける。

　……開けたら、何かが飛び出してくるのだろうか。

　しかし、いざ弁当箱を開けてみても特に変化はなかった。それどころか、中身は豪勢な中華弁当だった。唐揚げに春巻き、そして守の好物である餃子ぎようざも二段重ねの一段をフルに使ってふんだんに押し込められている。

　が、それに喜び勇んで箸はしを向けようとしたところで固まった。

「ねえ、何をしているの？」深見はサイドの髪を掻かき上げて微笑ほほえむ。「篠原くん」

　……味は大丈夫なのか？

　何もギミックに凝るばかりがイタズラの選択肢ではない。目の前にあるものそれ自体に何かしらの爆弾を仕掛けていることもありえるからだ。

　おそるおそる一口一口、餃子を食べてみる。素晴らしい味だった。冷めてしまって、皮のぱりぱり感はなくなっているが、それを補って余りあるジューシーな餃子だ。ニンニクがよく効いた、ほどよくピリ辛の風味が口の中いっぱいに溶け込んでゆく。

　一応、警戒しつつほかの料理も口に運んでみたが、とにかく美う味まいばかりで何ら問題はなかった。

　そして結局、弁当を平らげてしまった。

「何だったんだ？」

「何って、ただのお弁当よ」

「……そうか……うまかったと伝えておいてくれ、使用人のかたがたに」

　ペットボトルを手にとって喉のどを潤す。バフゥと白い霧を噴きだして守はさけんだ。

「いつのまにカルピルの原液とすり替えたんだ深見!!」



    

  
    
      企画倒れの篠しの原はらさん



　練習前、ダッグアウトの深ふか見みの下もとに行く。

「深見」

「何？」

「俺おれのバットケースの中にプラスチックの玩具おもちやのバットが入っていたんだが」

「はい」

　深見は笑いをこらえながら、後ろに隠していた本物のバットを差し出してくる。

「篠原くんっていつも大おお真面目まじめに引っかかってくれるわね」

「ふー……」

　守まもるは眉み間けんを押さえてため息をついた。

「あ……怒った？　篠原くん」

　深見がきょとんとする。

「いや……そろそろ自分自身の情けなさに呆あきれて来たところだ」

　さすがにこう何度も何度も深見にいいようにやられていると、後輩に対しても示しがつかない。守は決意して言った。

「俺もそろそろお前の策には引っかからないように警戒しないとな」

「そんなことしても無駄だと思うわ？」

　深見はにこっとした。

「……そう思うか？」

「これまでに何度もその宣言を聞いているもの」

　守は肩をすくめた。

「だったらまずはこれを返しておく」

「えっ」

　つい先ほど返されたばかりのバットを深見につき返す。

「何が仕掛けられているかわからないからな。いつものお前だったら、こういう時は何かしら連鎖的に作用する策を練っているはずだ」

「あー……」

　深見はバットを膝ひざに載せたまま、こちらを見上げてくる。

「……」

「……」

「何もないのか？」

「うん」



    

  
    
      電車帰りの深ふか見みさま



　部活帰り、ふだんはリムジンで送り迎えされる深見が一緒についてきた。

「今日はどうしたんだ？」

「迎えの車がエンストしちゃったらしくて、電車帰りなの」

　深見は苦笑して言った。

　久しぶりに、深見とともに学園前駅から地元まで電車に乗ることになった。ピークは過ぎていたが、まだ帰宅ラッシュの時間で車内はそれなりに混雑していた。

　電車に乗り込んで、深見と二人で手すりをつかんで並ぶ。車両が揺れると、深見はその流れに乗ってわざと軽く肩をぶつけてきた。

「なんだ？」

「電車が揺れたせいよ」

　深見はにこっとして、時々思い出したように肩を寄せてくる。それが終わったのは、地元の三つ前のターミナル駅についたときだった。一斉に会社帰りの乗客が押し寄せてきて、深見の身体からだがむぎゅっと密着してきてしまったからだった。

「あ……ごめんなさい、篠しの原はらくん」

「いや……部活が早く終わったときはいつもこんな感じだから気にするな」



「そうなの？」

　深見は両手でかばんを下げて、そのまま半はん身みでよりかかってくるような格好だった。視線を感じて見下ろすと、目だけでこっちを見上げてきていた。

「何だ？」

　深見はにんまりとして、肩をまた押してくる。

「狭いからどいて？　篠原くん」

「無茶を言うな」

　やがて地元駅について、守まもるが電車を降りようとすると、ぎゅ、と深見は背中を押しつけてそれを阻はばんできた。くすくすと笑って、深見は先に降りていく。

「たまには電車で帰るのも楽しいわね」

　深見はそう言って笑って、駅前で待っていた送迎のリムジンに乗り込み帰っていった。



　数日後、部活が早上がりになった。下校の坂道にはまたしても深見の姿。

「深見？　正門前にリムジンが来てるみたいだが、今日も電車帰りなのか？」

「キーがなくなって動かなくなっちゃったらしいの」

「そうか……ところでその胸ポケットからのぞいているのは何の鍵だ？」



    

  
    
      弱点発覚の深ふか見みさま



　深見にも弱点はある。それは、

「じゃんけん」「ぽいっ」

　パーを出した深見の負けだった。昔から深見はじゃんけんに弱い。

「どうして勝てないのかしら……」

「ふだんはお前の独壇場なんだから、これくらいのハンデはあってもいいだろう。いざとなったら、じゃんけんに持ち込めばきみは抑えられるわけだしな」

「そう簡単には持ち込ませないわよ」

　守まもるは笑った。

「まあそうだろうが……しかし、お前と野や球きゆう拳けんをやったら圧勝できそうだな」

「えっ……!?」

　深見は目を丸くして、スカートのすそをおさえた。おずおずと尋ねてくる。

「わ、わたしと野球拳なんてしたいの？」

「……え？　いや、本当にやろうというわけじゃないが……」

「そ、そう。ならいいんだけど」

　深見は守の目を見ずに言った。深見の珍しい動揺に、その顔をまじまじと見る。

「な、何？」

「いや……」

「……変なの」

　この反応……もしかすると、じゃんけんに弱い深見にとって、野球拳というのは触れられたくない不安要素なのか？



　数日後、深見が部活中にもかかわらずゲームをしていたので、

「そんなにゲームをしたいなら俺おれと野球拳でもするか？」

　守はにやっと笑ってからかってみた。

「え……」

　ＧＰＳゲームプレイステーシヨンを膝ひざにおいてとまどう深見。

　なるほど、やっぱりそうか……。そう思ったところで後ろでヒールの靴音。

「し、篠しの原はらくん、いったい何を言って……!?」

「誤解です先生！」

　守はあわてて振り向いた。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      本領発揮の涼りよう子こ先生



　朝練前。

　リムジンを降りてやってきた深ふか見みは、やけに大きくふくらんだビニール袋を重そうに両手に下げて持ってきた。

「篠しの原はらくん、ママがこれ差し入れにって」

「そうか、お母様にお礼を言っておいてくれ……ああ、お前じゃ重そうだから俺おれが持つ」

「あ、うん、ありがとう」

　深見がさしだしてきたビニール袋を受け取って、中を見るとメロンだった。

「メロンか」

「メロンね」

「一玉だな」

「一玉ね」

「全員にはとても分けられないぞ……」

　守まもるは顔に手を当てて言った。

「どうかしたんですか？」

　涼子先生がやってきて、メロンをのぞきこんでくる。

「いえ……これをどうやって全員に分けようかと……」

「メロンを一玉……」

　涼子先生はスーツのポケットからすっとメジャーをとりだした。涼子先生はいつもみずからの不注意が巻き起こす不慮の事態にそなえているため、かなり用意がいい。

　メロンの全周をはかってから、涼子先生はこめかみを押さえて考え込んだ。

「ええと、部員全員に切り分けるとしたら……ああ、メロンの中心からそれぞれ１・６センチずつカットすれば全員分になりますね」

「……計算が早いですね」

「一応、数学教師ですから」

　涼子先生はちょっとほこらしげに言った。



　マネージャー陣が苦労して切り分けたメロンを次々に皆が口にしていく。やがてお皿はきれいさっぱりなくなったが、守はふと気づいて言った。

「…………あの、涼子先生の分は？」

「はわー!?」

　涼子先生は涙目になった。



    

  
    
      引率帰りの涼りよう子こ先生



　守まもるはしばらく考えてから、口を開いた。

「イチローポーズの真ま似ねをすると、『イチローは左打席だ』と突っ込まれる」

「あるある」と綾あや坂さかは言った。

　夏なつ大たい観戦を終えた帰りの電車内だった。

　ブルーのスポーツバッグをたずさえた明めい学がくナインが、車両の一角に固まっている。千ち葉ば駅で解散となって、今この電車に乗っているのは全員、外そと房ぼう線せん組だった。

　ややあってから、綾坂が口を開いた。

「試合でエラーするとついグラブを見ちゃう……とか？」

「あるんだぞ！」と鈴すず鹿か。「なぜかいつもベースの穴が見つからない！」

「あるあるー」と橘たちばな。「どうしても白線引きラインカーが蛇行する！」

「あるある」と深ふか見み。「実はスコアとかちゃんとつけられない」

「なるほど……」と涼子先生。

　短い沈黙。

　その果てに、場にいる全員の視線が涼子先生の方を向く。

「涼子先生は？」と守は問うた。

「わ、わたしのあるある……ですか？　しかし私、野球経験がないので……」

「言うだけ言ってみたらいかがですか？」と守。

「ん……」

　涼子先生は不安げに皆の顔を見回してから、おずおずと遠慮がちに口を開いた。

「体育のソフトのチーム分けで……気付くと最後の一人になってる……とか」

　直後。

「あった」と守。

「あった」と綾坂。

「あった」と橘。

「あるある」と深見。

「あったぞ！」と両手を広げて鈴鹿。



　地元駅で電車を降りた涼子先生は、白線の向こう側でふいに振り返って微笑ほほえんだ。

「わたし、このチームでがんばっていけそうな気がしてきました！」

「それは良かった！」

　守は笑顔でうなずいた。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      学園アイドルの真ま琴ことさん



　守まもるの属する２年Ａ組には、学園のアイドルと称される女子生徒がいる。いわば、男子のアイドルである野球部エース・綾あや坂さか飛鳥あすかとの対をなす人物だ。

　だが、それは比ひ喩ゆではなく、事実としての対の存在だった。

「真琴さん。――綾坂真琴さん！」

「は、はい！」

　月曜朝のホームルームの最中、担任の涼りよう子こ先生に呼ばれてガタッと席から立ち上がった綾坂真琴は、野球部の美少年エースである綾坂と瓜うり二ふたつの愛らしい顔をしていた。

　美人双子の綾坂兄妹きようだい、その妹だった。兄とちがうところといえば、後ろで髪をしばっていないことと、制服の胸元をたっぷり押し上げている発育があるかないかだ。

「昼休みになったら、職員室に来ていただけますか？」と涼子先生。「クラス委員の真琴さんに手伝っていただきたいことがあるので」

「あ……わかりました」

　着座した真琴は、目をくしくしとこすりながら、小さくあくびをした。いつもはきはきと明るいみんなのアイドルにしては珍しく、その後の授業中もぼんやりとしていた。



　ふぁ、と守はあくびをした。

「眠そうですね、守くん」

　かたわらの真琴がくすくすと笑った。

　２年Ａ組のクラス副委員として、真琴とともに職員室に向かう途中だった。

「……真琴さんも眠そうですね」と守。

「あ……実は昨日、夜遅くまでテレビを見ていて……」

「俺おれもですよ。昨日、夜にＭＬＢの深夜中継がやってて、結局、朝五時まで……」

「野球部が月曜オフじゃなかったら見てられないですよね」

「そうですね……」

　あいまいに相あい槌づちを打って、しばらく二人で歩く。ふと気づいて真琴の方を向く。

「よくご存知ですね。野球部のオフの日」

「えっ!?」

　眠そうだった真琴の目がまん丸に見開かれる。

「……あ、兄が！　兄が野球部なのでっ！」

　ああそうか、聞くまでもなかったか。家族なら知っていて当然だ。

　守はもう一度あくびをして、涼子先生の待つ職員室へと歩を進めた。



    

  
    
      入れ替わりトリックの真ま琴ことさん



　放課後の社会科準備室。

「着替え終わった？　兄さん」

　真琴が呼ぶと、うんっ、と愛らしい返事がかえってきた。

　仕切り代わりの世界地図の向こうから、ひらりとスカートをひるがえしてあらわれたのは、綾あや坂さか真琴――の格好をした綾坂飛鳥あすかだった。綾坂兄妹きようだいの双子の兄だった。

　飛鳥は女子制服姿で、胸に詰め物をして、完全に綾坂真琴になりきっている。

「今日も野球部の方がんばってね、真琴。茶道部は僕にまかせてっ」

　可愛かわいいガッツポーズでニコッと微笑ほほえむ綾坂飛鳥は、まるで聖母のような可か憐れんさだった。つぶらな瞳ひとみに、白い肌、すらりとした指先。

　……一卵性双生児で自分と瓜うり二ふたつのはずなのに、なぜだか瓜二つに感じない。

「兄さんも、いつも入れ替わりに付き合ってくれてありがとう」と真琴。

「ううん、こっちこそ真琴のおかげで毎日楽しいよっ」と飛鳥。

　いつもはさわやかでクールな王子様キャラの飛鳥だが、昔から女物の服に袖そでを通すとまるっきりキャラが豹ひよう変へんしてしまうところがあった。

　飛鳥はちらっと横目で姿見を見てから、おずおずと問うてきた。

「……ね、真琴。僕、ちゃんと可愛く真琴できてるかな？」

　飛鳥は胸に両手を添えて、ドキドキを抑えるような乙女のポーズをとってくる。

「……う、うん」

「本当に!?」飛鳥は目を輝かせた。「……でも、油断しちゃだめだよね。僕が男だってばれないようにもっと可愛く、女の子らしくならなくちゃっ」

　決意の表情を浮かべる飛鳥の周りに、虹にじ色いろのシャボン玉のエフェクトが見える。

「も……もっと女の子らしくなるんだ……姉さん」

「うんっ。あ、真琴、ボタン外れてるよ？」

　飛鳥はさっとソーイングセットをとりだすと、慣れた手つきでボタンを直した。

「じゃ、僕は茶道部行ってくるね。今日はお茶菓子作りなんだー」

　飛鳥が可憐に立ち去ろうとする。妙な不安にかられて、真琴は兄を呼び止めた。

「……あ、あのさ、姉さん」

「何？　真琴」

　身をよじりながら、真琴はたずねた。

「いや……その、わたしって……姉さんから見て魅力的かな……？　女の子として……」

「言うまでもなくモテモテじゃない」飛鳥は笑顔で答えた。「女の子に！」



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      羞しゆう恥ちプレイの真ま琴ことさん①



　学校の体育館には、生徒が自由に使えるシャワー室が完備されている。

　練習後、守まもるがシャワー室にやってくると、ロッカールームで綾あや坂さかと鉢合わせした。練習着姿の綾坂の腕には、タオルのみならず、制服のシャツやズボンといった着替え一式が抱えられている。

「綾坂、今日もシャワー室の中で着替えるのか？」

「い、いつも言ってるだろ。人前で着替えるのは恥ずかしいんだよ。……悪い？」

「いや、悪くはないが……」

　守が言葉を選んでいるうちに、綾坂はそそくさとシャワー室の奥に消えていった。



　翌朝、守が早朝練習後のシャワー室にやってくると、ロッカールームで一枚の小さな布が落ちているのを見つけた。それを拾い上げてぎょっとする。

「……ブラ？」

　青色ストライプのブラジャーだった。なぜ男子のシャワー室にこんなものが……。

「篠しの原はら！」

　シャワー室の方からドドドと足音が迫ってきて、詰め寄ってきたのは綾坂だった。

「そ、それ何!?」

「何って……」

「そ、その手に持ってるもの！　なんだって聞いているんだけど！」

「これか？　さっきそこに落ちていたものだが……」

　綾坂が真っ赤になって睨にらんできている。

　……まさか俺おれがどこかから盗んだとでも思っているのだろうか。それは誤解だ。

「だ、だが、これはちゃんと落とし物として職員室に届けるつもりだ」

「な……だったら僕が届けるよ!?」綾坂は笑顔で言った。「職員室に用事もあるし！」

「俺もこの後職員室に寄るつもりなんだ。君に手間はかけさせられないよ」

　守が微笑ほほえんでいうと、綾坂の笑顔がかたく強こわ張ばった。



　その日の２年Ａ組。守が集めたノートを届けようとすると、

「綾坂さん、数学のノートを集めたので……」

「……っ!!」

　綾坂真琴は、がばっと前屈みになって夏服の胸元を隠すと、守の肩にぶつかってそのまま走り去っていった。……何かあったのだろうか？



    

  
    
      羞しゆう恥ちプレイの真ま琴ことさん②



　……下着を取り戻さないと。

　一時限目の数学の授業中、綾あや坂さか真琴は決意した。

　く……クラス委員のくせに下着もつけてないなんて、やっぱりだめだよ……！

　真琴は、唇をかみしめながら、ぎゅっと夏服の胸元を押さえつけた。すると、自分の一部とは思えないほどの柔らかさが返ってきて、余計に羞しゆう恥ち心しんを炙あぶられる。

　周りのクラスメイトにできるだけ注目されないように、おそるおそる挙手する。

「……先生。わたし、胸が苦しいので、保健室に行かせてもらってもいいですか」

　黒板に板書中だった涼りよう子こ先生は、眼鏡めがねのフレームの横を押し上げて言った。

「体調不良ですか？　それでしたら、保健委員の付き添いを――」

「い、いえ、大丈夫です。一人で行けますから」

　そそくさと鞄かばんを手にとって、教室を出て行く。廊下に出ると、授業中なので当然生徒はだれもいない。ようやく、針のむしろに座るような焦燥感から逃れられた気がした。

　とにかく職員室に行って、ブラを返してもらわないと。けれど、この格好のままで行ったら、あとあと説明がめんどうくさいことになる。なぜ綾坂真琴の下着が男子ロッカーにあったのかとなると、いろいろと厄介な説明を求められかねないからだ。

　ここは……仕方ない。奥の手を使うしかなさそうだ。



　――一号館一階の保健室。運良く保健医がいなかったので、勝手にベッドのカーテンをしめさせてもらった。封鎖された空間で、制服を脱いでいく。

　そうして、鞄からとりだしたのは、男子制服とサラシ。サラシを巻いて、男子制服を着て、長い髪を後ろでまとめる。

　そうして明めい学がく野球部の二年生エース・綾坂飛鳥あすかに扮ふんして職員室に向かう。

「失礼します」と王子様スマイル。「実は僕の鞄に妹の下着が入っていたらしくて」――。



　保健室に戻って、いそいそと女子制服に着替えなおす。

　シャツの前を開いて、サラシをまきとっていく――と、後ろでシャッと音がした。

　カーテンの開く音だ。

「綾坂？」

　反射的に見返ると、篠しの原はら守まもるが立っていた。

「きみも来ていたのか。ところで、真琴さんは……？」

　動けない。ほとんど奇跡的な角度で、真琴の生乳は守の死角になっていた。



    

  
    
      羞しゆう恥ちプレイの真ま琴ことさん③



　守まもるを見返る格好から、微動だにできない。動いたら、シャツがめくれる。

　……そうだ、そういえば、守くんって保健委員だった。きっと、私のことを追いかけてきてくれたんだ。そう思うと少しうれしくなる。だけど……今はまずい。

　今は、上だけシャツを着て、下はパンツ一枚の状態だ。……少しでも守が回り込んできたら、その時点で私の正体がばれる。。

「……で、出ていけよ」

　真琴はわざと強くにらんで言った。

「え？」

「出て行けって、いったんだけど」

　声が震えている。シャツの前をぎゅっと両手で閉じると、焦りと羞恥のせいで肌が火ほ照てっていることに気付いた。

「……あ、ああ、すまない。そういえば、きみはそういう性格だったな」

　守は苦笑して、背中を向けようとした――

　その時、わずかに開いていた保健室のガラス戸から風が吹いた。シャツの後ろがふわっとめくれあがって、その後ろのストライプのショーツがわずかにのぞく。

　自分の瞳どう孔こうが開くのがわかった。

　一方、守の目は、たしかに真琴のお尻しりに向いていた。

　見られた。縞しまパンを。

　面積が小さくて、少し大きめのお尻にぴったりとはりついたショーツを。

　見られた。

　しばしの沈黙。耳に痛いほどの静寂の中、カチャッと音がした。それは、守がシャツの胸ポケットから眼鏡めがねをとりだす音だった。

　守は手で持った眼鏡をのぞきこみながら、、苦笑して言った。

「……縞模様のブリーフなんて、独特のセンスだな」

　ああ、そういえば篠しの原はらって試合中はコンタクトしてるけど近眼なんだ……。守の眼鏡は先刻、真琴とぶつかった時に床に落ち、片方のネジがすっとんだままだった。



　ふー……。

　真琴は、守とならんで帰りの廊下を歩きながら、胸に手を当て安あん堵どのため息をついた。

「どうした？　綾あや坂さか」

「べ、別に……」



    

  
    
      抱き枕まくらの真ま琴ことさん



　休日練習の昼休みには、いつも仮眠時間がもうけられる。だいたいはグラウンド外の合宿所の寝床で雑ざ魚こ寝ねするのがもっぱらだった。

　だが、今日はとても仮眠なんてしていられる状況ではなかった。

「し、篠しの原はら……起きてよ……！」

　小声で呼びかけても、鼻先で静かに寝息をたてる守まもるはまったく起きる気配がない。

　うう、だ……抱きしめられちゃってる……。

　真琴は口元を押さえながら、全身の火ほ照てりを抑えようとした。だが、守の両手は、いまや綾あや坂さかの腰と頭の後ろにしっかりと回され、がっちりホールドされている。胸と胸が密着する格好で、このままではサラシ越しだとしても、やわらかい感触がばれてしまう。

　しかもどんな夢を見ているのかわからないが、さきほどから何度も――

「……好きだ」

　と、守はささやくような声で告げてくる。

　そうささやかれるたびに、守の肩を押し返す肘ひじに力がこもる。

「やっ……！　お、お願いだから、そんなこと言うなってば」

「好きなんだ……」

　腰をつよく引き寄せられて、すぐ耳元でささやいてくる。

　だが、真琴の頭を真っ白にさせたのは、そのあとの守の寝言だった。

「……綾、坂」

　とくん、と心臓が鳴った。

　一瞬、何も考えられなくなって、自分の身体からだが自分のものではなくなってしまったような気がする。抵抗する気持ちもどこかにすっとんで、どうすれば手足が動くのかもわからなくなって、やがて真琴は――

　押し返す手を引っ込めて、熱い身体を抱きしめられるままになってしまった。



　仮眠時間が終わってグラウンドに出る際、伏目がちの綾坂に問われた。

「篠原……さっき、どんな夢を見ていたの？　なんだか変な寝言を言っていたけど……」

「さっきの夢？」

　守はしばらく考えてから、ああと思い出して微笑ほほえんだ。

「きみと一緒に、超大型サイズのデカ盛り餃子ぎようざにしがみつきながら食べつくす夢だ」

「…………っ!?」

　綾坂は、何な故ぜか屈辱の表情で下を向いてしまった。



    

  
    
      アシスタントの深ふか見みさん



　練習中、深見が片っ端から部員をつかまえてなにやらアンケートをとっていた。そして今度は守まもるの下もとに笑顔で駆け寄ってくる。

「しーのはーらくん」

「何だ？」

「あのね、今、間食献立の参考にアンケートをとっているところなの。暇だったから、たまにはマネージャーさんを手伝ってあげようかと思って」

「お前もそのマネージャーさんの一人のはずなんだが……」

　深見はボールペンを回しながら問うて来た。

「さっそく質問ね。篠しの原はらくんにとってのソウルフードって何かしら？」

　守は間髪容いれずに口を開いた。

「餃ぎよう……「餃子ぎようざでしょ」

　守とほぼ同時に答える者があった。通りすがりの綾あや坂さかだった。……若干、呆あきれ顔なのは何な故ぜだろうか。

「ま、そうだろうと思っていたけど」と深見。

「知ってたの？」と綾坂。

「だって幼なじみだもの。ね、篠原くん」

「まあそうだな。幼稚園のころからの付き合いだ」

　綾坂は、はは……と苦笑いした。

「深見さんと篠原って本当に仲いいよね」

「そうね……あ、ちなみに綾坂くんのソウルフードってなに？」

「僕？　……ミルクかな」

「ミルクね」と深見は微笑ほほえんだ。「じゃ、協力に感謝するわ」



　後日、深見がトレーにおにぎりをのせてやってきた。それを受け取って食べる。

「ふむ……」

　守はおにぎりを飲み込んでから、口元を押さえた。

「この前のアンケートが、おにぎりの具についてならはじめからそう言え」

「うーん。意外といけるかなーと思ったんだけど」

　頬ほおに指をそえて困り顔で微笑む深見。

「…………」

　彼女の肩越しでは、綾坂がもちゃもちゃと汁気のあるおにぎりを咀そ嚼しやくしていた。



    

  
    
      横断幕と篠しの原はらさん



「今日は、みんなでこのチームの目標を決めたいと思います」

　午後練習中、バックネット前に部員を集めた深ふか見みは開口一番そう言った。

「ずいぶんと唐突だな」

　最前列の守まもるが顔をしかめていうと、

「こないだ隣町に練習試合に行ったとき、相手校のグラウンドに横断幕がかかってたじゃない。『行くぞ甲こう子し園えん』って。ああいうの、うちにも欲しいなと思って」

　それが動機か、と守は思った。先日、相手校のグラウンドにお邪魔した際、深見が物珍しそうにあちこち歩き回って見学していたのを思いだす。

「横断幕はともかく、新チームの目標を決めてみるのはいいことだと思うよ」

　綾あや坂さかが口を挟む。

「おれもそう思うぞー」と鈴すず鹿か。

　エースとキャプテンのゴーサインで、ひとまず深見の案は採用ということになった。

「じゃあ、なんて言葉を掲げてみる？」と深見。

「やはりみんな甲子園には行きたいだろうから、『目指せ甲子園』が無難かな」

　まず発言したのは守だった。だが、深見はかぶりをふった。

「そんなどこにでも転がってるような言葉じゃ、みんなの気持ちはまとめられないわ」

　むぐ、と守はうなった。悔しいが、鋭い意見だった。

「『全国制覇』とかはどうですか？」と涼りよう子こ先生。

「それも普通」と深見。

「『４０００分の１』！」と綾坂。「全国の高校野球参加校がだいたい四千だから――」

「わかりづらい」

「『――約束されし真しん紅くの旗の下もとへ』」と片かた桐ぎり。

「厨ちゆう二に過ぎる」

　次々に部員の案を切り捨てていく深見。やがて挙手する者がいなくなったころ、

「……でもさあ」と橘たちばなが半笑いで口を開いた。「みんないつも甲子園甲子園っつーけど、実際、強豪相手にコールド回避したら満足できちゃうことってあるよなァ」

　ははは、と橘は軽快に笑った。守はため息混じりに頭を振った。



　そして、今日も専用グラウンドには「目指せコールド回避」の横断幕がはためいている。



    

  
    
      


第一幕　転校生と篠原さん







　担任の涼りよう子こ先生が教壇に立って号令をかけた。

「起立、礼」

　ホームルームが終わってすぐ、守まもるはエナメルバッグに筆記用具を押し込み始めた。

　特進クラスの長時間授業を終えた、２年Ａ組の教室だった。ホームルームが終わったばかりで、室内にはまだ大勢のクラスメイトが残っている。

　特進クラスの生徒は、放課後に授業時間が食い込むカリキュラムで学習しているため、部活に所属している者はこれから遅れて放課後練習に参加することになる。

　教室を出ようとすると、ひょっこりと守の前に飛び出してくる者があった。

「部活よ、篠しの原はらくん」

　Ｃ組の深ふか見みだった。にっこりと微笑ほほえんでいる。

「深見？　まだ学校に残っていたのか」

　深見の属するＣ組は進学クラスで、特進クラスよりもだいぶ前に授業が終わっているはずだった。

　しかし、深見はまだスクールバッグを持っていて、どうやらまだ部活に出ていないだろうことは明らかだった。

「今日は委員会の仕事があったの。さっき終わったばかりだから、せっかくだし一緒に行こうと思って」

「……ああ、なるほど」

「じゃ、はやくグラウンドに行きましょ」

　スクールバッグを両手で提げながら、深見はくるっと楽しげにスカートをひるがえして、先を歩き出した。

　深見はマネージャーの仕事には不熱心だが、野球部に行くことそれ自体は誰よりも熱心だ。

　そこで後ろから彼女を呼び止める声があった。

「あっ、深見さん。ちょうどよかった」

　振り向くと、担任の涼子先生が、黒革の出席簿を抱えて歩みよってくるところだった。

「……どうしたんですか？」

　深見が首をかしげると、

「実は、野球部の関係で少し時間をいただきたくて……これから一緒に来てもらってもかまいませんか？」

「ええー……」

　深ふか見みは露骨に嫌そうな顔をする。

「だ、駄目ですか……？」

　たちまち、しゅんとして後ずさる涼りよう子こ先生。クールビューティーで評判の涼子先生だが、こと野球部が関係してきたとたんに地の底まで自信喪失するところがあった。

　守まもるはため息をついて、深見の肩に手を置いた。

「お前はマネージャーだろう。涼子先生を手伝ってやってくれ」

「でも、部活が……」

「マネージャーの仕事も部活のうちだ」

　守は深見の両肩をつかんで、涼子先生の隣に並び立たせた。

「篠しの原はらくんのいじわる」

　むくれる深見。

　助かりますと涼子先生は会釈した、そして、ふと意味ありげな微笑ほほえみを投げかけてくる。

「あ、それと篠原くん、今日は楽しみにしていてくださいね」

「楽しみ？　……何かあるんですか？」

「はい、今日はちょっとしたサプライズを用意しているんです。実は、深見さんをお借りしたのもその関係なんですよ」

　へえ、サプライズ……。

「ともかく、それはまたあとのお楽しみということで」と涼子先生。

「わかりました」と守は微笑んだ。「じゃあ、みんなに伝えておきます」



　専用グラウンドでは、特進クラス以外の部員たちはすでに放課後練習を開始していた。運動前のウォームアップも終えて、それぞれの練習メニューに取り組んでいる。

　遅れてやってきた守は、最上級生用のロッカールームに入って、さっそく練習着に着替えた。

　ちょうどズボンのベルトを締め終えたところで、綾あや坂さかがやってきた。

「篠原。きみも今来たところ？」

　綾坂はすでに練習着姿だった。

「ああ……ところで、綾坂」

「何？」

「君が恥ずかしがり屋なのは知ってるが、いつもどこで練習着に着替えてくるんだ？　この時間帯はどこも更衣室は使われているだろう」

「そ、それを聞いてどうするのさ」

　ぎゅ、と綾あや坂さかはスクールバッグを胸に抱えて唇をとがらせた。

「別にどうもしないよ。のぞきに行くわけじゃない」

「あ、当たり前だよ」

　綾坂はジト目で威い嚇かくしてくる。ふだんはクールで温厚な綾坂だが、こと素肌に関する事柄になるとむきになるところがあった。

　綾坂は、たとえ同性相手だろうと肌を見せるのが嫌いらしく、合宿の風ふ呂ろも皆と入ったことは一度もない。一学年に一人はいるタイプだ。

　ロッカーにスポーツバッグを押し込めて、すぐに二人でグラウンドに出た。軽くウォームアップのランニングとストレッチをして、キャッチボールを始める。

「ところで綾坂、今日はサプライズがあるらしいぞ」と守まもるは言った。

「サプライズ？」

「涼りよう子こ先生が言っていた。何だか知ってるか？」

「……あ、そういえば、さっき涼子先生と深ふか見みさんが女の子をグラウンドに案内していたよ。もしかしたら、新しい女子マネージャーじゃないのかな」

　そのとき、グラウンドに笛の音が響いた。音のしたバックネットの方を見ると、深見がホイッスルをくわえてナインに集合をかけていた。



　ナインが全員前に集まったのを見て、涼子先生はこう告げた。

「今日は、みなさんにうれしいお知らせがあります」

「うれしいお知らせ？」

「はい」と涼子先生は明るい声で言った。「新入部員の方を紹介します！」

　どうぞ、と涼子先生が呼びかけると、バックネットの裏手から制服姿の小柄な少女がやってきた。ちっちゃくてふわふわしていて非常にラブリーな出いで立たちで、その姿を見たとたん、部員一同の顔がほがらかにほころんだ。

「ああほら、あの子だよ。さっき僕が言ってたの」

　守のとなりに立つ綾坂が言った。

　だが、守は、その言葉に返事もできなかった。ただただ混乱していた。

　……これは、どういうことだ。

　あいつは、両親と一緒にまだイギリスにいるはずなのに。

「自己紹介をしていただけますか？」

　涼子先生が話を振る。

　少女はうなずいて、足を一歩、前に出した。ぴんと背を伸ばして、口を開く。

「今日、明みよう神じん学が園くえんに転校してきた篠しの原はら杏あんずです」

　と、彼女は涼やかな声で言った。

「一年Ａ組、特進クラス。野球経験はありません。希望ポジションは――」

　不敵に笑った杏あんずは、びしっと鋭くこちらに指をつきつけてきた。

「お兄ちゃんと同じ、エースキャッチャーです！」

　刹せつ那なの間まがあった。

　お兄ちゃん？　お兄ちゃん？　とざわめき始めるナインたち。その渦中で、守まもるは顔に手を当ててうつむいていた。

「……篠しの原はら？」

　綾あや坂さかが、いぶかしげな声で問うてくる。

　守はうめくように答えた。

「俺おれの妹だ」



    

  
    
      



    

  
    
      野球部志望の杏あんずちゃん①



　チームメイトに練習の指示を飛ばして、すぐに杏の後を追いかける。深ふか見みと涼りよう子こ先生を見つけたのは、ちょうど女子更衣室前だった。

「深見！　涼子先生！」

　守まもるはさけんで、二人の下もとに駆け寄った。

「あっ、篠しの原はらくん」涼子先生は両手を合わせて微笑ほほえんだ。「彼女、篠原くんの妹さんだったんですね。話してくれなかったから、全然知らなくて……」

「それより、杏はどこに？」

　守は、涼子先生の言葉をさえぎってたずねた。

「杏ちゃんなら、今更衣室よ」

　深見がそう言ったとき、ガチャリと女子更衣室のドアが開いた。

「ハロー、お兄ちゃん。一年半ぶりね？」

　更衣室からあらわれたのは、杏だった。

　その姿を見て、守は思わず顔をしかめた。

「なんだその格好は」

　杏は、自信たっぷりに胸を張って言った。

「野球の練習着に決まってるでしょ。見てわかんないの？」

　守は喉のどの奥で低くうめいた。

「……お前はさっきから何を言っているんだ」

「何って、わたしは今日からここで野球をするの。マネージャーじゃなくて、一野球部員としてね。ただそれだけよ」

　迷いなく、彼女は言い切った。

　どうやら、杏は本気でこのチームで野球をするつもりらしい。いろいろ問いたいことはあるが、まず彼女に言っておかねばならないことがある。

「その格好でか」

「野球するんだから、女子用の練習着を着て何が悪いの？」

　守は眉まゆを寄せ、杏の立ち姿を見直した。

「そんな浮うわついた練習着があってたまるか」

　ぷゆんと胸を強調されたミニスカウェイトレスの格好で、杏はあわてて後ろを向いた。

「ちがうの!?」と杏。

「ちがうんですか!?」と涼子先生。

　目を丸くする二人の視線の先で、深見が柔らかに微笑んでいた。



    

  
    
      野球部志望の杏あんずちゃん②



　守まもるは、涼りよう子こ先生に向き直って言った。

「杏の入部はとりやめにしてください」

「えっ……どうしてですか？」涼子先生ははっとして顔を上げた。

「うちの野球部には、陸上部と同じように男子女子の区分けはありません。ですが、高こう野や連れんに所属している以上、実質的には『男子』硬式野球部なんです」

　涼子先生はとたんに弱気になって上目遣いをしてくる。

「そ……そうなんですか？　少年野球のチームに女の子がいるのを見たことがあって、てっきりいいのかなと……」

「高野連の規定で、女子は公式戦に出られないんです。甲こう子し園えんを目指して硬式野球部に来る女子も少なからずいますが……杏は野球のやの字も知らない初心者ですから」

　元々硬式野球は、部活の中でもハードなもののうちの一つだ。これまで野球経験もなければスポーツ経験もない杏が飛び込んでくるにはハードルが高すぎる。

「しかし、本人がやりたいというのなら……」と涼子先生。

「今の時期はみんな自分のことで精一杯で、だれも杏にかまっている暇はないんです」

　ふたたび更衣室のドアが開いた。

　深ふか見みとともにお澄まし顔の杏がでてきて、守と涼子先生の間にわりこんでくる。

「必死だね、お兄ちゃん」

　杏は、挑発的な笑みを浮かべながら守を仰ぐ。

「……必死？」と守は言った。

「ま、気持ちはわかるけど？」

　杏はふんと鼻で笑って、ずいと背伸びして顔を突きつけてきた。

「また、わたしにポジションとられるのが怖いんでしょ」

　なぜか自信まんまんで、杏はそう言い放ってくる。

　守はため息をついた。

「ところで、お前はいつまで一人ファッションショーを続けるつもりだ」

　魔法ステッキの羽は根ね飾りと、ふわふわのフレアスカートをひるがえして杏は振り向いた。

「またちがうの!?」と杏。

「またちがうんですか!?」と涼子先生。

　目を丸くする二人の視線の先で、深見がたおやかに微笑ほほえみながら言った。

「そもそも女子用の練習着なんてないのよ」

「そうなんですか!?」



    

  
    
      野球部志望の杏あんずちゃん③



「はあ……結局体操服……？」

　杏は、まっさらな体操服姿で後ろ頭をかきながら言った。

「嫌なら帰れ」

　守まもるが感情を殺した声で言うと、

「帰らないよ！」と杏は身をのりだしてきた。「ていうか、結局、わたしの部活参加ＯＫになったんでしょ。いまさらぐだぐだ言わないでよ」

　先ほど、杏の入部について涼りよう子こ先生が監督に連絡をとってみたところ、「二週間の練習をこなせたら入部を考えてやってもいい」との返事だったそうだ。承伏しがたいことではあるが、それが監督の決定ならば従うしかない。

「……お前がやれるとは思えん」

「ああ、そういえばさっきおっしゃってましたね、わたしは野球のやの字も知らないだとか。けどさ、わたしだって、ちゃんとイギリスで野球の勉強してきたんだよ。日本に帰ったら、お兄ちゃんからエースキャッチャーの座を奪ってあげるためにね」

「そうなのか？　……じゃあ、ボールを投げる人間の事を何という？」

「ボウラー」

「何人でプレイするゲームだ？」

「十一人」

「どうしたら点が入る？」

「ウイケットにタッチする」

「驚いたな」と守は感心顔で言った。「全部外れだ」

「嘘うそ!?」

「嘘じゃない。そもそもウイケットとは何だ？」

「……あの」と涼子先生。「それって、もしかしてクリケットのことじゃないですか？」

「そうそう、クリケット」と杏。

　守は首をかしげた。「どうしてクリケットの話がここで出てくるんだ？」

「？　クリケットって野球のことじゃない」

「クリケットはクリケットだ」

「クリケットって野球のイギリス名じゃないの？」

「ちがう」

「じゃあわたしこれまで何を学んできたの!?」

「だからクリケットだろう」



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      練習初日の杏あんずちゃん



「それで、妹さんは入部することになったの？」

　と、綾あや坂さかは問うてきた。女子更衣室を後にしてやってきたダッグアウトだった。

「まあ、様子見といったところだ。個人的には歓迎したくないが……」

　守まもるは、諦てい観かんの面おも持もちでグラウンドを見やった。

　杏は今、ちょうど涼りよう子こ先生と組んで柔軟体操を始めていた。どうやら身体からだはそれなりに柔らかいらしく、ストレッチで悲鳴を上げているのはむしろ涼子先生の方だった。

「けど、どうして野球部なの？　野球経験はないって言ってたのに」

「それは、俺おれがいるからだろうな」

「兄さんを追いかけてきたってこと？」

「いや……たぶん、君が考えているのとは少しちがう」

　今回のようなことは、なにもこれがはじめてではなかった。

「守くんが小学校のスピーチコンテストで二位をとれば、杏ちゃんは一位をとる。守くんが中学の全国テストで二位をとれば、杏ちゃんは一位をとる……いつものことなの」

　そう口を挟んできたのは、ダッグアウトのネットの外の深ふか見みだった。深見は幼いころからの付き合いで、今まで兄妹きようだいの戦いをのんびりと見守ってきた当人だった。

「へえ、兄妹でライバル同士なんだ」と綾坂。

「一方的な負けず嫌いだよ。……それに、今回はなおさらだ。学力の勝負ならあいつにも勝算はあるかもしれないが、野球で負けるとは到底思えん」

「守くんって、杏ちゃんに挑まれるたびにいつもそう言ってるのよ。負けた時もね」

　くすくすと笑う深見。守は、ダッグアウトから杏を見つめて考え込んだ。

「……まさかな」



　投球練習を終えてグラウンドに戻ると、杏はぜえはあと息をきらしながらも、えへんと威張るように胸を張ってみせた。

「どう？　お兄ちゃん。これでも、イギリスでちゃーんと走り込んできたんだから。この程度どってことないわよ」

「なるほどな」と守は言った。「じゃあ最後に仕上げの一時間走だ。校舎一周４分を切ったらそのぶん距離がのびるからな。行くぞ」



「……まさかな」

　校門前でうつぶせになって死んでいる杏の脇わきを走り過ぎながら、守はつぶやいた。



    

  
    
      帰宅後の篠しの原はらさん



　帰宅すると、杏あんずは、玄関先でぺたんと女の子座りでへたりこんでしまった。

「……疲れたんだけど」

「そうか」

　篠原家だった。ランニングで足が棒になってしまった杏は、帰りは深ふか見みのリムジンで送ってもらったのだった。別わかれ際ぎわ、また明日ね、と言った深見はひどく楽しそうだった。

「――ところで、杏」

　守まもるは玄関に上がって、杏を見下ろして言った。

「どうして突然日本に戻ってきたんだ。しかも、明みよう神じん学が園くえんに転校してきたということは、これからここで暮らすということか？」

「そうだよ。……というか、留守電入れたのにやっぱり聞いてなかったんだ」

　杏はむくれ顔でそう言い返してきた。

　留守電……？

　リビングの電話機をたしかめる。

　すると、たしかに留守電がテープの限界まで入っていた。再生してみる。

『お兄ちゃん、電話くれる？　実はまたお仕事で引っ越しすることになって、わたしがイギリスに残るか日本に戻るかって話になってるんだけど……』

『お兄ちゃん、こっちの番号わかってる？　えーとね……』

『あのさあ、お兄ちゃん。例の話、決めるまでそんな時間ないんだけど』

『馬ば鹿か兄貴』

『ねえ、日本戻るよ!?』

『ばか！　日本に戻ったら見てろ！』

『もおおお！　飛行機のチケット買っちゃったからね！』

　そういえば、このところは、夏なつ大たいに向けた準備や、新チームに移行した部活に入れ込みっぱなしで、電話をチェックしている暇がなかった。

「……すまない」守は眉まゆ根ねを押さえて言った。

「今さら遅いよ」

　再生が最後の一件になる。

『……聞いてないならいいよ。一曲歌いまーす。らぶらぶチュ』

　バンッ。

　跳ね起きた杏は拳こぶしで停止ボタンを叩たたくと、向き直った勢いで指をつきつけてきた。

「とにかく、今日からまたここで暮らすことになったから！　た……ただいまっ！」



    

  
    
      試行錯誤の杏あんずちゃん



　次の日、守まもるが練習後の一時間走を流していると、体操服姿の杏が校門横で死んでいた。うつぶせになって、ぴくりともしない。

　ためしに指でつついてみたが、反応はなかった。



◇



　また次の日、守が一時間走を流していると、杏が校門横で死んでいた。

　うつぶせになってぴくりともしない彼女の足には、ローラーシューズが着用されていた。



◇



　さらに次の日、守が一時間走を流していると、杏が校門横で死んでいた。

　うつぶせになってぴくりともしない彼女の横には、ママチャリが倒れていた。



◇



　次の日の朝、守が起床すると、杏が茶の間で一冊のマニュアル本を読んでいた。

「原げん付つき免許をとろうと思うんだけど……」

「少しはなりふり構え」

　守は真顔で言った。



    

  
    
      野球初心者の杏あんずちゃん①



　夕焼けの空に打撃音が響き渡った。

　ライナー性の打球が、左中間に飛ひ翔しようしてゆく。

　バックネット前のバッティングケージの中で、守まもるはバットを構え直した。マウンド横のピッチングマシンから、ふたたび白球が放たれる。内ない角かく。鋭く腰を回転させてそれを打ち払い、球拾いの待つレフト最さい奥おうまで吹き飛ばす。

「やっぱり篠しの原はらの内角打ちはすごいね」

　スイングの手を止め、横目で声のした方を見る。

　ネットの向こう側で、綾あや坂さかがまぶしそうに打球の行方をながめていた。

「流し打ちはさっぱりだけどな」

　守が笑うと、綾坂もくすっと笑った。

　シューズの音が近づいてきた。

「ねえ、内角打ちってなんのこと？」

　綾坂に並んで、たずねてきたのは、杏だった。汗ばんだ体操着姿で、肩を上下させている。どうやら、走り込みが終わったばかりのようだった。

「インコースの球を打つことだ」と守は言った。

「インコースの球……」

「ストライクゾーンでいう、自分の方に来る球のことだな。自分から見て内側に来るから、内角球という。それを打つことを内角打ちというんだ」

　へえ、と杏は気のない相づちを打った。

「それが得意なんだ。……じゃあ、外側の球を打つのはどうなの？」

「少し苦手かな」

　へっえー、と今度はうれしそうに杏は言った。

「お兄ちゃんは外側の球、下へ手たなんだ」

「打っても単打か、たまに右う中ちゆう間かんを抜くくらいだな」

　間ま。

　杏はぎょっとして言った。

「抜けるわけないでしょ!?」

「運がよければ抜くぞ」

「宇宙間を!?」

「右中間を」

　守は真顔でうなずいた。



    

  
    
      野球初心者の杏あんずちゃん②



　綾あや坂さかとの投球練習中、視線を感じた。

　あたりを見回してみると、杏がひょこっと顔だけを出してブルペンをのぞいていた。

「杏、そんなところで何をしているんだ？」

「わたしはマネージャーさんを手伝ってきた帰りだよ。そっちこそ何してるの？」

「……キャッチャー志望とは思えない発言だな」

　杏がむっとして反論してこようとしてきたが、それを制するように綾坂が口を開いた。

「ピッチングの練習だよ。篠しの原はらにキャッチしてもらってたんだ」

「キャッチ？　……ふーん」

　杏は生意気な笑顔でこちらに向き直った。

「ねえ、お兄ちゃんのキャッチャーのレベルがどれほどのものか見せてよ」

「………まあ、見学するのは自由だ」

　いちいち杏を遠ざけるのも面倒で、守まもるはすぐにミットを構えた。三球、と叫ぶ。

　硬球がミットに飛び込んでくるたび、甲高い破裂音が響く。横目で見ると、一球一球ミットの音が鳴るにつれ、杏が後ろに下がってゆくのがわかった。

「こんなところだ」と守は綾坂に返球して振り返った。「参考になったか」

「えっ……ふ、ふーん。まあまあじゃない？」

　杏ははっと我に返って言った。その強こわ張ばった表情を見るに、技術を盗んだ様子はない。

　彼女はおずおずと戻ってきて問うた。

「……そ、そういえば、綾坂さんは『変化球』って投げられるんですか？」

「あ、うん。フォークが僕のウイニングショットだよ」

「フォーク!?」杏は目を見開いた。

「そう、フォーク。ここは絶対に決めるっていうときに使うんだ」

「え……き、決め……」

　なぜか顔を青くする杏。だが、いつまでも妹一人にかまっているわけにもいかない。

　杏を無視して、ふたたびミットを前に出す。

「じゃあ、次はそのフォークだ。どんどん投げ込んでこい」

　綾坂がうなずいて、投球動作に入る――

　次の瞬間、守は思いっきり横から蹴けり飛ばされて、派手に地面を転がった。

　倒れたまま顔を上げると、必死の形ぎよう相そうで仁王立ちしながら杏が怒鳴りつけてきた。

「ばかじゃないの刺さるでしょ!?」

「常識的に考えろ！」



    

  
    
      野球初心者の杏あんずちゃん③



　練習試合前の部室で、杏を囲んで制服姿のナインが談笑している。

　守まもるは、ソファでスコアブックを眺めながらそれを聞いていた。

「じゃあ、綾あや坂さかさんがこの野球部のエースピッチャーなんですか？」と杏。

「ああ。もちろん全員が競争相手だけど、エースの座は守ってみせるよ」

　なるほどー、と杏は感心したように言った。

「ということは、わたしとお兄ちゃんも正捕手の座を巡る競争相手ってことだね」

「……そう思うのはお前の自由だ」

　守はスコアブックから目を上げて言った。

「何よ、その上から目線！」

　両りよう拳こぶしを握り締めて、ぐぐいっと杏が迫ってくる。守は思わず顔をそむけた。

「……けど、橘たちばなくんの盗とう塁るい王の座は安泰かしらね。彼、足だけはだれよりも速いもの」

　深ふか見みが、頬ほおに指をそえながら言った。

「盗塁……ああ、たしかに盗塁王って雰囲気ありますよね、橘さん」と杏。

「おっ、杏ちゃんにもわかるか、この風格？」

　守の反対側のソファに腰かけていた橘が、気をよくして調子に乗る。

「陸上部に何度も誘われるレベルの足だしなァ、俺おれ。明めい学がく野球部は、この俺の足にかかっているといっても過言じゃないだろうね？　ふわーっはっはっは」

　しかし橘は基本的に足だけだ。来年になったら代走要員の可能性が非常に高い。



　その後の試合中。鈴すず鹿かが盗塁を決めたのを見て、ダッグアウトが一斉に沸いた。

「ね、ねえ、わたしを置いて何盛りあがってるの？」

　守のとなりで試合を見ていた杏が、ぴょこぴょこしながら必死にたずねてくる。

「……何って、今、鈴鹿が盗塁を決めただろう」

「盗塁？　……あ、今みたいに次の塁に走っていくのが盗塁っていうんだ」

「盗塁を知らなかったのか？」

「うん……盗むっていうくらいだから、もっと卑ひ怯きようでずるがしこい感じのイメージだったよ。なんかこう…塁を奪って、すばやくどっかに持ってっちゃうみたいな？」

　杏の向こうでメガホンを叩たたいていた橘が振り向いた。

「盗塁王って雰囲気……？」

　杏はみなまで聞かずに、無言ですたすたと立ち去っていった。



    

  
    
      ユニフォーム姿の杏あんずちゃん



　練習試合前のダッグアウト。いつもどおりに体操服姿の杏は、しばらくのあいだじーっとこちらを見つめながら言った。

「お兄ちゃん、私もユニフォーム着てみたい」

「ユニフォーム？」

　明めい学がく野球部のユニフォームには、大別して三種類ある。まず一つ目が無地の練習着で、残る二つは、公式戦用と練習試合用の二種類のユニフォームだ。

　守まもるたちが今袖そでを通しているのは青を基調とした練習試合用ユニフォームだった。

「試合に出られないお前には必要ないだろう」

「必要あるとかないとかじゃなくて、着てみたいって言ってるの」

　杏は両りよう拳こぶしを握りしめて訴えてくる。杏は、一度決めたら簡単には折れないタイプだ。

　しかたないな……。

　守はユニフォームの上着を脱いで、杏にさしだした。

「昨日洗って、さっき袖を通したばかりだ」

「ふーん、まあいいけど……」

　杏がユニフォームを羽織って、ボタンをとめる。くるりとその場で一回転すると、ぶかぶかの袖と裾すそとがバタバタはためいた。

「どう？」と袖の余る両手を持ち上げて杏は笑った。「似合ってる？」

「……うむ……」

　守は、言葉を濁して杏を見下ろした。杏のユニフォームの襟元は大きく開き、袖口は指先がちょこんと出ているのみだ。そして、その裾はちょうどブルマの見えないギリギリの腿もも丈たけで止まってしまっていた。……これは……この見た目は……。

「よく似合ってるわよ、杏ちゃん。けど、こうしてみたらもっといいんじゃない？」

　深ふか見みが杏にコソコソと耳打ちする。

　杏はしばらくきょとんとしていたが、やがてトコトコとこちらに歩いてきた。そして、ポーズをとる。余った両袖を口に当てて、お尻しりを突き出すように腰をくねらせながら、上目遣いでこちらを見上げるポーズだ。

「……ねえ、」と杏は言った。「今日も泊まっていっていい？」

　うぐっ……！　守は思わず顔を引きつらせ、ダッグアウトにも無言の緊張が走る。

　そして――

「男物のパジャマ」

　深見がつぶやくと同時に、守は閃せん光こうの速さでその口をふさぎにかかった。



    

  
    
      栄養補給中の杏あんずちゃん



「うえっ」

　杏はシェーカーを片手に顔をしかめた。休憩時間のダッグアウトだった。

「まだ慣れない？　ストロベリー味だから、そんなにまずくはないと思うんだけど……」

　杏と同じく、牛乳入りのシェーカーを手にした綾あや坂さかが言った。

「味っていうより……こう、ねとっとしたのどごしが……」

　杏のシェーカーには、プロテインが牛乳に混ぜて溶かされている。いつも休憩時間になると部員全員にプロテインが配られ、各員がそれぞれの方法で摂取していた。

「練習不足のお前がプロテインをとっても、まだ大した効果はないだろうがな」

　すでにプロテインを一息に水飲みした守まもるが言った。

「プロテインって、飲んだら勝手に筋肉がつくんじゃないの？」と杏。

「プロテイン自体はただの栄養補助食品だぞ」

　あ、そうなんだ、と杏は少し安心したように言った。

「引き締まるだけならいいけど、身体からだがっちりしたら嫌だなって思ってたんだ」

「そんな簡単に身体ができたら苦労しないよ」

　苦笑まじりにつぶやいた綾坂はあいかわらず細身で、腰なんてそれこそグラビアアイドルよろしくくびれているほどだった。綾坂の身体はすごくしなやかで、やわらかく引き締まっているものの、いかんせん筋肉がつかない。

「あっ、でも杏さん、女の子だったら、プロテインをとっておいて損はないと思いますよ」

　涼りよう子こ先生がここぞとばかりに口をはさんでくる。

「え、なんでですか？」と杏。

「プロテインにはなんでもバストアップの効果があるらしいんです」

「そっ！　そうなんだ」杏はドキドキした様子でシェーカーを見つめた。「……お、大きくなるのかな……」

「……バストアップに興味なんてあったのか」

　守が何気なくたずねると、杏は、弾はじかれるように見上げてきた。その顔がみるみるうちに赤くなって、細く整った眉まゆがつりあがってゆく。

　思い切り脛すねを蹴けられたが、レガースをつけたままだったのでびくともしなかった。



　休憩時間が終わってもなお、綾坂はプロテインの残ったシェーカーを見つめていた。

「あ、あのさ篠しの原はら、これ飲むの半分くらいでいいかな……」

「何を言ってるんだ」と守は言った。「待っててやるから一息に飲め」



    

  
    
      未来予報の杏あんずちゃん



　練習後、辺りがすっかり暗くなり、専用グラウンドの時計台は夜八時を示していた。

「今日は珍しく通しで練習ができたな」守まもるは額の汗をぬぐいながら言った。

「けど、十時間後にはもう朝練だぜ……まじだりー」

　橘たちばながお決まりのせりふを口にしたが――

「じゃあ十一時間後には？」

　深ふか見みが口を挟んできたので、守は片かた眉まゆを上げて答えた。

「十一時間後は練習中だろう」

「十二時間後は？」

「十二時間後というと、朝の八時くらいか……そうだな、ランニング終わりで杏が死んでいるころじゃないか」

「死んでないよ！」とすかさず杏。「最近はふつうに走り切れるようになったんだから！」

　くすくすと深見は笑った。「じゃあ十三時間後は？」

「お兄ちゃんがランニングで転ぶ」と杏。

「おい」と守。

「十四時間後は？」

「お兄ちゃんが怪け我がする」

「あのな」

「十五時間後は？」

「お兄ちゃんが事故にあってわたしがエースキャッチャーの座につく！」

　守が顔をしかめて見下ろすと、杏はふふんと体操服の胸を張って威張った。



　翌朝の午前九時。

「し、篠しの原はら大丈夫!?　きみがランニング中に転ぶなんて珍しい……」

　手をのばしてくる綾あや坂さかの後ろで、杏がきょとんとしていた。



　午前十時。

「篠原くん、大丈夫？　ノックで手をすりむいちゃうなんて……」

　救急箱を持ってきた深見の後ろで、杏がぽかんとしていた。



「……どうした？　杏」

　午前十一時前、なぜか杏は、守の袖そでを両手でつかんで嫌々していた。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      使いっぱしりの篠しの原はらさん



「じゃん、けん、ぽん！」

　守まもると杏あんずの手のひらが、勢いよく突き出される。守はグーで、杏はパーだった。

　くっ……と守はうめいて、みずからの握り拳こぶしをにらんだ。

「あっははっ」と杏はうれしそうに笑った。「今日の買い出し、お兄ちゃんに決定！」

　中休み中のダッグアウト前だった。朝からの練習で腹を空すかせた部員が集まって、買い出しの時を今か今かと待っていた。買い出し先はいつも、学校から徒歩三分の学園前駅、その駅前にあるスーパーだった。近場ではあるが、明めい学がくの野球部員はマネージャーを合わせると五十名を優に超えるため、全員ぶんの食料調達はかなりの重労働となる。

　憂ゆう鬱うつな気分で、守はメモとペンを手にとった。

「……みんな、間食の希望を言ってくれ」

　まず先陣を切ったのは、やはり杏だった。

「わたし、冷凍の海え老びドリア。いつものアレだから、まちがえないでね！」

　それに続いて、われ先にとナインが身をのりだしてくる。

「おれはオムソバがいいんだぞ！」と鈴すず鹿か。

「僕おそばにしようかな」と綾あや坂さか。「……あ、あとデザートのプリン忘れないでね」

「わたしモンブランがいいわ」と深ふか見み。

「ボクはチーズスティック二十本」と片かた桐ぎり。

　各員の希望メニューが決定し、残すはあと一人となった。

「橘たちばな」と守は呼んだ。

「あー、何？」

　ダッグアウトのフェンスによりかかって、眠そうにあくびをしながら橘。

「希望が決まってないのはお前だけだぞ。どれにする？」

「おれァ何でもいーわ。定番系のラーメンをテキトーに買ってきてくれ」

「わかった……」

　メモを畳んで、練習着のポケットにしまい込む。

「じゃあ、なるべく急いで買ってくるからな」



　橘は口の中でバリボリ言わせながら、守に向かって言った。

「さすがにベビスターはねぇわ」

「定番だろう？」

「お菓子のな」



    

  
    
      敏感体質の綾あや坂さかさん



「ひゃうッ!?」

　杏あんずは、ぎゅっと脇わきをすぼめて飛び上がった。部室での休憩中だった。

「ど、どうした杏」と守まもるはぎょっとした。

「い、いきなり後ろから……って、何するんですか深ふか見みさん！」

　杏の後ろからひょこっと姿をあらわしたのは、深見だった。

「ちょっとした実験よ」

　深見は人さし指をたてて言った。

「じ、実験……？」

　杏は両りよう脇わきをひしとガードしながら言った。

「ええ。こういうくすぐったいのって、なんでも精神的なものらしいの。簡単にいうと、警戒心が強い人ほど、敏感になっちゃうみたい」

　それから深見は次々に部員たちにその魔手を伸ばしていった。

「はにゃぁっ！」と涼りよう子こ先生。

「く、くすぐったいんだぞー」とキャプテンの鈴すず鹿か。

「あんっは!?　ちッ……ちょっと、やめろよ！」と大型ルーキーの片かた桐ぎり。

「は？　何？」と軟派ショートの橘たちばな。

　そしてついに、深見の矛先が守の方に向く。守が、深見と杏との二人の連係攻撃の前にいよいよ追い詰められようという時、部室のドアが開いた。

「……何してるんだよ、みんな。もうすぐ練習始まるぞ」

　目を据わらせた綾坂だった。怒られて、守もふくめてしゅんとする。だが、その中にあってもなお悪びれずに暗躍する者があった。

「んぅっ……!?」

　ぞくっ、と綾坂は白い歯を食いしばって震えた。可愛かわいい声だった。

「あ、いい反応……」

　綾坂の背後にしのびよった深見は、彼の薄い背中を指先ですーっとなぞる。

「ふ、深見さん、何す……んっ、ぁ……やめっ……」

　守はしばらくその様子をながめていたが、便乗して綾坂のくびれた脇わき腹ばらを軽くなぞってみた。

「んっ、ふ……ふぁあ……！」



　投球練習の時間になっても、綾坂は指先で口元を押さえながらこちらを見ようとしない。

「す、すまない」と守はあやまった。「きみがあまりにも良いい声を出すものだから……」



    

  
    
      将棋中の篠しの原はらさん



「綾あや坂さかさんって、フォークのほかにどんな変化球が投げられるんですか？」

　と、杏あんずはたずねた。練習前の部室での出来事だった。

「投げようと思えばだいたい投げられるけど……あとは時々シュートを使うくらいかな」

「ふーん……シュートか……」

「シュートといっても足で蹴けるわけじゃないぞ」

　守まもるは口を挟んだ。部室の真ん中にあるテーブルを挟んで、深ふか見みとギャルゲ将棋で対戦をしながらだった。歩兵に見立てた『眼鏡めがねっ娘こ』、金将に見立てた『生徒会長』、香きよう車しやに見立てた『幼なじみ』、角行に見立てた『ヤンデレ』などチョイスが意味不明な将棋だ。なお王将は『主人公』で、王手は『ハッピーエンド』というらしい。

「そ、それくらいわかってるわよ！」と杏。

「これでもちゃんと野球の勉強してるんだから！」

「そうか……あ、俺おれの『妹』がとられた」

「えっ、とられてないよ……」

「お前のことじゃない。将棋の話だ」

　深見の『眼鏡っ娘』に妹をとられて、『眼鏡っ娘』は『コンタクト』に成った。

「……あ、ああそうですか。ていうか、将棋で妹って何？」

「詳細については深見に聞いてくれ。だが、将棋は将棋だ。やることは変わらん」

　綾坂と杏が横からのぞいてくる。

「へえ、僕、将棋得意だよ。せっかくだし、あとで対戦しようよ」

「あっ、わたしも！」と杏。「お兄ちゃんなんかに負けないんだから！」



「……どうして王手できるところで『妹』をとりにくるんだ」

「だっだって！　お兄ちゃんにわたしを好き勝手に動かされるなんて嫌だもん！」

　杏は、『眼鏡っ娘』を大量に犠牲にして『妹』を次々と手て駒ごまに確保していった。



「『男装少女』が『隠れ巨乳』に成れば王手だったのに……」

「……な、成らないよっ」

　綾坂はクールに言い放つと、『眼鏡っ娘』を捨すて駒ごまにしまくっての猛攻をしかけてきた。



　綾坂との対戦中、部室の隅から深見の声が聞こえた。

「涼りよう子こ先生、なんでそんなところで落ち込んでるんですか？」



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      宣戦布告の杏あんずちゃん①



「篠しの原はらくん、お買い物に付き合って？」

　部活帰り、深ふか見みに誘われた。

「構わないが……どこに行くんだ」

「ゲーム屋さん」

　正門前で待っていた深見家所有のリムジンに乗り込んで、隣町のゲーム店に向かう。ちょうど一緒だったということで、杏と綾あや坂さかも一緒に行くことになった。

　深見が予約注文していたのは、ペット飼育系のゲームだった。今時はゲームでもペットが飼育できるらしい。

「うまく育てると擬人化するのよ」

　深見はショップの袋を抱えてにこっと笑う。

「ほう……異人化」守まもるは笑った。「ヨークシャーテリアならイギリス人にでもなるのか」

「何を言っているの？」

　その後ろから、杏がやってきた。ゲームソフトのパッケージを持っている。

「お兄ちゃん、野球のゲームがあった」

「ああ、それは……スパプロか」

「有名なの？」

「ああ。たぶん部員全員持っているぞ」

「そ、そうなの!?」杏はあわてて言った。「じゃあ買ってよ！」

「買ってって……俺おれがか？」

「だってわたしお小遣いもらってないから……」

　言われて気付く。……そういえば、お小遣いについてのシステムを決めていなかった。

「……わかったよ。少し待ってろ」

　杏のパッケージをあずかって、ソフトを買って戻ってくる。

「ＧＰＳゲームプレイステーシヨンは俺のがあるからそれを使え」

「あ……う、うん！」

　杏は袋をぎゅっと握り締めて、嬉うれしそうに笑った。



　そして次の日、部室にやってきた杏はいきなり宣戦布告してきた。

「お兄ちゃん、スパプロで勝負よ！」

「始まった」守は顔に手を当ててうめいた。

「始まった」深見は楽しげな笑顔で言った。



    

  
    
      宣戦布告の杏あんずちゃん②



「ほらお兄ちゃん、すごい強いチーム作ったんだから」

　杏のＧＰＳゲームプレイステーシヨンをのぞきこむと、どうやらプロチームのデータを再編成して最強のオールスターチームを作ったらしい。

「だから勝負しようよ、お兄ちゃんは普通のチームで！」

「わかったわかった」

　深ふか見みからＧＰＳを借りて、こちらはデフォルトの地元球団チームでプレイ開始。その数十分後、杏のチームは一回表にして二十失点を喫していた。

「守備ができないよ……」

　杏は涙目でつぶやいた。



　翌日の部室。

「お兄ちゃん、勝負よ！　今度は守備も走塁もオートモードにしたんだから！」

「ほう」

　ふたたび杏が挑んでくる。しかし、結果は十五対〇の大差だった。しかし前回に比べれば最後まで試合ができただけ素晴らしい進歩だった。

「打てない……なんで……？」

　杏はぐったりしてつぶやいた。



　さらに翌日の部室。

「お兄ちゃん！　打撃モードロックオンにしてきた！」

「そうか」

　数十分後、杏はテーブルに両手をついてうなだれていた。

「勝てない……」

「根本的にキャリアがちがうからな」

　守まもるはＧＰＳを深見に返して、「じゃあみんな練習に行くぞ」と立ち上がった。



　その日の練習中、深見が杏の下もとにあゆみよっていった。

「ねえ、杏ちゃん、スパプロの件なんだけど……」

「なんですか？　深見さん。……え？　ふんふん……」

　杏はしばらく深見とこそこそ話をしていたが、やがてこっちを見てにやっと笑った。

　……一体なんなんだ。杏は、一度土俵を選んだら勝つまで諦あきらめない奴やつだが……。



    

  
    
      宣戦布告の杏あんずちゃん③



　翌日の部室では、なぜかＧＰＳゲームプレイステーシヨンのスパプロ大会が催されていた。

「お前たち、練習そっちのけで何をやっているんだ……」と守まもるはしかめ面で言った。

　あいかわらず天下無双の強さを発揮する深ふか見みが主催者のようだった。

「昨日、久しぶりにスパプロをやったら熱中しちゃって」

「杏に感化でもされたのか？」

　するとその杏がやってきて深見に駆け寄った。

「深見さん。昨日頼んだ『わたし』作ってくれました？」

「ええ、完かん璧ぺきよ」

　かたわらでそれを聞いていた守は片かた眉まゆを上げた。

「『わたし』？」

「サクセスってやつで、わたしのキャラを作ってもらったの」

　杏は赤外線通信で自分のキャラを受け取って、大会用のチームを即興で作った。

「さあお兄ちゃん、勝負よ！」

　そしてまたしても宣戦布告。深見からＧＰＳを借りて、杏とのスパプロ対戦に臨む。だが、杏のチーム編成を見てぎょっとした。パラメータオールＡの『篠しの原はら杏』が九人ずらりとスタメンに名を連ね、非常に気持ち悪いメンバー構成になっていたからだ。

　くっ……くっくっく……。

　向かい合う杏が、ＧＰＳ越しに笑う。そして、くわっと顔を上げる。

「ついに野球でお兄ちゃんに勝てるときが来たみたいね。覚悟しなさい！」



　数分後、一回表だけで二十点を失って、杏はがっくりしていた。

「なんで……？」

「そっちは全員キャッチャーだからな……」

　守の操作キャラが強振でバットを振ると、予想通りの直球がスタンドインした。



　しかしその次の日、守はあっさりと敗北した。

「残念だったわね、お兄ちゃん。しょせん、キャリアがあるっていったってこの程度よ！」

　杏は自信まんまんに胸を張って威張る。

「全操作を最高レベルのオートモードにされて勝ち負けもあるか……」

　守は渋い顔でうめいた。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      
ガラスの監督さん



「いつも助かるんだぞー」

　鈴すず鹿かが、ぴょこんと見上げながら言った。

　ああ、と応じて、守まもるはダッグアウト横のホワイトボードに練習メニューを張り付けた。いつもここに練習メニューを張るのだが、小さな鈴鹿では手が届かないのだ。

　ええーっ、後ろからあきらかに嫌そうな声がした。

「また今日も走り込み……？」

　杏あんずの声だった。守は振り向いて言った。

「基本的に、新入部員は延々と体力作りだぞ」

「それにしたって、ワンパターンすぎない？　いつも走り込みか球拾いのどっちかだよ」

　守は肩をすくめた。

「文句があるなら、監督に言ってくれ」

「文句を言いたくっても、わたし、監督さんに会ったことすらないんだけど」

「……ああ、お前はまだ聞いていないのか。今、うちの監督は事故で入院中なんだ」

「えっ、そうなの」と杏は目を丸くした。

　監督が自動車事故に遭ったのはつい先日のことで、現在は既存の練習ローテをくりかえしている。ある程度は部員同士で相談してメニューを調整するが、よほどの逸材でもないかぎり、基本的に入部したての一年生たちのやる事に変更はない。

「しかし、うちの監督は肝心なときにはいつも戦線離脱している印象だな」

　守は、やれやれといわんばかりに腕をこまねいた。

「去年の夏はインフルエンザだったぞ」と鈴鹿。

「新人戦のときは海で遭難だったな」と守。

「秋あき大たいでは盲腸の手術だったぞー」

　うーむ、と守と鈴鹿はそろってうなる。ややあってから、杏がたずねてきた。

「ねえ、監督さんってどんな人なの？　見た目は？」

「どんな見た目って……そうだな……」

　守はしばらく考えてから言った。

「とりあえず、いつもメガネをかけているな」

「メガネか」

「メガネだ」

「メガネだっけ？」と鈴鹿。

　守は首をひねった。「サングラスかもしれない」



    

  
    
      ネット通販の深ふか見みさま



「篠しの原はらくん篠原くん、それでね、昨日はね」

「ああ」

　深見が、昨日放送のアニメについて楽しそうに語っている。

　守まもるがそれに適当な相づちを打ちながらノックを放っていると、

「深見さん、グラウンドに深見さん宛あての通販宅配が届いたんですが……」

　涼りよう子こ先生が、有名通販会社のダンボールを手にやってきた。

「あっ、本当ですか？」

　深見は目を輝かせて、ダンボールに飛びついた。それを胸に抱えるやいなや、いてもたってもいられないといわんばかりの様子で走り去ってゆく。

　……なんなんだ？

　守はノックバットを肩にかけて、片かた眉まゆを上げつつその姿を見送った。

　というか、なぜあいつは自宅ではなくグラウンドに通販を頼んでいるのか……。



　ノック終了後、二階建ての専用グラウンド本部に向かう。先ほど、ダンボールを抱えた深見がここに入っていったのが見えたからだ。

　建物の中を歩いていると、監督室から物音が聞こえた。ここにいたのか。

「深見？　お前はまた変なものを……」

　監督室に入ると、深見がいた。開いたダンボールを監督室の机の上に置き、バニースーツと思われる衣装を椅い子すにかけて、スクールシャツの袖そでに腕を通そうとしている。

　少し吊つり目がちな瞳ひとみを大きく見開いて、深見はこっちを凝視していた。乳白色の肌がまぶしい、スレンダーな下着姿をあらわにしながら。

「……え、えっと？」

　深見は少し赤くなってうつむき、丸めたシャツで胸元を隠した。



　その後、制服に着替えて廊下に出てきた深見は、困り顔で微笑ほほえんで言った。

「ノックもしないで部屋に入ったら駄目よ、篠原くん」

「あ、ああ……すまない」

「みんなには内緒にしてね」深見は明るく言った。「マジックショーをやる予定なの」

「そ、そうか……それであのバニースーツを試着していたのか……」

「ええ、イリュージョンを披露する勢いで練習球をすべて消し去って隠す計画なの」

「そこまで聞いて見過ごすわけにはいかない」



    

  
    
      スプレー遊びの杏あんずちゃん



　専用グラウンドの水道前で、深ふか見みと杏が一緒にいた。

　杏は後ろ手を組んで、なにやら興味深そうに深見の手元をのぞきこんでいる。

「見てて、杏ちゃん」

「……？」

　深見が、蛇口から水をだして、そこにコールドスプレーを吹きかけると、たちまち水が凍った。

　杏が目を丸くして、スプレーに飛びつく。

「わ、わたしもやりたい！　かして、深見さん！」

　杏と深見はしばらくの間、まるで昔に戻ったみたいに仲むつまじく遊んでいた。

　……そういえばこんな風景を見るのもかれこれ一年半ぶりだ。



　それからしばらく、杏はコールドスプレーがお気に入りのようだった。蚊に向かって吹きかけると、凍ってぱたぱたと落ちてゆく。

「す、すごい……虫すら凍りつかせちゃうなんて……」

　手の中のスプレー缶を見つめる杏は、なかばおののいてすらいるようだった。



　翌日の練習試合中。

　橘たちばながデッドボールを受けてしまったので、守まもるはコールドスプレー片手に駆け寄った。

「良かったな橘。これで走れるぞ」

「少しは心配しろよ」

　守が笑いながら、橘の患部にスプレーを吹きかけようとしてやると――

　ダッグアウトから飛び出してきた杏に、横からバァンッ！と両手で突き飛ばされた。転がって仰ぐと、杏がスプレーをひしと胸に抱えて怒鳴ってきた。

「ひ、人に向けてこんなもの使ったら駄目でしょ!?」

「元々人に向けて使うものだ！」

　守は怒鳴った。



    

  
    
      帰国子女の杏あんずちゃん



　明みよう神じん学がく園えん一号館三階にある学校図書室に参考書を借りに来ると、杏が雑誌を読んでいた。ちょうど目が合うと、近づいてくる。

「お兄ちゃん、これ読める？」

「これって……その雑誌か？　ぜんぶ英語だな」

「わたし読めるんだよ」

「ほう、すごいな」

　何気なくそういうと、杏は嬉うれしそうに笑って雑誌を胸に抱えて席に戻っていった。

　なんだったんだ？



　放課後、グラウンドに行くと杏が走っていた。守まもるの前で止まって指をつきつけてくる。

「Coming is late!お兄ちゃん、遅い！」

「は？」

　守は眉まゆを寄せた。杏はにこっと笑った。

「Change one's clothes early,みんな待たせてるんだから、be making all wait.早く着替えてきなさいよね」

「なぜ英語を？」

「You and English do not understand? 英語わかんないの？Shall I teach English?私が教えてあげようか？」

「部活に勉強に忙しいのはわかるけど、ちゃんと休まなきゃ駄目だよ」

　杏はふふんと鼻で笑った。

「今日も来るのが遅いって言ったのよ」

「……？　あ、ああ……」

　守は首をひねった。



　練習後の部室で、杏はテーブルの上に一冊の本をみつけた。図書館の蔵書であることを示すスタンプが押されている。今日誰かが借りたもののようだった。

「深ふか見みさん、これ忘れ物です。英検の参考書」

「英検の……ああ、篠しの原はらくんのね。今度受けるって言ってたから」

「え？　これって等級高いですけど……」

「英語はオーラルもライティングも結構得意なのよ、篠原くん」

　がたんっ！と杏は椅い子すを倒して後ろに下がった。

「勝ったと思ったのに!!」



    

  
    
      半人前の杏あんずちゃん①



　朝練後のグラウンド整備中、杏がマウンドに水をまいていた。だが、それはホースからぼとぼとと水を垂れ流している感じで、はたから見ていてひどく効率が悪かった。

「杏」と守まもるは呼んだ。「そのホースを貸してみろ」

「……なんでよ」

「いいから渡してみろ」

　杏の手からホースを奪って、マウンドに向ける。ホースの口を軽く指で押さえると、水が扇状になってふわっと広がった。虹にじをまとって赤土に染みこんでゆく。

「野球部員を自称するなら、これくらいできないとな」と守。

「なにそれ」と杏はつんとして言った。「ただ、ホースをぎゅってやるだけでしょ」

「まあ、それはそうだが……」

　杏は、守の手からホースをひったくると、それを両手に構えた。

　すると放流がぴたりと止まった。杏の指先が、ホースの口を強く押さえてしまったからだ。たちまちばたばたと緑色の管が暴れて、守が「杏」と呼ぶのと、行き場を失った水がホースの口から爆発するのは同時だった。凄すさまじい勢いで躍り狂うホースが、あちこちに水を吐き出して、まもなく力を失ったようにぱたりと地面に横たわる。

　あとに残されたのは、水のしたたる守と杏の二人だった。

　守はゆっくりと杏の方を向くと、「――杏！」と顔を険しくしてその腕をつかんだ。

「あっ……ごめ……」

　杏はそこまで言いかけたが、はっと我に返ったように手を払った。

「って、何するのよ、はなしてよ！　どうせまたあとでトンボでかきまわすんだから、濡ぬらし方なんて同じ……」

「いいから来い！」

　守がさえぎるように声を荒らげて腕を引くと、杏はびくっとなった。

「……っ、そ……」杏の視線が弱々しく沈んでゆく。「そんな、怒らないでよ……」

「別に怒っていないからはやく来い……！」

　怒ってない……？とつぶやいて、杏が戸惑い顔を上げてくる。

「……ライム色」

　守は歯は噛がみしながら、横目で妹を見てつぶやいた。

　彼女はしばらく片かた眉まゆを上げていたが、まもなく、

「キャーッ！　見んなバカ―――ッ！」

　濡れて張り付く体操服の胸元を押さえながら、杏はホースを大きく振りかぶった。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      半人前の杏あんずちゃん②



　昼休み。杏は、制服姿でマウンドの上に立っていた。

　野球部の専用グラウンドだった。昼休みなので、部員の姿はない。はしたなくフェンスを越えてここに忍び込んだのは、今け朝さ、兄に味わわされた屈辱をはらすためだ。

　片手を腰に添え、もう一方の手にホースを構えて、杏は一つ息を吐いた。

　よし、行くわよ……！

　蛇口を全開にして、ホースの口を押さえる。暴れ狂う水流を押さえながら、なんとか水の流れをコントロールしようとする。

　飛び散る水が、土に、シャツに染みこみ、汗と混ざって頬ほおを伝う。今朝の兄の「野球部員を自称するなら……」の言葉を思い出して何度もくじけそうになる心を奮い立たせる。

　――そして――

　昼休み終わりの予鈴が鳴るころ、ついに杏はホースシャワーの技術を会得した。杏が指で押さえたホースの先から広がる霧の幕に、七色の虹にじが美しく輝く。

「やった……」

　杏が思わずつぶやいたとき、明るい声が聞こえた。

「杏ちゃん、おつかれさま。よくがんばったわね」

「ふ、深ふか見みさん!?」

　深見がバックネット裏から出てくる。ずっと見られてたのだと思うと、頬がほてった。

「教室のベランダから、だれかがグラウンドにいるのが見えたから来てみたの」

　深見は両肩を小さくすくめた。

「これで、守まもるくんもほめてくれるかしら？」

「え……」

　杏はぽかんとして――それから、あわててホースを抱きしめて唇をとがらせた。

「べ、別にわたし、お兄ちゃんに誉ほめて欲しいなんて……」

　深見はニコッと笑って、みなまで聞かずに鼻歌交じりに踵きびすを返した。

　その背中をながめながら、杏は、「……むう」と頬をふくらませてうなった。



　その日の午後練習中。涼りよう子こ先生は守の下もとに歩みよって言った。

「篠しの原はらくん。こないだ通販で頼んだ散水ノズル、さっき届きましたよー」

「これで水まきが楽になりますね」守はホース形の痣あざができた頬を緩めた。

「むううううううっ！」

　涼子先生の肩越しでなぜか杏がうめいていた。



    

  
    
      過大評価の杏あんずちゃん



　一年Ａ組、特進クラス。

　杏は、床に落ちている紙くずを見つけると、それを拾った。しばらく見つめてから、遠くのゴミ箱に放ほうってみる。だが、枠に嫌われて、紙くずは床に転がった。

「「「野球部ー」」」

　半笑いでクラスメイトたちが合唱する。

「だって！　キャッチボールしたことないんだもん！」

　だんっ！と杏は地団駄をふんだ。



　翌日の練習中。

「お兄ちゃん、キャッチボール！」

「俺おれはキャッチボールじゃない」

「わかってるよ！　キャッチボール！　教えてよ！」

「だからまだだめだ。お前は正式な部員じゃないんだからな」

「うーっ！　どうしてよ、意地悪！」

　杏の目に涙がにじんだ。



　体育の時間。

　ソフトボールのピッチャーがボールを投じる。バットを振る。空回って三振。

「「「野球部ー」」」

　半笑いで女子たちが合唱する。

「だって！　バッターやったことないんだもん！」

　杏は、がんっ！とバットを地面に叩たたきつけてさけんだ。



　翌日の練習試合中。

「お兄ちゃん、バッター！」

「ん、ああ、そうだったな。はやくネクストサークルに行かないと……」

　守まもるは微笑ほほえんでウェイティングサークルに走っていった。

「えっ、ちがうよ待って……」

「選手以外がグラウンドに出たらだめだよ、杏ちゃん」

　綾あや坂さかに肩をつかまれた。



    

  
    
      回想中の杏あんずちゃん



　杏は、ダッグアウトのフェンスにもたれて、休憩中のグラウンドをながめながら言った。

「一年半イギリスに行ってたけど、こっちは全然変わってないね」

「そうか？」

　守まもるはポカエリアスのペットボトルを一口飲んだ。

「お兄ちゃんお堅いし」

「悪かったな」

「深ふか見みさんは無邪気だし」

「言葉を選んだな」

「家もそのまんまだし、町もあんまり変わってないよね」

「そうだな……」

「あっ、じゃあさ、お兄ちゃんから見てわたしはどう？」

　問われて、ふと見下ろしてみる。

　杏は……結構成長した気はする。まだ幼さは著しく残っている感じではあるが……。

「まあ、いいと思うぞ」

「はあー!?　何それー……」

　杏はがっかりしたように前を向いた。

「もーいいよ。お兄ちゃんの馬ば鹿か。元々そういう人だったもんね」

「どういう意味だ」

「野球馬鹿って意味。お兄ちゃんはそこがいっちばん変わってない」

「そこまでのつもりはないが……」

「そう思ってるのは、お兄ちゃんだけだよ。わたしがイギリス行く時も見送り来てくれなかったじゃん、野球の試合があるからって言ってさ」

「それを根に持っているのか？」

「も、持ってないよ」

　ぷす、とむくれ顔で杏はむこうを向いた。その横顔を見ながらふと気付く。

「……ああ、俺おれから見てお前の変わったところに気付いた」

「ふーん……何？」

　守は微笑ほほえんだ。

「英語の発音が多少良くなった」

　杏は目を丸くして立ち上がった。

「それだけ!?　ねえ本当にそれだけなの!?」



    

  
    
      部活帰りの篠しの原はらさんたち



　学園前駅は、ちょうど明みよう神じん学が園くえんから中心街へと続く大きな坂道の途中にある。

　学園前駅の東口を出れば明神学園へ、西口を出れば中心街に続いている。間食買い出しに行きつけのスーパーなどは西口方面にあった。西口側にはコンビニや書店、カラオケボックスなどさまざまな店舗が点在しており、部活帰りはあえて駅を通過してそちらに寄ることもあった。今日、立ち寄ったのはバッティングセンターだった。

「もー！」

　杏あんずの声が響いて、ぶるんっ！とバットが空転する。バッティングマシン横のランプが消えて、ワンプレイの時間がこれで終わってしまった。

「結局、一球も当たらなかったわね」

　ブースの前のネット越しに深ふか見みが笑った。

「あ、当たり前じゃないですか。バッティングしたのこれがはじめてなんだから……」

　杏がぎろっとネット越しにこちらをにらんでくる。

「お兄ちゃんも黙って見てないで教えてよ！」

「そうだな……」

　守まもるは少し考えてから、ネットをくぐって、杏の下もとに歩み寄った。

「まずは構え方がおかしい」

「えっ、お、教えてくれるの」

　杏がおっかなびっくりの様子で見上げてくる。

「部活じゃないからな。遊びでやる分には構わないだろう」

「あ……そ、そういう言い方するんだったら教えてくれなくていいっ」

「とりあえずバットの持ち方くらいは教えておく。まずグリップの持ち方が上下逆だ」

　杏の小さな手をとって、グリップを持たせ直す。今度は背後に回って、後ろから杏の肩をつかんで半はん身みに構えさせる。

「わっ、も、もういいよ。恥ずかしいから」

　杏はどぎまぎしながら身体からだを小さくこわばらせた。

「そうか？」

「うん……」

　しかし、次のワンプレイでも一球もかすらなかった。守はネットをくぐった。

「腰の回転がだめだ。バットを振るときはそうじゃなくてだな」

「いい！　それは本当にいいから！」

　杏はバットを投げ捨てて、自分の腰周りを必死にガードした。



    

  
    
      ミーティングルームの篠しの原はらさんたち



　定期ミーティングの時間。本部二階のミーティングルームで、

「今日のミーティングはビデオ学習よ」

　深ふか見みはにんまりとしながら、スクリーンの前に立った。もうしょっぱなから嫌な予感しかしない。深見が部屋を暗くしてプロジェクターを動かすと、案の定スクリーンには絶叫するゾンビがどアップで現れた。

「キャー！」と守まもるの腕にしがみついてくる杏あんず。

「……」と青い顔で固まる綾あや坂さか。

「はわー!?」と背中から壁にぶつかる涼りよう子こ先生。

「ふぎゃああー!?」とスーパールーキーの片かた桐ぎり。

「はやく消すんだぞ深見ー！」とキャプテンの鈴すず鹿か。

「おーすげー」とセカンドの橘たちばな。

「……」顔に手を当てる守。

　結局、その日は単なるホラー映画の鑑賞会でミーティングは終わってしまった。



「ミーティングくらいちゃんとやろうよ……」

　エンドロール後、綾坂が両りよう肘ひじを抱えるポーズでため息をついた。

「そうだよ！　深見さん何考えてるの!?」

　杏が涙目で深見につめよる。

「本当は『アルカナストライク』の一挙放映を実施しようと思ったんだけど、それだとただ楽しいだけで終わっちゃうかなって……」と深見。

「楽しいだけでいいよ！」

「その前にミーティングだ」

　守は顔に手を当てて言った。

「結構面白かったからよかったんじゃね？」と橘。「みんなのリアクションも良かったしな」

「涼子先生はすごかったですね」と守。

「や、やめてください。あれは、その……」

　涼子先生はもごもごと口ごもった。



　その日の深夜、深見から携帯に電話がかかってきた。

『あのー、特に用事があるわけじゃないんだけど』

「急に怖くなったりでもしたのか？」守は寝ぼけ眼まなこで言った。



    

  
    
      混浴希望の篠しの原はらさん



　部活帰り、学園前駅のプラットホームで、一年生女子のきゃぴきゃぴしたグループと鉢合わせした。

「「あ、綾あや坂さか先輩！」」

　彼女たちは綾坂の姿を見とめるなり、王子様の周りに群がってきた。守まもるを押しのけて、きゃいきゃいと盛りあがっている。

「あーあ、お兄ちゃんスルーされちゃって可哀かわい想そう」

　そのとき、かたわらで声がした。見下ろすと、にやつき顔の杏あんずだった。

「余計なお世話だ」守は苦笑した。

　困った様子ながらも、さわやかな笑顔で手慣れた対応をする綾坂を二人でながめる。

「綾坂さんって本当に人気あるよね」

「そうだな」

「いつも一緒にいるのに、お兄ちゃんは全然だけど」

「悪かったな。……だが、そんなに一緒というわけでもないぞ。学校ではほとんど話もしないからな」

「あ、そうなの？　部活ではいつも仲良さそうにしてるけど」

「ほとんど部活の時だけだよ。お互いに、どこか野球とプライベートでは一線引いているようなところがあるな」

　学校で会っても互いに挨あい拶さつする程度だし、あまり深く会話をしたことはない。

「合宿とかでも？」

「合宿の時は結構話すが、それでも距離は感じるかな。なんとなくだがな。昔から、ふと気付くと一人で過ごしていたりするんだ」

「えっ、意外……」

「恥ずかしがり屋なところがあるからな。合宿の風ふ呂ろに入る時はいつも一人だ。大勢と入るのは恥ずかしいらしい」

「ふーん……」

　するとようやく、一年女子の相手を終えた綾坂が歩みよってくる。ため息をついて苦笑いする綾坂に向かって、守はにっこりと微笑ほほえんで言った。

「綾坂。今度の合宿では、裸の付き合いをしような」

「な、なななんだよいきなり!?」

　綾坂は、目を丸くして後ずさった。



    

  
    
      登校風景の篠しの原はらさん



　最近、杏あんずは早起きをするようになった。朝起きてリビングに行くと、制服姿の杏が待っていた。

「おはよ、先輩？　後輩より遅く起きるなんて、先輩としてどうかと思うわ？」

「毎日それを言うためだけによくやるな」

「はいはい、それじゃ、いってきまーす」

　さっさと家を出て行く杏。明めい学がく野球部の朝練は平日六時からだが、杏はいつも守まもるの先を行くためにそれよりはやくにグラウンドに向かう。

　しかし、杏に遅れて家を出たはずの守だったが、すぐに追いつくことになった。いつも駅まで使っている自転車を押しながら、とぼとぼと杏が歩いていたからだ。

「何をしてるんだ？」

「パンクしたの」杏は口をとがらせて言った。「お兄ちゃん、のせて」

「は？」

　杏はすぐそばの民家に自転車をあずけて、すぐさま守の肩に手を置いて立ち乗りしてきた。

　まったく……と思いつつ、ペダルをこぐ。すると、大通りでリムジンが止まっているのが見えた。その車の横で、深ふか見みが困り顔を浮かべている。

「何をしているんだ？」

「パンクしちゃったの」深見は肩をすくめて言った。「篠原くん、のせてくれる？」

「は？」

　杏が立ち乗りする隙すき間まに、深見が横座りで座ってくる。腰に片手を回される。今日はなんなんだ……と思いつつ、ペダルをこぐ。

　すると今度は、坂道を走る綾あや坂さかと出会った。あいかわらず足は速い。

「綾坂、何をしているんだ？　このままだと電車に遅れるぞ」

「ああ、篠原、実は寝坊しちゃって……って、そっちこそどういう状況なのさ!?」

「いや……」

　綾坂をじっと見つめる。……旅は道連れか。親指を自転車に向ける。

「綾坂、こうなったらきみも乗ってくれていいぞ」

「え？　……どこに？」

　綾坂はきょとんとした。



「お、降ろしてよ……っ！」

　綾坂は、赤い顔で見返ってさけんだ。守の股またの間だった。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      二週間後の杏あんずちゃん①



「杏ちゃん、そういえば今日で部活二週間目なのね」と深ふか見み。

「そうなんですよー。これでようやく走りこみの日々も終わりです！」

　練習後のバックネット前に、歓喜の輪ができていた。ついに今日、杏が監督から与えられたノルマの二週間の体験入部を終えたからだった。

　杏は、守まもるの姿を見つけるやいなや、チームメイトたちをかきわけて歩み寄ってくる。

「どーぉ、お兄ちゃん？　いつぞやは、わたしにやれるとは思えないとか言ってましたけど、こうして期待を裏切られたご感想はいかがですか？」

　守は後ろ頭をかいて、まったくと胸きよう裏りでぼやいた。

「……まあ、よかったな」

「……なによ、その気のない返事」

　妹がチームメイトになるということにいまだに違和感はあるが、杏がノルマを果たしたということはまぎれもない事実だ。――それを認めないつもりはない。

「……これからは硬球を使うことになるわけだから、扱いには十分気をつけろよ」

「え？　あ……う、うん。気をつけるよ」

　杏が素直にうなずく。

　守は息を吸い込んで、一息にこう言った。

「チームメイトになった以上は、よろしく頼む」

　杏が、こくんと唾つばをのんだ。びっくりしたように、大きく目を見開く。

「…………う、うん」と杏はうなずいた。それから、少し気恥ずかしそうに口を開く。「……ええと……その……こっちこそ、よろし……」

「杏さん！」

　グラウンドに声が響き渡った。本部の方から、慌て顔の涼りよう子こ先生が走ってくる。

「どうしたんですか、涼子先生？」

「た、大変申し上げにくいんですが、杏さんの入部の件で問題が……」と涼子先生。

「……問題？」

「……はい。先ほど、杏さんの入部の事を監督さんに電話で伝えたんですが……監督さんはなんでも杏さんはてっきり経験者としての入部だと思っていたらしいんです」

　守は首をかしげた。「それが何か……」

「この部で未経験者が正式入部する際には、入部条件があるそうなんです。……その条件とは、遠投六十メートル、もしくは五十メートル走６秒台の入部テストをクリアすること」

　唖然とするナイン。皆の沈黙の中で、涼子先生は小声で言った。

「そして、その入部条件に一切の例外は認められない、とのことです」



    

  
    
      二週間後の杏あんずちゃん②



「……すみません！」

　涼りよう子こ先生は、ばっと頭を下げて謝った。

「今回の件を監督さんにお話ししたとき、杏さんのことはただの入部希望の女子部員としか伝えていなかったんです。わたしがもっとちゃんと確認しておけば……」

　涼子先生は今年度からのピンチヒッター的に顧問に上がったばかりなので、おそらく入部テストのことは把握していなかったのだろう。ここにいるナインの多くも経験者としての入部だから、自分も含めてテストの存在すら知らなかった者が多数のはずだ。

「……けど、どっちにしろいつかはクリアしなきゃだったんですよね？」と杏。

「それはそうですが……」

　うーん、と深ふか見みは唇に指をそえて言った。

「ねえ、実際にその入部テストってそんなに難しいのかしら？　遠投六十メートルと、五十メートル走６秒台って……うちの部員では結構いる気がするんだけど」

　深見がだれにともなく質問する。答えたのは片かた桐ぎりだった。

「五十メートル走は相当きびしいと思いますよ。女子で六秒切れるのなんて、よほど体力に恵まれてなきゃきついかなって思うし。で、残るは、遠投の方ですけど――」

　片桐が杏の方をちらっと見るやいなや、それにつられてナインの視線がいっせいに杏に集まった。杏はびくっとなって、

「…………………と、ところで、遠投って何ですか？」

　と、おそるおそる口を開いた。



　杏が大きく手を後ろに引いた。

「てやっ！」

　杏が気合をこめて、ボールを前に放ほうり出す。手のひらで、びぃんっ！と前に押し出すような完全な女の子投げだった。肩も肘ひじも指も使えていない。

　結果、記録は目測で２メートル以下。

「ま、まあ最初はこんなものかな……って、み、みんな、なんでそんなお通夜みたいな顔してるのよ！」

　絶望感ただようギャラリーに向かって、杏があわてて訴えてくる。

　……元々キャッチボールもしたこともない杏だったから、この結果は予想の範はん疇ちゆうではあった。しかし、いくら想定の範囲内といっても、これは……。



　これはだめだ。



    

  
    
      


第二幕　パートナーと篠原さん







　その日の部活後。

「はあ……」

　杏あんずは、自宅のソファに寝転がって、ごろごろしていた。遠投にしろ五十メートル走にしろ何度チャレンジしても絶望的な状況だった。

　元々、あの入部資格は、経験者と肩を並べられる男子部員のためのもので、ろくにスポーツ経験もない女子のためのものではないのだ。

　ある意味、当然の結果ではあった。

「杏……これからどうするつもりなんだ？」

「ん……」

　杏はごろん、と向こうに寝転がってしまった。完全に無気力状態になっている。しばらくごろごろしていたが、やがてむくっと起きあがって言った。

「わたし、お風ふ呂ろはいってくる」

「え？　ああ……」

　だが、杏はそういってバスルームに行ったきり、一時間しても戻ってこない。

　不思議に思って見に行くと、杏は湯船の中でふちに腕を乗せながら、ぼんやりと考え事をしているようだった。その目がちらっとこっちを向く。

「ん？」

　杏の目がぱちくりする。

「なっ、なななっ、なんでのぞきに来てんの!?」

「いや、戻ってくるのがおそ――」

　プラスチックの桶おけを投げつけられた。あわててバスルームのドアを閉めて洗面所を出る。背中で戸にもたれながら、守まもるはため息をついた。

　……杏は元気だ。もしかしたら、あまり気にしていないのかもしれない。



　　　　　◇



　次の日、朝起きると家の中に杏はいなかった。専用グラウンドに行くと、杏の姿を見つけた。だが、グラウンド内ではなく、グラウンドの外の方だった。

　今まで毎日走っていた一時間走のコースを、体操服姿で一人でランニングしている。

「お兄ちゃん遅い」

　目が合うと、お決まりの挨あい拶さつ。

「……今日も早いんだな」

「うん、なんか早起きが日課になっちゃって。……それにもう、やるしかないんだもん」

「やるしかない？」

「五十メートル６秒か、遠投六十メートルでしょ。そのための練習だよ」

「…………」

　守まもるは内心、感心した。昨日の様子を見ていたら、てっきりもう入部は諦あきらめてしまったのかと思っていたからだ。

「……あ、お兄ちゃん、その顔、どうせ無理って思ってるでしょ。けど、覚えてる？　わたしが今回入部したときだって、二週間もやれないって言ってたんだよ」

　杏あんずはすぅと息をすいこんで、決意を込めた表情で微笑ほほえんだ。

「きっとできるよ。……ていうか、できなゃ、みんなと同じチームになれないからね」

　みんなと同じチームになれない。そんな言葉が、真っ先に杏の口から自然と出てきたことに少し驚いた。

　……そうか、と相づちを打つ。

「二週間部活は楽しかったか、杏」

「うん……団体競技ってはじめてだったし楽しかったよ」

　杏は目を細めて、何気なく口を開いた。

「あと、びっくりしたこともあった。お兄ちゃんからよろしくなんていわれたの、はじめてだったから。別に、今回は勝負に勝ったわけでもなんでもなかったのにね。……日本に戻ってきて良かった。いろいろと」

　守は小さく笑って問うた。

「俺おれからエースキャッチャーを奪う話はどうなったんだ？」

「え？　……あ、ああ、もちろん諦めてないに決まってるでしょ？　絶対またグラウンドに戻って、お兄ちゃんからキャッチャーの座奪ってあげるんだから！」

「そうか……」

「じゃ、そういうわけだから。またね」

　杏がそう言って、走り去ろうとする。

　するとその背中に向かって投げかけられる声援があった。

「杏ちゃんふぁいとー」と深ふか見み。

「あとで一緒に走ろうぜえー！」と橘たちばな。

「みんなで待ってるんだぞー！」と鈴すず鹿か。

「初心者仲間としてグラウンド内外で全力で応援しますよ！」と涼りよう子こ先生。

　ナインの応援に、杏あんずは大きく手を振ってそれに応こたえて、遠ざかってゆく。

　振り向くと、みんなが杏を見送っているところだった。

「杏ちゃん、がんばって！」

　ふととなりを見ると、綾あや坂さかも、杏に向かって手を振っていた。

　やがて、杏を見送っていた明めい学がくナインがそれぞれ練習に戻ってゆく。

　ネットフェンスの前には、守まもると綾坂の二人だけが残された。杏の後ろ姿が見えなくなってしまった方を、ぼんやりと見つめる。綾坂が身をよせてきた。

「篠しの原はら、まだ杏ちゃんの入部を認めるつもりはないの？」

「そうだな……」

　守はネットの網目に手を添えた。

　……硬式野球部の大変さは、身に染みてよくわかっている。素人しろうとの、女子の、ましてや野球知識ゼロの杏だったらなおさらだ。

　はじめて杏がこのグラウンドにやってきたときのことを思い出す。俺おれに張り合うことしか考えてなかった杏はいつのまにか俺よりも先にグラウンドに行くようになっていて、いつのまにかチームメイトとして皆に認められるようになっていた。

「大丈夫。きみが思ってるより、杏ちゃんはしっかりしてるよ」

　綾坂が、守の顔をのぞきこんでくる。清廉な笑顔がそこにはあった。いつも野球に対して純粋な彼の前では、素直になれるような気がする。

　守はしばらく目を伏せて考えてから、「そうだな」と口を開いた。



　昼休みの一年Ａ組。杏は、クラスの真ん中で友達と談笑をしていた。守が教室にやってくるなり、飛び上がるほどびっくりする。

「お、お兄ちゃん、何しに来たの!?」

　あれが篠原の兄貴？　……おおー眼鏡めがね男子だ……あ、あの人、綾坂先輩といつも一緒の人だ……。

　ざわめくクラスの中からひっぱりだされて、廊下に出る。

　杏は顔を赤くしながら、背伸びして問うてきた。

「どうしたのお兄ちゃん、教室に来るなんて……わたしに何か用事？」

「ああ。お前に渡したいものがあってな」

「……？」

　一枚の紙をさしだす。そこにはこうあった。



　――『仮入部届』。



「……？」

　杏あんずは両手に持った仮入部届を見つめながら、きょとんとしていた。

「校則で調べてみたところ、仮入部に制限はないらしい。実際先生方にも聞いてみたが、特に期日が決まっているものでもないそうだ」

「……へー……」

「たとえばうちの場合、成績不振で赤点追試中の部員などは、仮入部扱いになって試合に出ることはできなくなる。橘たちばなや鈴すず鹿かなんかがよく夏にその危機に陥おちいるんだが――」

　守まもるは目を細めて言った。

「元々、女子のお前には、試合に出られようと出られまいと関係ないだろう？」

「あ……」

「例の入部テストは『正式入部』の条件だ。……仮入部する分には関係ない」

　杏はこくん、とつばを飲んだ。両手で仮入部届をくしゃっとにぎりしめて、うろたえたように見上げてくる。

「……い、いいの？　お兄ちゃん」

　……たまには、こっちから仕掛けて杏をうろたえさせるのも悪くない。杏の頭をくしゃっとなでて、きびすを返す。

「みんなが待ってるんだ。遅れるなよ」

　守は後ろ向きでひらっと手を振って、一年のフロアを後にする。２年Ａ組の教室ではスパプロ対戦を希望する深ふか見みを待たせっぱなしなので、きっと今いま頃ごろむくれていることだろう。



　　　　　◇



　杏が席に戻ると、隣の席の女子が話しかけてきた。

「ねえねえ、あんじゅ、今のあんじゅのおにーさん？」

「うん」

　杏は、飲みかけのオレンジジュースのパックを手にとってうなずいた。

「優しそうな人だね」

「えー？」

　杏はジュースを吸いながら、机に置いた仮入部届に上に目を落とした。クラブ名のところにはすでに『硬式野球部』と兄の字で記されている。

「たまにだよ」



　その日、篠しの原はら杏は、正式に、明みよう神じん学がく園えん硬式野球部の仮入部員となった。



　　　　　◆



　部活帰りの学園前駅のプラットホーム。帰りの電車に乗り込もうとすると、ふと頬ほおに冷たいものが当たった。

　見上げると、電車と雨よけとの隙すき間まから、曇くもり空が見えた。小雨が降り始めて、今にも本降りになりそうだ。天気予報いわく、大型の台風が関東に近づいているらしい。毎年、この時期は台風のせいで高校野球の夏大会が順延になるのが恒例だった。

「篠しの原はら、乗り遅れちゃうよ」

　綾あや坂さかが左の手のひらをのばしてくる。

「ん？　ああ……」

　綾坂の手をとって電車に乗り込む。すらりとして、やわらかい指先だった。

　車内はほぼ満員で、二人のスポーツバッグは足あし下もとに重ねて置くしかなかった。先にのりこんだ杏あんずは、サラリーマンの陰に隠れて見えなくなってしまっている。

「やっぱり、この時間は人多いね」と綾坂。

「そうだな……っと」

「……っ!?」

　後ろから駆け込んできた乗客に押され、守まもると綾坂の胸とが密着する格好になった。といっても、綾坂の胸がちょうどみぞおちの辺りだ。ふだんはスタイルの良さにごまかされて気付かないが、綾坂はそれほど背が高い方ではない。むしろこうして近くで見ると、華きや奢しやなだけあって小柄な印象すら受ける。

　電車が動きだして、綾坂はどうしてかずっともじもじと恥ずかしそうにしていた。揺れるたびになぜか恥ずかしそうに目をそらしてもいた。

　そうしているうちに、地元駅につく。

「……綾坂？　降りるぞ、綾坂」

　ぼーっとしている綾坂に声をかける。

「あっ、す、すみません、降ります！」

　綾坂はあわてて足下のスポーツバッグをつかんで、電車を降りた。それに続いて、守と杏もホームに降りる。

　いつもの分かれ道で、綾坂はこちらに向き直って微笑ほほえんだ。

「篠原、また明日」

　守は自転車を押す手を止めてうなずいた。

「ああ、また」

　いつものように別れる。そしてまたいつものような明日が来ると思っていた。



　家に帰って、スポーツバッグを開くと、ひどく甘ったるい匂においがした。自分のバッグの匂いじゃないということにはすぐ気づいた。教科書をどけてみると、そこにあったのは、キャッチャーが使うミットではなく、投手用の薄いグラブだった。

　携帯電話が鳴ったのはその直後だった。

「篠しの原はら!?」

　電話の主は、綾あや坂さかだった。

「篠原、僕のバッグそっちに行ってない!?」

　その電話ですべてに合点がいった。

「ああ、これはきみのか。あわてて電車を降りたから、きっとそのときにまちがえたんだろう。明日、練習の時に渡……」

「あのさ、今どこにいるの？」

「家だが……」

「わ、わかった、じゃあ今からとりに行くから！」

「は？」

　守まもるは眉まゆを寄せた。

「とりに行くから！」

　一方的にそう言い放たれて、電話は切れた。携帯電話を見つめて、片かた眉まゆを上げる。

　ふだんクールな綾坂があんなにあわてるなんて珍しい。

　見られたらまずいものでも入っているのだろうか？　だとしたら、元に戻さなければ……と教科書を戻していると、指先に妙な感触があった。

　とりだして見ると、それはブラだった。オレンジ色の縞しま々しま模様だ。

　ガチャッと自室のドアが開いた。

「お兄ちゃん、夕飯どうしよっか。たまにはピザ頼む？」

「ぴ、ピザ!?」

　守は条件反射的に、ブラを後ろに隠しながらさけんだ。

「そ、そうだな、そうしてくれ！　お前の好きなのでいいから！」

「……？　わかった。じゃわたしあのおもちのやつ頼むからね」

「あ、ああ……」

　いぶかしげにしながらも、杏あんずが部屋を出てゆく。一人残されて、背中に回したブラをもう一度目の前で広げてみる。わりと大きめだ。

　……いまいち状況がよくわからないが、これが綾坂のあわてていた理由なのだろうか。



　数十分後、綾坂はびしょぬれでやって来た。走ってきたのだろうか、肩で息をしていた。外ではごうごうと風がうなりをあげて、ガラス窓を雨が強く叩たたいていた。

「台風で……自転車にのれなくって……」

　水のしたたる前髪をあげようともせずに、綾あや坂さかは肩で息をしながら言った。胸に守まもるのスポーツバッグを抱えていた。

「ごめん、篠しの原はらのバッグ濡ぬらしちゃって……ミットとか、大丈夫かな……」

「……わざわざとりに来なくても、明日の練習に持っていったのに」

　守は、タオルを持ってきて、綾坂の髪を軽くふいてやった。しかしなぜか、綾坂は顔を上げようとせずに唇をきゅっとしめて視線を落としている。

　何かやましいことがあって、目を合わせたくないといわんばかりだった。

「あれ、綾坂さん……？」

　後ろから、杏あんずの声が聞こえた。

「って綾坂さん、びしょ濡れじゃないですか！　お風ふ呂ろ入ってってください！」

「いや、いいよ、バッグもらったら帰るから」

　綾坂はふるふると頭を振った。

「だめだ」

　守は口を挟んだ。厳しい声音を出すと、綾坂がはっとしたように顔を上げてきた。

「この雨風できみを帰すわけにはいかない」

　しかし綾坂はかたくなだった。

「本当に……大丈夫だから……」

「……綾坂？」

「バッグを、返し……」

　綾坂の声がふいにかすれて、消え入る。ふらっとその身体からだがかしいで、守はあわててそれを抱きとめた。

「綾坂さん！」

　綾坂が肩口で荒い息をしている。彼の体中が熱を持っていた。……熱？　雨の中を走ってきたからか？

「おい、大丈夫か、綾……」

　そういって、綾坂の背中から脇わきに手を回して、抱き起こした時だった。

　……くにゅ。

　指先に、心地よい感触があった。

　一瞬、それが何なのか、守にはわからなかった。片腕で抱き起こした綾坂はひどく軽くて、華きや奢しやだった。長いまつげ。濡れた頬ほお。よく通った鼻筋。そんな場合ではないのに、間近で見ると本当に綺き麗れいだった。甘い匂においがして、その身体は柔らかい。

　すべての雑音を飲みこまんばかりに、台風が荒れ狂っている。騒々しい雑音の中、守は今なお優しい母性的な感触の伝わる指先に目をやった。

　その指先は、綾あや坂さかの胸元に触れていた。

「お兄ちゃん、何してるの？」杏あんずが問うてくる。「はやく着替えさせないと……」

　……まさか。

　だが、綾坂のルックスには、その『まさか』のリアリティをひしひしと感じた。可愛かわいくて、華きや奢しやで、可か憐れんで柔らかくて……。

　唾つばを飲み込んで、綾坂の制服のボタンに指をかける。

「ちょっちょ、お兄ちゃん、こんなところでやめっ……」

　杏はあわてて両手で顔を隠してそっぽを向くが、今はかまってはいられない。シャツの前を開いて、その下にあるアンダーシャツを胸までめくる。

　きれいなお腹なかと、幾いく重えにも巻かれた絹のサラシ。その下からは、まだ成長期のふくらみが懸命にサラシを押し返しているのがわかった。

「……は？」

　杏が呆ほうけた声をもらす。

　綾坂の薄目が開いていく。荒く息をしながら、守まもるの顔を見て、杏の顔を見て、それから自分の姿を見つめる。

「……え……」

　守まもるの腕の中にすっぽりと収ったままの綾あや坂さかは、赤い顔でがばっと胸元を隠して、みるみる顔をこわばらせていった。

「あっ、その、これは……！」

「綾坂、お前――」

「ち、ちが…だから、その……」

　綾坂は必死に目を泳がせてから、おずおずと言う。

「…………お、おたふく風邪で、……ふくらんじゃって」

　守は眉まゆをひそめた。

「……胸が？」

「う、うん」

　綾坂が、ぎこちない笑顔でうなずく。

　守は、ふと杏あんずと顔を見合わせた。杏がうなずき、守もうなずき返す。どうやら、いつも反発しあってばかりだが、今回ばかりは意見の一致を見たようだった。

　守は息を吸い込んで、綾坂に向き直った。

「――そんなわけがあるか！」

　腕の中で綾坂はびくっとなった。



    

  
    
      



    

  
    
      男装投手の真ま琴ことさん①



「篠しの原はら、もういいよ」

　呼ばれて、ドアを開くと、綾あや坂さかがベッドの縁ふちに座っていた。身体からだを拭ふいたタオルはていねいに畳んで、膝ひざの上に置いてある。守まもるの部屋だった。

　綾坂は、守のスクールシャツを着ていた。ぶかぶかで真っ白なシャツだが、女性用にデザインされていない胸元だけが窮屈そうに突っ張っている。

「綾坂。体調はどうだ？」

「あ……うん、結構落ち着いた……」

「……そうか、だが、安静にしておくんだぞ」

「う、うん」

　綾坂は、いささか他人行儀な笑顔で答えた。

　……その姿を見ても、まだ納得できない。自分の中で、事実と認識がつながらない。綾坂は中学のころからの長い付き合いで、三年生の時からずっと――

　ずっと、パートナーとして組み続けていた。

「綾坂」

　守はベッドに手をついて、身をのりだした。

「話してもらえるんだろうな」

「……うん」綾坂は目を伏せた。「今まで隠しててごめん」

　正直なところ、どんな反応をしていいかがわからない。だから事実確認に努めた。

「俺おれが今まで綾坂飛鳥あすかだと思ってきた投手は……きみ、なのか？」

　うん、と綾坂は微笑ほほえんで言った。

「はじめまして、でいいのかな。――綾坂真琴です」

　守は、まじまじと綾坂真琴を見つめた。真琴は、少し照れくさそうに目を細めた。

　俺がいままで付き合っていたのは……綾坂真琴だったということだ。

「……だが、綾坂」と守が口を挟む。「よくわからないんだが、どうして中学のころから男子のふりを？　あの頃ころはまだ女子のままでも試合に出ることができただろう」

「実は家が厳しくて、女子が野球をやることを許してくれてないんだ」

　真琴は苦笑した。

「……なるほど。しかし……大胆な事をするな、きみは」

「そ、そうだね。……あのさ、篠原」

　真琴は、小さく息を吸い込んでたずねてきた。

「僕、これからどうしたらいいのかな」



    

  
    
      男装投手の真ま琴ことさん②



「きみはどうしたいんだ？」と守まもるは問い返した。

「僕は……」

　不安げな綾あや坂さか。口ごもって、いつもの明るい雰囲気には影がかかっている。遠慮と、引け目と、臆おく病びようとが、王子様の表情を曇くもらせていた。

「まさかチームをやめるとか言い出だすつもりじゃないだろうな」

　真琴が顔をそらす。答えられないと言うことは、葛かつ藤とうしているということだ。

「言っておくが、今さら何もなかったことにするなんて無理だぞ。きみはもううちのチームに深く関かかわってしまってるんだ」

　だが、と逆説を置く。

「だが、俺おれたちは少なくとも、今のいままでこうやってきたんだ。それで問題は起きてこなかったわけだし、それどころか、きみはとっくに明めい学がくのエースで――」

　心の整理はまだできていない。それでも、自分の気持ちはちゃんと把握している。

「俺のパートナーなんだ。今さらいなくなるな」

　綾坂真琴ははっと顔を上げた。

「篠しの原はら……」

「俺はこれからもきみのボールを受けていきたいと思うし、チームにもきみが必要なんだ。だから、これからきみがどうしたいのか聞かせてくれ」

　綾坂真琴の正体を知って、その上でのこちら側の返答は伝えた。だから、あとは彼女がどう応じてくれるかだった。

　真琴は目を伏せて、小さく深呼吸してから言った。

「わたしは、はじめはただ野球がやりたいだけだった。それこそ、最初はわたしと兄さんとのちょっとした遊びのつもりで……だけど、それがいつのまにかわたしたちの大事な時間になってた。もちろん、こんなのはわたしのワガママだって自覚してる。でも……もしかなうなら、このチームで、最後まで野球をしたい。明学のみんなと――」

　控えめに、けれどこらえきれないように、真琴は身をのりだして言った。

「君とのバッテリーで」

　真琴はそう言い切ってしまうと、ただただ真正面から見据えてきた。

　……そう言ってくれると思っていた。思わず口が綻ほころぶ。

「……わかった」守は顔を上げた。「あらためて、これからもよろしく頼む。綾坂」

　真琴は張りつめていた表情を明るくして、くしゃっと無邪気に笑った。

「あ、ああ！　あらためてよろしく、篠原！」



    

  
    
      夕飯は遅めの篠しの原はらさん



「ピザ届いたよー。台風なのにすごい頑張るよね。イギリスじゃありえないよ」

　真ま琴ことを寝かせて一階に下りると、杏あんずがピザを食べていた。

「あ、それと、わたしから綾あや坂さかさんちに電話しておいたから。飛鳥あすかさん泊まっていくって」

「そうか……すまない」

　ピザに手をつける。一方、いつものように杏はピザを二枚食べたあたりでもう食べ飽きてしまったようだった。

　それにしても、と杏は言った。

「なんだかさわやかに一件落着したね。わたし、もっと大おお事ごとになるかと思ってたよ」

「大事は大事なんじゃないか？」

「え？」

「お前だって捕手志望だろう。投手を守るのはキャッチャーの役目だ。何か問題が起きたら、その時は手助けを頼むぞ」

「嫌」ジト目で即答された。

「何な故ぜだ……」

「綾坂さんはわたしが守るの。お兄ちゃんのほうがサポート役だから！」

「そうか……」



　パジャマ姿の杏は、真琴の部屋の前に立って言った。

「というわけで、今日はわたしと綾坂さんで寝るから！　お兄ちゃん、綾坂さんに夜よ這ばいかけようとしても無駄だからね！」

「そうか……」



　就寝前、ふと気付いて綾坂の部屋に行く。

「ああそうだ綾坂、解熱剤はどうす――」

　ベッドに行くと、困り顔の綾坂の左腕に抱き付いて、杏が寝息をたてていた。

「お前が先に寝てどうする……」と守は顔に手を当てた。

「な、なんか兄妹きようだいって感じがするよね」と真琴。

「どういう意味だ？」

「ど、どういう意味って……し、知らない、そんなの」

　真琴はなぜか赤くなってあわてた。



    

  
    
      ハプニングの真ま琴ことさん



　昨日はいろいろあったせいで、風ふ呂ろに入っている暇もなかった。眠い頭でバスルームの戸を開くとすぐ目に飛び込んできたのは、グラビアアイドル並みの裸体だった。

「し――篠しの原はらっ!?」

　上半身裸であわてて背を向けた真琴の、生クリームのように真っ白なもち肌。

　まさに『美お味いしそう』という形容がぴったりな、王子様の生着替えだった。その手足はすらりとして、腰つきはしなやかだ。おなかは思わず頬ほおずりしたくなるほどなめらかな曲線をえがき、お尻しりはきゅっと小ぶりで見るからにハリがある。何よりその素肌は染みひとつなく、触れたら指に吸いつきそうなほどきめこまやかだ。スレンダーなくせして、しっかりと女の子らしい肉づきをしている。今まで真琴がこれを必死に隠して王子様を演じてきたとすると、相当の苦労があったにちがいないと思わせる。

　だがもちろん、いつまでも眼がん福ぷくに浸っているわけにもいかなかった。

「わ、私シャワー……シャワー勝手に借り、借りちゃって……あ、汗かいたから……」

　ガタンと後ずさって、あわあわとバスタオルで裸を隠す真琴。

「い、いや、こっちもすまない！」守まもるは、あわてて洗面所を飛び出した。

　登校前、リビングに畳んで置いてあったシャツをつかんで、Ｔシャツの上から羽織る。するとなぜか甘ったるい匂においがぷんぷんと身体からだ中を包み込んだ。

「し、篠原！　それ私、私が昨日着たやつだから洗って返すやつだから！」

「す、すまない！　まちがえた！」

　あわてて脱いだ。



「篠原！」と通学路途中で男子制服姿の真琴が声を上げた。

「すまない！」反射的に叫ぶ。

「えっ？　ち、ちがうよ」と真琴は守の腕を引いた。「肩に虫ついてるからとってあげるね」



　学校に向かう電車内で、守は顔に手を当ててうなだれていた。

「お兄ちゃん、結構動揺してる……？」

　杏あんずが心配そうな声を出す。

「気にするな……」



    

  
    
      クラス委員長の真ま琴ことさん



　２年Ａ組の教室移動の際、真琴に誘われて二人で物理教室に向かう。

「……へ、変な感じだね」と真琴がつぶやいた。「守まもるくん」

「ああ……ところで、真琴さん」

「何？」

「部活では真琴さんとは呼べないだろうが、ふだんはどう呼べばいいんだ？」

「え……真琴さんのままでもいいし、あとは綾あや坂さかとか、ま……真琴とか？」

「ふむ……いや、すぐに変えるのもおかしいし、今は真琴さんにしておくよ」

　真琴と見つめ合う。これまで見てきた綾坂と特に見た目が変わるわけではない……が、それなのに、今では一つ一つのパーツがものすごく女性的に見える。

「しかし……今までよく女性だとばれなかったものだな」

「ん――元々が女っぽくないからかな」

「そんなことはないと思うぞ」

「そう？　私、男子にもてたことなんてないよ」

「いや……なんでも、きみは一応学園のアイドルの一人に数えられているらしいぞ」

「そ、そうなの？」真琴は赤くなる。

「ああ……気付いていなかったのか？」

「いや……綾坂飛鳥あすかとして有名なのはわかってるけど……」

「きみは野球以外の事になるとまったく興味がなくなるところがあるからな」

「……わ、悪かったな」

　飛鳥の口調になって、真琴はすねる。守は笑った。

「だけど、きみはきみが思っているよりも女の子らしいと思うよ」

「…………そうなんだ。た、たとえばどんなところが？」

「たとえば？　……」

　真琴は性格も良いいし、顔もきれいだし、スタイルも抜群だ。何より……。

「今どこ見たの」綾坂はジト目を向けてくる。

「い、いやどこも」

「い、言ってよ。隠された方が気になるよ」

　守は口元を押さえてうめくように言った。「……巨乳」

「きょにゅっ……!?」両手で胸元をさっと覆う真琴。「そ、その言い方っっ！」

「い、言えと言ったのはきみだろうが！」

「だからって、ほかに言い方なかったの!?」



    

  
    
      関係修復の真ま琴ことさん



　その日の練習中、ブルペンで真琴と向き合う。相変わらずすらりとした身体からだつきだ。

「…………」

「…………」

　互いにしばらく無言だった。

「な、何」

　真琴が上目遣いでにらんでくる。

「いや……その……」

「気になってることがあるなら言ってよ」

「……だから、その」守まもるは口元を押さえて言った。「よくあの胸をこうも見事に押さえつけられるものだなと」

「………っっっ!!」

　真琴はいよいよ涙目になって、平らな胸を両手で覆い隠した。

「だ、だが今は別に大きくないから大丈夫だ！」

　守はあわててフォローを入れた。

「そんなとってつけたようなフォローほしくないよ！　どうせ、僕の胸見ながら『元々はあんなに大きいんだよなー』とか思ってるんでしょ……」

　図星だった。普段は女性の色っぽさなんて微み塵じんも感じさせていないくせに、実はこんな細い身体に、あんなにたっぷりした胸を秘めているというのは少しばかり背徳的だ。

「……男子のスポーツやってるのに、こんな胸が大きいなんて恥ずかしいよ」

　綾あや坂さかは後ろ手を組んで、上目遣いで見上げてくる。……なるほど、そういう気にし方か。

「……わかった、綾坂。ちょっと一いつ旦たん落ち着こう」

「…………あ、ああ、うん」

「とにかく、お互いにいろいろと距離感を考えなければならないのは事実だ。しかし、俺おれはきみを優秀なピッチャーだと思っているし、それは何があろうと変わらない」

「……うん。僕も、きみのことは信頼してる」

「マウンドでは、それ以上余計な事は考えなくても良いい。今はそれだけで充分だ」

「……あ、ああ！」

　真琴がようやくらしさをとりもどしたさわやかな笑顔でうなずく。

「よし」

　グラブを掲げて、真琴の胸をぷにょっと叩たたく。

「それじゃあ練習を始めるか。まずは投げ込みを……ん？　綾坂、なぜ頬ほおをつね……ちょ」



    

  
    
      お昼休みの真ま琴ことさん



「もう食べ終わったの？」

　真琴は、お弁当を食べながら顔を上げた。

　学園内の一号館と二号館の間の中庭だった。真琴の正体がばれてからは、たまに昼休みにここで二人で昼ごはんを食べるようになっていた。

「ああ。餃子ぎようざ弁当は好物だからな」

　守まもるは、駅前のホカ弁で買った餃子弁当の箱をビニール袋に入れながら言った。

「ちょっとそれ原材料見せて」

　すると真琴はビニール袋を箸はしで示して言った。

「原材料？」

　よくわからずに箱をふたたび出す。シールが貼はってあって、そこに原材料名が書かれていた。真琴は箸をくわえながら、しばらくそれをながめていると、

「だめだよ、篠しの原はら。栄養バランスが偏ってるよ。リジンとれてないから、これ」

　真琴は鶏肉をさしだしてくる。

「栄養……？」

「食べて」

「あ、ああ……」

　鶏肉をくわえようとすると、

「あっ！」

　真琴がとつぜん赤くなって声を上げた。

「な、何だ？」

「い、いや……いいよ、なんでもない……」

　真琴は眉まゆを下げながら、じっと箸の先を見つめている。よくわからないが、鶏肉を軽く口にふくんで飲み込む。

　箸を引っ込めた真琴は、しばらく赤い顔で弁当をつついていたが、なぜか突然弁当を口にしなくなってしまった。

「きみこそちゃんと弁当を食べろ」と守は言った。「今日も投げ込みがあるんだぞ」

「う……うん……」

　真琴はご飯をちょぼっと箸でつまむと、それをそっと口付けするようにちょぼちょぼと食べた。たちまち顔が赤くなって、もむもむとただ機械的に口を動かす。

「綾あや坂さか、もう時間がないぞ」時計を見て守は言った。「はやく食べろ」

　小さくうめきつつ、真琴は伏し目がちに思い切って鶏肉をくわえた。



    

  
    
      ニアミスの真ま琴ことさん



　綾あや坂さかは、片かた肘ひじを抱きながら目盛りをのぞきこんでくる。

「篠しの原はら、身長伸びた？」

「少しだけだがな」

　守まもるは、室内練習場隅の身長計で背をはかりながら言った。

「僕は身長も体重もほとんど変わらないけど……もう成長期止まっちゃったのかな」

「十六歳で成長期は終わらないだろう」

「それはそうなんだけど」

　真琴は考え込む。

「綾坂くんは女性ホルモンの出が多いのかもしれませんね」

　横から口を挟んできたのは、通りすがりの涼りよう子こ先生だった。

「女性ホルモン？」

「ええ、女性ホルモンが多いと身長がのびなくなるんですよ」

「そ、そうなんですか」

　真琴は少しどきまぎしながら言った。

「その代わりに良いい匂においになったり、お肌がきれいになったりするんです。綾坂くんって両方当てはまるかんじなので、そうかなって」

「へ、へえ……」

「あとは……綾坂くんには関係ないかもしれませんが、どんどん発育も良くなりますね」

　真琴はぎくっとなる。

「スポーツ選手の得にはならないかもしれないですね」

　涼子先生が苦笑交じりに言って立ち去ると、真琴は唇をとがらせて振り向いた。

「……押さえられなくなったら困るから、だから聞いたんだよ」

「わかってるよ。そもそも、俺おれからするとよく押さえられるものだと感心するがな」

「あ……けど、今だって完全に平らにできるわけじゃないよ」

　真琴が練習着のすそを両手でひっぱって少し胸を張って見せると、わずかに胸元がふっくらとしているのがわかった。窮屈そうな曲線が生まれている。

「……ああ」と守。「そういえば倒れた君を抱き起こした時も感触があったからな」

「感しょ……」

　真琴はそこまで言いかけて、口元を押さえながら見つめてきた。

「も、揉もん……!?」

「あ、あれは不可抗力だったんだ！」



    

  
    
      帰りの電車の真ま琴ことさん



　今日は部活が早上がりだったので、帰りの電車は帰宅ラッシュの時間だった。

「あっ……」

　前からサラリーマンに押されてしまい、真琴はあわてて腕を交差させて胸を守った。

　前々から綾あや坂さかはこうやって人知れず苦労していたのだろうか。

　次の停車駅で人が少し降りた隙すきに、守まもるは綾坂の左手をつかんだ。車両の角まで真琴をつれていって、守が壁になるような格好で向き合うように立つ。

「あ……」と真琴。

「ここならそんなに押されることもないだろう」

　真琴は、恥ずかしそうにうなずいた。……今まで意識していなかったが、女性として見ると真琴はずいぶんと可愛かわいらしい。王子様王子様とは呼ばれているが、そのさわやかさが今ではぜんぶ女性としての魅力に上乗せされてやってくるみたいだった。

「し、篠しの原はら？」

「え？」

「僕のことじっと見てたから……何かなって思って」

「見ていたか？」

　真琴は、顎あごを引くようにうなずく。まさか女の子として魅力的だなと思っていたなどと言えるはずもなく、話題を変える。

「……そういえば、グラウンドと学校ではどっちの方が本当のきみなんだ？」

「本当の……？　難しいこと聞くんだね」

　うーん……と真琴は長い間無言で考えてから答えた。

「あまり深くは考えたことないけど……やりたいことをやっているのはグラウンドの僕で、自然にふるまっているのは教室の僕かな」

「じゃあ、特に男子になりたいわけでもないのか」

「うん……けど、女の子だからっていう理由で野球は反対されているわけだし……男子にあこがれてるっていう気持ちも少しはあるよ」

「……そうか」と守は言った。「だけど、それをふくめてきみはきみだからな」

「あ……うん」綾坂は優しく目を細めて笑った。「ありがとう、篠原」



　地元の駅に降りると、相乗りしていた杏あんずがむくれ顔の上目遣いで睨にらんできた。

「お兄ちゃん、さっき綾坂さんだけ助けてどっか行った……」

「な、何を怒っているんだ？」



    

  
    
      小学校時代の真ま琴ことさん



　リトルリーグの地区大会、二回戦。

　同地区の敵チームのエース投手である綾あや坂さかは、ハッとして手を引いてきた。

「僕の右手にさわらないで」

「は……」

　守まもるは呆ぼう然ぜんとして、表情を険しくする綾坂をまじまじと見つめた。綾坂は、右の手のひらを左手で握り締めて、むっとしている。試合中の出来事だった。振り逃げの綾坂にタッチアウトした際、彼の右手に触れてしまったのだ。

「……エースの利き手に気安く触れるなんて、きみ、キャッチャーのくせに無神経だよ」

「す、すまない」

「鞄かばんは右肩にかけないし、鉛筆も右手では持たないし、料理だってしないようにしてるんだ。……僕が怪け我がをしたら、チームに迷惑がかかっちゃうだろ」

　綾坂はつんとしてベンチに向かっていった。守のチームは、その彼によって完封された。



　帰りの電車で、偶然、先ほど完封負けをくらったエースの綾坂と相乗りすることになった。だが、特に会話をするでもなく、同じ駅で一緒に降りた。

　しかし、プラットホームの階段を上っている時だった。守の一歩先を行く綾坂に向かって、駆け足で階段を下りてきた男性客がぶつかってきたのだ。

「あ……」

　綾坂は声を上げるまもなく、足をすべらせた。靴が段からずりおちて、その身体からだが彼が肩にかけたエナメルのスポーツバッグに引きずられるように反転する。

「綾坂！」

　とっさに綾坂の身体を抱きとめる。驚くほど軽くて、華きや奢しやな身体だった。しかしその感覚は背中をたてつづけに打つ階段の衝撃によって相そう殺さいされる。

　やがて衝撃の連鎖が止まった時、綾坂は「あ……」と戸惑い顔で、守の胸に両手をそえて乗っかっていた。「きみ……大……丈夫？」

「……まあ、部活で鍛えているからな」

　しかし残念ながら後頭部は鍛えられない。それを言い終えると同時に、意識は沈んだ。



　その後、目を覚ました病院。薄目を開くと、

「…………」

　綾坂はどこか困惑したような顔で、守の前髪を右手の指先で軽くはねていた。

　その時はまさか、彼女と中学、高校で同じチームになるなんて思ってもみなかった。



    

  
    
      問題発生の真ま琴ことさん



　その日は、明めい学がく野球部にしてはめずらしく、何事もなく練習が始まって、何事もなく練習が終わった。

　深ふか見みも暑さでダウンしてダッグアウトでごろごろしていただけだし、涼りよう子こ先生も散発的なドジはあったものの大事につながる大コケはなかった。

　今日は片かた桐ぎりが具合を悪くして本部で休憩していたため、犬猿の仲の橘たちばなと片桐がケンカすることもなかった。

　部活後、ナインに配られたアイスキャンディーを一生懸命舐なめている杏あんずの下もとに歩みよる。

「杏、綾あや坂さかを見てないか？」

「綾坂さん？　見てないけど……どうしたの？」

「いや、今後の調整についてちょっと話し合っておきたくてな……」

　皆がアイスを食べるグラウンドで綾坂の行方を聞いて回っていると、最後に涼子先生が答えてくれた。

「綾坂くんなら、さっきロッカールームの方で見かけましたよ」

　そう聞いて、ロッカールームの方に行ってみる。

　専用グラウンドのロッカールームは部室とは別にあって、学年ごとに階が分かれていた。今は二年生が最上級生なので、二階のプロ仕様のロッカールームを使っている。

　階段を上がってロッカールームに入ると、綾坂が立っていた。

「綾さ……」

　声をかけようとして、息をのんだ。

　綾坂が、青い顔で口に手を当てて、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていたからだった。

「……どうした、綾坂？」

　綾坂は、いつも自分が使っているロッカーの前に立っていた。雑然と開け放たれたスポーツバッグの中を、呆然と見つめている。

「……綾坂」綾坂の左肩をつかむ。「何かあったのか？」

「……ばれた」

　ささやくような声で、綾坂は言った。

「何？」

「ばれたんだ、僕の正体が。野球部の中のだれかに」



　綾坂の右手が、固く、強く握り締められて、静かな部屋にかすかな音をたてた。



    

  
    
      現状確認の篠しの原はらさん



「はあー!?　綾あや坂さかさんの秘密がばれた!?」

　杏あんずは、アイスキャンディー片手にびっくりしてさけんだ。守まもると綾坂とともにやってきた室内練習場だった。

「ど、どうしてそんなことになっちゃったの？　ていうか、だれに？」

「……それがわからないんだ」綾坂はうつむきがちに言った。「ロッカーにタオルをとりにいって、バッグを開けたら、あきらかにだれかに物色された感じだった。確かめてみたら、女子の制服や、その中の生徒手帳なんかも盗まれていて……」

「見たところ、俺おれや橘たちばなのバッグも物色されている形跡があった」と守は語を継いだ。「部員のバッグを手当たり次第に探っている形跡だったが、結局、盗とられていたのは綾坂の制服だけだったみたいだ」

「……？　なんでそんなことするの？」

「それがさっぱりわからん。金目のものをとられたわけでもないしな……」

　守は思案顔を作ると、杏も眉まゆをよせて考え込んだ。

「うーん……けどさ、お兄ちゃん、それって、そこまで慌てることでもないんじゃない？　綾坂さんが女の子だっていう決定的瞬間が見られたわけじゃなくて、ただ単に鞄かばんの中に入ってた制服がとられただけでしょ？　だったら、あとで『まちがえて妹の制服鞄に入れといちゃいましたー』って言えばすむような気もするけど」

「犯人が、今回綾坂のバッグを物色したことではじめてそれに気付いたのならな」

「……どういう意味？」

「今回の物取りは、元々綾坂の正体を知っていた人間の仕し業わざかもしれないということだ。はじめから狙ねらいが綾坂真ま琴ことの所有物だったとしたら、それは綾坂の正体を知っているからに他ならない。……何にしても、放置はできない。事実を確認する必要がある」

　守は身をおこして言った。

「……専用グラウンドには野球部関係者以外の人間は入れない。つまり、綾坂の制服を奪った犯人は今もこのグラウンドにいる可能性が高いということだ」



　室内練習場を出て、グラウンドに戻る途中、杏が問うてきた。

「けど、どうやって犯人を捜すの？　一人一人つかまえてる時間なんてないよ？」

「――犯人って何の話？」

　頭上から声がした。見ると、本部の二階の窓から、深ふか見みがこちらを見下ろしていた。

　三人とも呼吸が止まったまま、笑顔の深見を見上げていた。



    

  
    
      捜査協力の深ふか見みさま



「ねえ、何の話？」

　本部から出てきた深見は、にこっと微笑ほほえんで言った。

「いや、その……」

　綾あや坂さかが青い顔で口ごもる。

「犯人をつかまえるとか言っていたわね。わたしだったら、力になれると思うの」

　……深見か。守まもるは綾坂と視線を交わしながら思った。……深見の性格上、この状況を面白がるかもしれないが、綾坂の正体を言いふらすということはないだろう。……だが、綾坂の正体を知っている人間を無む闇やみに増やすのはやはり危険だと思わざるをえない。

「……あの、僕の私物が盗まれたんだ。生徒手帳とか……」

　ややあってから、綾坂は正直に言った。

　……下へ手たに嘘うそをいうより、事実を伝えてしまった方が楽か。

　しかし、それがまさかの窮地をまねくとは、その時は想像もしていなかった。



『グラウンドに残っている全生徒に連絡します』

　グラウンドスピーカーから、深見の声が響き渡った。

『今から学校側からの要請で、抜き打ちの持ち物検査と身体検査をさせていただくことになりました。部員のみなさんはそれぞれグラウンド内にとどまってください。なお、早めの外出・帰宅を希望される方は――』

　放送室から、スピーカーを通して深見が全部員に検問実施を伝えている。それをガラス越しに見ながら、杏あんずは青い顔でつぶやいた。

「これってまずくない？」

「……まずいぞ。深見に悪気はないんだろうが……」

　どうやら、深見は全力で真ま琴ことの制服窃せつ盗とう犯はんを確保するつもりらしい。だが――

「……もしも、深見に先に犯人を捜し当てられたりしたら、それこそ根掘り葉掘り事情聴取されてすべてが明るみにでるかもしれない」

　真琴に向き直る。

「深見が犯人を捜し当てる前に、俺おれたちで真犯人を確保するぞ。綾坂」

「……あ、ああ」

　真琴が暗い面おも持もちでうなずく。

「心配するな、綾坂」と守は言った。「俺たちがかならずきみを救ってみせるから」

　しかし、真琴の表情は晴れないままだった。



    

  
    
      詳細確認の篠しの原はらさん



　守まもるは少し考えてから言った。

「……とはいえ、片っ端から当たっている暇はない。容疑者をしぼるぞ」

「どうするの？」と杏あんず。

「まずはアリバイ調査だ。綾あや坂さか、きみがグラウンドに来たのは俺おれと同じ五時頃ごろだったな」

「……うん」綾坂はうなずく。

「だったらまず確認すべきは、それから今までの時間内に、ロッカールームに出入りした人間はいないかどうかだ」



　しかし今日の練習中、グラウンドをはなれてロッカールームに出入りした部員は一人もいなかった。

「今日はわりとみんな真面目まじめに練習してたぞ」と二年ショートの橘たちばなは言った。「間食んときも、みんなダッグアウトで食べてたしさ」

「トイレ休憩に行ってたやつはいたけど、みんなすぐ帰って来たんだぞー」二年セカンドの鈴すず鹿か巧たくみはくりんと首をかしげて言った。「でもどうしてそんなこときくんだー？」

　だが、一人だけ例外がいた。

「僕ですか？　途中で具合悪くなって本部のベッドで寝てましたけど……」

　と、大型ルーキーの片かた桐ぎり司つかさは言った。本部一階の治療用ベッドで寝ていたらしいということだった。ちなみにベッドルームには窓があって、そこからはロッカールームに行き来する人間を確認することができる。

「五時っていったら僕がベッドに行ったときですよね……それからロッカールームの方に行った人っていったら、守先輩と綾坂先輩くらいしかいませんよ。え？　なんでそんなの見てたかって？　……べ、別に!?　だれかお見舞いに来てくれないかなって思ってそわそわしてたわけじゃないですよ!?　涼りよう子こ先生もずっとついててくれましたし！」

　というわけで、ロッカールームに行き来した人間は守と綾坂のみということになった。アリバイ捜査ははやくも袋ふくろ小こう路じに入りつつあった。



　ひとしきりアリバイ調査を終えたが、結論は変わらなかった。一いつ旦たん、ロッカールームの前に戻ってきて、改めて状況を整理する。

「お兄ちゃんと綾坂さんしかロッカールームに行ってない……」杏は言った。「だったらもう、お兄ちゃんが犯人としか思えないじゃん」

「し、篠原はそんなことしないよ」と真ま琴こと。

　守は口元を押さえてうなった。「……一体どうなっているんだ？」



    

  
    
      諦あきらめかけの真ま琴ことさん



　捜査がいよいよ行き詰まって、三人そろって無言になる。

「……あっ、そうだ、わたし深ふか見みさんたちの方の様子見てくるね」

　杏あんずがいそいそとグラウンドに戻ってしまうと、ふたたび無言の時間がおとずれた。ややあってから、真琴が口を開いた。

「……あのさ篠しの原はら、犯人捜しなんてもうしなくていいよ」

　守まもるは眉まゆを寄せる。「……何な故ぜだ？」

「僕、やっぱり明日にでも退部しようと思う」

「何を言っているんだ、綾あや坂さか」守は思わず声を荒らげた。「俺おれがなんとか……」

「僕の正体を知っているかもしれない人がいて、それが誰かもわからない。……そんな状況でここにいたら、それこそどんな形でチームに迷惑をかけるかわからないよ」

「本気なのか」

　守は言った。知らずに声が震えた。

「……うん。だから……これからは、野球抜きでも、仲良くして欲しいな」

　おもわず顔を上げる。綾坂は、小さく微笑ほほえんでいた。

　途端、初めて味わう感情が喉のどの奥から溢あふれそうになる。それを噛かみ潰つぶすように言った。

「……そういう風に考えるのは早すぎる」

「えっ？」

「もう一度、状況をくわしく整理するぞ」と守は言った。「まずは綾坂。……きみが盗まれたものはいったいなんだ？」

「……女子制服と、あとはその中に入っていた生徒手帳」

「じゃあ、逆に盗まれなかったものは？」

「勉強道具と男子制服と……あ、あとは、し……下着とか」

「下着？」

「し、下着」

「上下ともか？」

「じ、上下」

　真琴は口元をおさえながら、ぽそぽそと言う。

　スパァン！と後ろから頭を引っぱたかれる。振り向くと杏だった。

「何わたしのいない隙すきに綾坂さんに変な質問してるのよ！」

「ちがう！　やはりおかしいんだ。綾坂に嫌がらせしたい人間の犯行にはやはり思えない」

　守は後ろ頭をさすりながら言った。



    

  
    
      緊急事態の真ま琴ことさん



「綾あや坂さかに嫌がらせをしたいのなら、もっとやり方があるだろう。今回の件は、綾坂そのものというよりも、女子の制服それ自体に目的のある犯行のような気がするんだ」

「え……？」

　杏あんずがきょとんとする。

「俺おれの鞄かばんからは何もとられていなかった。ほかの部員はどうかはたしかめようがないが、とられたのは女子制服と生徒手帳だけなんだ」

「……それは、私も思ったけど……女子の制服が目的なら、普通は女子更衣室の方に行くんじゃないの？」

「そこがよくわからん。ただ……本気できみをどうにかしたいなら、それこそこんな回りくどいことをする必要すらないだろう」

「……たしかに」と真琴。

「だから落ち着け、綾坂。犯人を見つけないことには、何もわからないんだ。いいな」

　綾坂の目を真正面から見つめて、訴える。

「……あ、ああ、わかったよ」

　綾坂は、こく、とうなずいた。とりあえずは落ち着いたみたいだ。ほっとして、杏の方を向く。

「深ふか見みの動きは？」

「あっ、そ、それが大変なのよ！」

　杏ははっと我に返ったようにさけんできた。

「大変？」

「そ、それが……犯人捜しをしてるってことをみんなに気付かれないために、わたしたちも身体検査を受けなくちゃならなくなったの」

「それもそうだろうな。制服泥棒を捜している事はばれないようにしてくれと深見には頼んであるから………」

　ふと気付く。……わたしたちも身体検査？

　杏と顔を見合わせて、同時に真琴の方を向く。

「まずいぞ」と守まもるは低い声で言った。「きみも身体検査されるということか!?」

「え……」

　真琴はぽかんとして、それから目を見開いてさけんだ。

「えええええっ!?」

　……まったく、次から次へと……。守は顔に手を当てて胸きよう裏りでうめいた。



    

  
    
      名探偵の篠しの原はらさん



「ど、どうするんですか、綾あや坂さかさん……？」杏あんずがたずねる。

「……私は元々、兄さんと入れ替わりをしてやり過ごしてきたから……今日も兄さんを呼んで入れ替われば大丈夫だと思う」

「しかし、どうやってお兄さんと合流するつもりなんだ？」守まもるは片かた眉まゆを上げた。「専用グラウンドは、さっき深ふか見みの手で検問封鎖されたばかりなんだぞ」

「兄さんも男子用制服を持っているから、その格好で来てもらって……『犯人捜しで一いつ旦たんグラウンドから出ていた』って口実があれば、外から入ってこられると思う」

「ああ、なるほど……」

「じゃあ、私、兄さんに連絡し……」真ま琴ことは口に手を当てる。「って、あ、駄目だ」

「駄目？」と守。

「実は私、今日、携帯電話を家に忘れてきちゃってて……」

「……だったら、俺おれの携帯から電話をかければいい。綾坂飛鳥あすかの番号は知っているからな」

　ロッカールームの階段を上がって、自分の携帯をとりにいく。

　……しかし、はやく犯人を見つけなければならないことに代わりはない。現状わかっていることといえば五時以降ロッカールームに表から出入りした人間は、俺と綾坂の二人のみだということ。それを目撃したのは片かた桐ぎりと涼りよう子こ先生の二人で、盗まれたのは綾坂真琴の生徒手帳と女子制服のみということ――。

「……そうか」

　守は、階段の途中で足を止めてつぶやいた。天を仰いで、静かにため息をつく。

「……どうしたの、お兄ちゃん？」

「やっとわかった」

「わかったって……何が？」と綾坂。

「制服泥棒の犯人だ。たしかに今日、五時以降にロッカールームに出入りしていたのは俺と綾坂だけだ。つまり、犯人ははじめからその中にいた」

「つまりお兄ちゃん？」

「ある意味そうだ」

「はあ!?」杏がすっとんきょうな声を上げた。

「今回の犯人の目的は女子の制服で……しかも、重要なのは、それが綾坂真琴の制服でなければいけなかったということだ」

　ロッカールームに入って、自分の鞄かばんから携帯をとりだす。『綾坂真琴』に電話をかけると、電話口の向こうから「あ……守くん？」と綾坂飛鳥の声が聞こえた。

「綾坂真琴の制服を持っていったのはきみだな」と守は言った。「綾坂飛鳥」



    

  
    
      
真犯人の『お兄ちゃん』



　数分後、綾あや坂さか飛鳥あすかは男子制服の格好でグラウンドにやってきた。飛鳥はまだ学校に残っていたため、すぐに駆けつけることができたのだ。

「ご……ごめん、まさかそんな大おお事ごとになってたなんて」

　飛鳥は両手を口に当てて、目を丸くしていた。

「………………というか兄さん、どうしてこんなことしたの……」

　真ま琴ことは眉まゆ根ねを指先で押さえながらつぶやいた。

　専用グラウンドの部室裏だった。先ほどまで正門前では部員の身体検査が行われていたようだったが、飛鳥が盗まれた生徒手帳を見せたことで解散。結局、手帳はどこかで落としてしまっただけということで一件落着となったのだった。

「じ、実は……」

　綾坂飛鳥の事情としては、つまりこういうことらしい。

　今日、綾坂飛鳥の所属する茶道部では、九月の文化祭に向けた着付けの準備があった。千ち葉ばまで出かけて、着物を選ぶ予定だったそうだ。

　しかしその出発前、綾坂飛鳥がいつものように一人で準備室で着替えていたところ、突然教師がやってきた。あわてて隠れたものの、着替えようと思って置いておいた女子制服を落とし物と勘違いされ、持っていかれてしまったらしいのだ。

　出発前の時間で、綾坂は急きょ女子制服を確保する必要があった。

　そのため、綾坂は男子制服に身を包み、野球部員の綾坂飛鳥としてグラウンドに潜入してきて、綾坂真琴の女子制服を大急ぎで借りにやってきたということだった。ほかのナインの鞄かばんを物色したのは、どれが真琴のものかがわからなかったからだ。

　そして、そのあとで飛鳥は急いで真琴の携帯にメールを送って今回の件を説明したのだが、もちろん携帯を忘れていた真琴の目にそのメールが触れることはなかった。

　それが、今回の顛てん末まつのすべてだ。

「……け、けどよかったですね、綾坂さん！」

　杏あんずがあわててフォローを入れる。

「ほ、本当にごめん、真琴……」

「……はあ……」

　足の力が抜けたようにふらふらと後ろに下がって、真琴は壁に背中をつけた。そして、膝ひざに手をついて、小さくつぶやく。

「…………よかった……」

　張りつめて、追いつめられて、それからようやく解放されたような声だった。



    

  
    
      その後の綾あや坂さか兄妹きようだい



　飛鳥あすかの帰り際ぎわ、

「もう二度とこんなことしないでね。……本当にあわてたんだから」

　と、真ま琴ことは真面目まじめな顔で言った。

「……は、はい」飛鳥は恐縮して言った。「次からは気をつけます……っ」

　こうして見ていると、二人は瓜うり二ふたつだが、結構雰囲気が異なる。真琴は凛としていてさわやかな雰囲気で、飛鳥はもはや細かい仕草がいちいち女子のそれだ。きゅっと弱弱しく握り締めた手を口元にやって切なげに視線を落とす仕草だとか、様になりすぎている。たしか彼の方が兄のはずだが。ふだんの彼はどこに行ったのか。

「またこういった問題があったら、今度は俺おれたちが協力するよ。とりあえず今回は何事もなく済んでよかった」

　守まもるがひとまず仲裁に入ると、

「……うん、そうだね」

　真琴がようやく笑って言った。

　一方の飛鳥は、

「篠しの原はらくん……」

　わずかにうるんだ瞳ひとみで、子犬のようにこちらを仰いでいる。

「あの、篠原くん……今まで学校では避けていてごめんなさい」

　飛鳥はややあってから言った。

「まあ、仕方ないさ。下へ手たに俺と話をしたら、入れ替わりのボロが出るかもしれないからな」

「うん……けど、これからは真琴ともども仲良くしてくださいね」

　飛鳥は胸の前で手を組んで、女の子らしく微笑ほほえんだ。彼の方が兄のはずだが。

「うむ」

　ふと気付いてみると、真琴が何やらあせるような顔でこちらを見ていた。目が合うとはっとなって、あわてて飛鳥の背中を押す。

「じ、じゃあ兄さん、こんなところ見られたらまずいからそろそろ帰って……！」

「あ、う、うん。じゃあお先に失礼します。篠原さんも」

「ああ……じゃあまた」

　そんな彼は、最後に一度だけ振り返って、まるで彼氏に別れを告げるように、名残惜しげに胸元で小さく手を振って去っていった。

　彼のほうが兄のはずだが。



    

  
    
      


第三幕　エースと篠原さん







　事件解決後、真ま琴ことがロッカールームで着替えている。守まもるは、その入口前で見張りをしていた。虫の鳴き声の中、すっかり暗くなった夜空を仰ぐ。

「……僕、少しだけ考えたんだ」

　ロッカールームの中から、声が聞こえた。

「何をだ？」

「今日みたいな事があって、僕が女子だっていうことが、みんなに知られたらって話。もしもそれが試合中じゃなければ、今回みたいに兄さんとの入れ替わりでやり過ごせるかもしれない。けど……マウンドの上で僕の正体がばれちゃったら、そのときはチームも巻き込むことになるんだ。もちろん、今まで気付いていなかったわけじゃないけど……」

　綾あや坂さかは、一つ息を吸い込んでから言った。

「篠しの原はらはこのままで良いいと思う？」

　そうだな……と守はつぶやいた。なるべく声を小さくするようにつとめながら、

「……俺おれが思うにはな」

　と応じる。

「たとえ明めい学がくナイン全員の前で、おおっぴらにきみの秘密をばらしたとして、ほとんどの人間はそれをだれかに言いふらそうとは思わないはずだ。だが、今回みたいに弾みでどうこうなることはある。だから、やはりお前の秘密をばらすのはできるだけ少ない人数にしておくべきだ」

「そういう話をしてるんじゃなくて……」

「わかってて言ってるんだ」

　真琴が言葉につまる。

「……なんだよ、それ。僕は真面目まじめな話を……」

「退部するだとか、野球抜きでも仲良くして欲しいだとか、一人で勝手に決めるな。まずは俺なり杏あんずなりに頼れ。ちゃんと相談してからいろいろと考えろ」

　守はさえぎるように言った。

「エースだからといって、チームの事を一人で背負おうとするな。……もう少しくらい、正捕手の俺を頼りにしてくれたって良いんじゃないのか」

　真琴の息を呑む音が聞こえた。

「――ちがうよ！」

　バンッ！とドアが勢いよく開いて、守まもるの後頭部を打った。思わず倒れて仰ぐと、巻きかけのサラシを手で押さえた真ま琴ことが、必死の形ぎよう相そうで見下ろしてきていた。

「……ちがうって、何がだ」

　守は鈍く痛む後頭部を押さえながら、片かた肘ひじで身体からだを起こした。

　真琴はぐっと顔を寄せてきてきて言った。

「僕は、きみのことをパートナーとして信頼してるし、頼りにもしてる！　だから、そのー……ええと……」

　真琴は懸命にその先を継ぐ語を探していたが、やがて思い切ったように訴えてきた。

「ねえ、これからはプライベートでも仲良くしようよ！　野球だけじゃなくて！」

「……は？」

　守が眉まゆを寄せると、真琴はサラシの胸元に手を添えて言った。。

「僕には――私にはこの隠し事があったから、今までバッテリーでそういう付き合い方をしてきたことがなかったんだ。だから……これからは、きみともっと仲良くなりたい」

　……ああ、そうか。守は思った。綾あや坂さか真琴は、これまでずっとマウンドで一人だったんだ。今では温厚な性格になったが、昔はいつも一人で気を張っていた気がする。

「……わかった」

　守が返事をすると、真琴は嬉うれしそうにほほえんだ。

「……ありがとう。自分でどうしようもできないことがあったら、きみのことを頼るから」

　綾坂は、細い手をのばしてきて言った。

「……ああ」

　綾坂の手を握る。その途端――握手で腕をどけた影響で、はらっと綾坂のサラシがはだけた。

「わっ……!?」

　あわてて身をよじって胸元を隠す綾坂。

　守は目をそらした。

　……前途多難だ。



　　　　　◇



　前途多難だ。……そう思って目をそらした先に、守は人影を見つけた。きょとんとしたような顔で、こちらを見上げてくる華きや奢しやな姿。

　女子制服で、つややかな黒髪を腰までのばしていて、後ろ手を組んで小首をかしげている。

　一瞬、目を疑った。ドアの開いたロッカールームからもれる光の中でぼんやりと浮かび上がるのは、幼いころからよく知っている彼女の姿。

「ふーん」

　深ふか見みの顔がにんまりとした。

「二人とも仲良いいのね」

　しかし深見は、それ以上、特に何を言うでもなくすたすたと歩いていく。

　……何だったんだ？

　守まもると真ま琴ことは呆ぼう然ぜんと深見を見送りながら、しばらくその場から動けずにいた。



　　　　　◇



　翌日から、ついに夏休みが始まった。野球部の練習も毎日全日練習が続いて、いよいよ忙しくなってくる時期だ。

「とりあえず、今日から夏本番ね！」

　部室の真ん中で、杏あんずが両手を腰に当てて言った。

「杏ちゃんは暑くても元気だね……」

　真琴が眉まゆを下げながら笑った。

「杏は夏が好きだからな。きみは？」

「僕も夏好きだけど、こう……中に一枚着てるから暑くて……」

　そのとき、ふいに部室のドアが開いて、深見が入ってきた。その顔を見て、守と真琴は思わず硬直した。

「あっ、ねえ、篠しの原はらくん、今度の夏合宿のことで相談なんだけど」

　しかし、深見は何事もなかったかのような様子でひらひらとノートを振って言った。

「え？　……ああ、俺おれにか？」

「うん。だって篠原くんにしか相談できないことなんだもの」

「俺にしか……？」

　深見からノートを手渡される。何かしらのリストで、部員の名前が区分けされている。

「えっと、合宿の部屋割りの話。篠原くんって、綾あや坂さかくんと橘たちばなくんと鈴すず鹿かくんの三人と一緒の四人部屋に泊まる予定だったんだけど……」

　深見はノートを鉛筆でコツコツ小突きながら言った。

「綾坂くんとの二人部屋に変更した方がいいわよね？」

「……な、何な故ぜそう思うんだ」

　嫌な予感がふつふつと昇ってくる。



「だって」深ふか見みはにこっと笑った。「綾あや坂さかくん、女の子だったじゃない」



　杏の手からミットが、真琴の手からグラブが、守の手からノートが落ちる。

　その時、ざわざわと部室にやってくる足音が聞こえた。守はとっさにさけんだ。

「杏、部屋のドアを閉じろ」

「えっ!?　……な、なんでお兄ちゃんがわたしに命令……」

「いいから早く」

「あ……ああもうっ！」

　杏はすばやくドアの下に駆け寄って、部室にやってきたナインを問答無用で押し出して鍵をかける。

一方、守は深見の両肩をつかんで顔を寄せた。

　深見、聞いていたのか？」

「うん？　まぁね～」

　深見はきょとんとしながら言った。守は息を吸い込んだ。

「……一応言っておくが、このことは他言無用だぞ」

「わかってるわ。だから篠原くんに相談をしたのよ」

「……杏が綾坂のことを知っているとわかってて発言したんだろうな？」「…………。うん」

「何だ今の間は……」

　守が低い声をしぼりだしていうと、深見はにこっと笑った。

「心配しなくても、このことはだれにも言わないわ。ここの四人だけの秘密。……だから、綾坂さんも安心して？」

「あ……う、うん、ありがとう……」

　戸惑いながらもうなずく真琴。

「……だ、大丈夫なの？」

　杏が近づいてきてささやいてくる。

「そうだな……」

　深見ならいいか……と思わないでもない。元々気心の知れた相手だし、この学園内においては何かあったときは最強の味方になってくれるはずだ。

　深見は拾い上げたノートでトンと肩を叩いて、

「さて、それじゃあ面白くなってきたところで」

「おい」と守は言った。

「冗談よ」

　守は深見の頭にぽふっと手を乗せた。小さな頭に柔らかい髪。「……まあ、一応お前のことは信用してるからな」

「ええ、任せて」と深ふか見みは嬉しそうに笑う。

「みんな仲良く甲こう子し園えんを目指しましょ？　おー」

「「……お、おー」」

　深見が拳を突き上げて、真ま琴ことと杏あんずがおっかなびっくり同調する。

「──さて」

　深見はふと壁掛け時計の方を見て言った。

「それじゃあわたしは監督室で夏休みのアニメスペシャル見てくるわね」

「おい」と守。

「その前におれと綾坂の部屋割りだ」



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　みなさんはじめまして、千せん羽ばカモメです。この度、栄えある賞をいただいてＭＦ文庫様でデビューさせていただくことになりました。



　本著を手にとっていただきありがとうございます。

　タイトルからわかるようにこの作品は一応野球物です。見開き２ページ１エピソードの、「誰もが一度は思いつきながらあえてやらなかった」形式でお送りしました。途中で中編をいくつか挟んではいますが、いかがだったでしょうか？

　やはりやらなかったほうがよかったでしょうか。しかし今や手遅れです。はじめは私も「受賞しちゃったどうしよう……」と思っていましたが、途中で吹っ切れました。プチプチ感覚、スナック感覚で楽しんでもらえたらなーと思っています。



　今回、本作のイラストを担当していただいたのは、元中学球児でもある八や重え樫がしさん。その経歴もふくめて一方的に運命を感じるほど、壮絶に可愛かわいらしいイラストを描いていただきました。某ゲームのキャラデザではじめてそのイラストを拝見して、すごく好みの絵柄だったので、一緒にお仕事ができることになった時は飛び跳ねました。魅力的なキャラクターをありがとうございます。今後ともよろしくお願いします。

　編集さんいわく「ノリノリでページを作っていただいた」というデザイナーさん。コーナーページの出来が素晴らしく、もう本編の半分これでいい気がしてきました。

　担当編集のＴさんには、この特殊な構成の本作をより良いものにするために大変心を砕いていただきました。たぶん作者よりも本作を良く理解されている気がします。

　本作を拾っていただいた編集長ならびに編集部の皆様にも感謝を。普通なら手をつけないだろう応募作を佳作に選出していただいた勇気に感服します。

　その他、本作の出版に尽力していただいた多くの皆様に御礼申し上げます。



　この本を作るにあたって、人に恵まれたことはまちがいないと思います。さらにこの上、読者の皆様方に満足していただけたらでこれに勝る喜びはございません。



　最後になりますが、本作ともども今後ともよろしくお願いいたします。

　それではまた二巻でお会いしましょう。



千羽カモメ
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